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学戦都市アスタリスク

08.偶像峻烈

三屋咲ゆう


ＭＦ文庫Ｊ



本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　教練研磨

　学園祭が終わると程なくアスタリスクにも初夏の風が吹くようになる。

　空は高く澄み渡り、木々が青々とした梢こずえを揺らし、照り付ける陽光が日増しに力強くなっていく、そんな季節だ。

　もっとも綾あや斗とたちはそんな移ろいを感じる余裕もなく、トレーニングルームに篭こもってチーム戦の特訓に励んでいた。

「そういえば夜や吹ぶきから聞いたんだけど、《獅鷲星武祭グリプス》に向けてステージが改修されるらしいね」

「ああ、そのようだな。確か大規模ステージとメインステージの四つが改修されるのだったか」

　訓練前のストレッチを行いながら先日耳に挟はさんだ話を振ると、ユリスはさほど興味がなさそうにそう答えた。

「おかげで公式序列戦の試合会場が中規模ステージに変更されて、こちらはいい迷惑だ」

　月に一度の公式序列戦は各おの々おのの学園内にあるアリーナなどで行われることが多いのだが、注目カードでは一般客が観戦できる都市部のステージが使用される。これは《星武祭フエスタ》が開催されていない期間、アスタリスクに観光客を集める基幹イベントであり──界龍ジエロンのような例外はあるものの──《冒頭の十二人ページ・ワン》の試合ともなれば大規模ステージ以上が宛あてがわれるのが慣例だ。

　実際、先月は綾斗やユリスもメインステージであるシリウスドームにて挑戦者を退けている。ユリスは遠距離戦を得意とするため、ステージは広いほうが望ましいのだろう。

「でも、そんなこと言ってこの前はあの《雷かん鳴なり》を圧倒してたじゃないか」

　星せい導どう館かん学園序列七位にして学有純星煌式武装オーガルクス《那由他の魔弓ロングシヤンクス》の使い手は、かつてユリス自身が相性が悪いと言っていた相手だ。しかし先月の公式序列戦では、ユリス以上に遠距離戦を得意としていたその難敵を相手にして、終始危なげない試合運びで勝利を収めている。

　煌式遠隔誘導武装レクトルクスという新しい武装を手に入れたことも大きいが、なによりユリス自身がこの一年で飛躍的に成長したことが一番の要因だろう。身体能力から星辰力プラーナの量、技の種類やその発動タイミングの機微……いずれも日々の研けん鑽さんを重ねてきたからこその着実な進化を見せている。

「ふん、それを言うならばおまえのほうがよっぽどだろうに」

　ユリスは揶や揄ゆするようにそう言うと、口元に小さな笑みを浮かべた。

　綾斗が綺き凛りんを破やぶって序列一位の座について以来、確かに公式序列戦ではほとんどの挑戦者を一いつ蹴しゆうしている。もっともそれでも挑む学生が後を絶たないのは、やはりそれだけ序列一位という称号が特別なのだろう。

「まあ、なんにせよステージの改修などここではさほど珍しくもない。別段気にするようなことでもないと思うが」

「……ところがどっこい」

　と、そこへ口を挟はさんできたのはハンドガン型の煌式武装ルークスを点検していた紗さ夜やだ。

「今度の改修はかなり大規模と聞いた。なんでもアルルカントが開発した新型の防御機構が組み込まれるとか」

「新型の防御機構、ですか？」

　千せん羽ば切きりを床に置いて身体からだをほぐしていた綺き凛りんが初耳といった顔で首を傾かしげる。

「アルルカントの《黒婦人派ソネツト》とやらが開発した、衝撃吸収用の防護ジェルが使用されるらしい」

「ほう、随分と詳しいな」

　ユリスが意外そうにそう言うと、紗夜は手に持ったハンドガンを様々な角度から眺めながら素っ気無く答えた。

「この前、カミラ・パレートと話した時にそう聞いた」

「へえ……って、ええっ!?」

　あまりにさりげなく話したのでつい流してしまいそうになったが、カミラ・パレートといえばアルルカント・アカデミー《獅子派フエロヴイアス》のトップにして、自律型擬形体パペットアルディとリムシィの武装を担当した才さい媛えんだ。

　彼女と紗夜は正反対の主義主張の持ち主だったはずなのだが……。

「おまえ、いつの間に気軽に話すような仲になったのだ？」

「あの方と和解されたのですか？」

　驚いたのは綾あや斗とだけではないようで、ユリスや綺凛もぽかんとした顔で紗夜を見る。

「別にそういうわけじゃない。カミラ・パレートとは、いつかちゃんと決着を付ける。それは変わってない。ただ……今となっては別段わだかまりがあるわけでもない」

　紗夜は煌式武装を準備状態へと戻すと、小さく息を吐いた。

「少し前から、私は自分なりの煌式武装の有り様というものを考えるようになった。無論、お父さんの銃を蔑ないがしろにするわけじゃなくて──あれはあくまで私のために作られた私のための武器だから、多分チーム戦にはあまり向いてない、と思う」

　確かに紗夜の使う煌式武装は高火力であるものの、精密射撃という観点で見た場合はやや難有りと言わざるを得ない。紗夜の射撃技術自体は卓越したものがあるが、それを以もってしても乱戦になった場合など味方を巻き込んでしまう可能性は決して小さくないだろう。

　なにしろ《獅鷲星武祭グリプス》のステージでは敵味方総勢十人が入り乱れて闘うのだ。後衛が前衛を援護するにあたり、より正確な射撃が求められるのは厳然たる事実だった。

「だから、私は私なりに考えたチーム戦のための武器を用意するつもり」

「なるほど、それで沙さ々さ宮みやさんはここのところ落星工学研究会のファクトリーによく出入りしているのですね」

　と、それまで黙って会話を聞いていたクローディアが、納得したようにぽんと手を打つ。

「へえ、そうなんだ」

　落星工学研究会は星せい導どう館かんでも有数の大手クラブで、英えい士し郎ろうの話では煌式武装ルークスの調整では学園の装備局を上回るという。といっても、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の整備を任せている綾あや斗ととしては、装備局の仕事に不満を覚えたことはない。

　装備局がきっちりとした調整を行うのに対し、どちらかというと落星工学研究会はかなりピーキーな調整を行う傾向があるようだ。

「……とりあえず、作業場が必要だったので仮入部してみた」

「紗さ夜やがクラブに？」

　それも初耳だった。

　ユリス同様、紗夜もあまり積極的に他人と交流を持つほうではないからだ。

「で、そこにカミラ・パレートが顔を出していたから、少し話をしただけ」

　カミラはアルルカントと星導館が共同開発した新型煌式武装──煌式遠隔誘導武装レクトルクスの開発責任者でもある。すでに煌式遠隔誘導武装は完成しているものの、まだ当分はデータ収集やサポートをアルルカントと星導館の共同で行うことが決定していた。

　ちなみに星導館サイドはこのプロジェクトへ参加するにあたり、装備局と落星工学研究会のメンバーからなる特別委員会を発足させている。なので落星工学研究会のファクトリーにカミラがやってくること自体は不思議でもないのだが、それでも二人が普通に会話を交かわすようになっているということは、紗夜の言う通り別段禍根は残っていないということなのだろう。

「ふむ……では紗夜は新しい武器を開発しているというわけか？」

「さすがに一から作るのは技術的にも時間的にも環境的にも無理。だから、既存武器のカスタマイズでどうにかしようと思う。それでも《獅鷲星武祭グリプス》に間に合うかどうかは怪しいところ」

「いや、十分すごいよ」

　どうやらチーム戦に向けて紗夜もいろいろと考えているようだ。煌式遠隔誘導武装を使いこなすユリスや成長著しい綺き凛りんに触発されたのかもしれないが、良い傾向であるのは間違いない。

　綾斗がそう素直に褒めると、紗夜はわずかにはにかんで小さく胸を張る。

「うん……もっと褒めてくれていい」

　綾あや斗とは苦笑しつつ、そんな幼おさな馴な染じみの頭に優しく手を乗せた。

「よー、揃そろってるな、ガキ共」

　そこへ気だるそうな挨あい拶さつと共に現れたのは、綾斗たちの担任である谷や津つ崎ざき匡きよう子こだ。その肩にはお馴な染じみとなっている釘くぎバットを担かつぎ、相変わらず無用な迫力がすごい。

「あれ、谷津崎先生……どうしたんですか？」

「あん？　どうしたもこうしたもねーよ。呼び出したのはそっちだろーが」

　がつんと釘バットが床に打ち付けられるのと同時に、クローディアが一歩前に進み出る。

「ああ、言い忘れていましたが、実は今日きようからチーム戦の実戦練習に入ろうと思いまして……そのお相手を谷津崎先生にお願い致しました」

「え……？」

「……そういうことはもっと早く言え、クローディア」

「すみません。以後気をつけますね」

　ユリスが睨にらむと、クローディアは素直に頭を下げた──が、その言葉はいかにも空々しい。

「えっと……それで、実戦練習ってことは今までみたいに連携の練習じゃなくて、実際にチーム戦をやるってことかい？」

「ええ、個別の連携は問題ないレベルまで仕上がったと思います。あとはそれが本戦出場レベルの相手にどこまで通じるか、さらには集団戦における状況判断や臨機応変に変化する作戦への対応など、実戦でないと確認できないことばかりですので」
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　驚きはしたものの、誰からも不満は出なかった。

　このチームで唯一《獅鷲星武祭グリプス》への参加経験があるクローディアの言葉には説得力がある。

「それに、なにしろチーム戦は模擬戦であってもその対戦相手を見つけるのが難しいのです。極力手の内を晒さらしたくないのはどこも一緒ですし、なにか他に目的があるか、或あるいは余程自信があるチームでもない限りはまず受けてくれないでしょうね。一応、シミュレーションバトルという手もありますが……」

　クローディアはそこで曖あい昧まいな笑みを浮かべてみせた。

　その先は言葉にされるまでもなく、綾あや斗とにも理解できる。立体シミュレーターはこのトレーニングルームにも実装されているが、制限も多く実戦で得られる経験とは比較にならない。

　端的に言えばチーム戦は実戦経験を積み難にくい、ということだ。

「そこで、谷や津つ崎ざき先生の出番というわけです」

　クローディアがそう言うと、匡きよう子こが大げさに溜ため息いきを吐く。

「ま、めんどくせーがこれも教師の務めってやつだ。それを抜きにしてもこいつにはちょっとした借りがあるしな。存分に相手をしてやるよ」

「それは大変ありがたい話ではありますが……」

　ユリスはそう言いながらも、訝いぶかしげに周囲を見渡した。

「チーム戦の練習試合ということなら、他のメンバーはどちらに？」

「はっ！　それなら心配ねーさ。もう揃ってる」

　言って匡子が手にした釘くぎバットを無造作に一振りすると、無秩序に打ち込まれた釘が何本か、青白い輝きを放つ。

「……っ！」

《魔女ストレガ》であるユリスが息を飲むのがわかった。

　大量の万応素マナが瞬時に解き放たれ、それは荒れ狂う渦を巻きながら次第に物質化──まるでクレイアニメーションでも再生しているかのように、足元からゆっくりと人の形を作り上げていく。

　目も鼻も口もない、のっぺりとしたその人ひと形がたは全部で四体。全身は深海のような濃紺で、どれも匡子と同じ背格好、同じ体型だ。当然ながら服や武器などは身につけていない。

「これは……ギュスターヴ・マルローの魔獣みたいなもの、ですか？」

「わたしはフローラちゃんを誘拐したあの人の、影人にん形ぎようみたいに見えます……」

　ユリスと綺き凛りんの感想はそれぞれ異なっていたが、いずれにせよ匡子の《魔女》としての能力なのは間違いないだろう。

　──だが。

「……確か、先生の能力は対能力者用って聞いた」

　いまいち納得のいかないといった紗さ夜やの言葉に、綾あや斗ともうなずいた。

　噂うわさによると匡きよう子こは《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》に対して圧倒的なアドバンテージを持つ《魔女》なのだという。目の前の人にん形ぎようは、とてもそのようなものには見えない。

「対象の能力を取り込み我が物とする、それが谷や津つ崎ざき先生の力だ。私も実際に見るのは初めてだがな」

　警戒感を隠すことなく、ユリスが低い声でつぶやく。

「つまり、対象の能力を奪う……？」

「そんなところだ。まあ、奪われたほうがその能力を使えなくなるというわけではないようだが」

　それが本当だとしたら《魔女》であるユリスには脅威としか言いようがない。警戒するのも無理からぬところだろう。

「この人形共は昔のチームメイトの能力だ。対象の戦闘能力をそのままコピーした傀かい儡らいを使役することができる。今回はあたし自身のコピーだけどな」

「チームメイトと言うと、《獅鷲星武祭グリプス》で優勝した時の？」

　匡子がかつて率いていたチームは、レヴォルフ黒学院の歴史上唯一《獅鷲星武祭》を制した伝説のチームだ。詳しいことは綾斗も知らないが、メンバー全員が《魔女》だったという話は聞いたことがある。

「ま、百聞は一見にしかずだ。とりあえず闘やってみりゃあわかる」

　匡子は綾斗の問いかけに答えることなく、腰にぶら下げたホルダーから煌式武装ルークスの発動体を四つ、無む貌ぼうの傀儡たちに投げ渡した。

「──元レヴォルフ黒学院序列二位、《釘絶の魔女マキヤベラス》の力を見せてやるよ」

　　　　　　　　＊

　機械音声が模擬戦の開始を告げ、綾斗が先陣を切る。

　綾斗たちのチームは前衛を担当する攻撃手アタツカーが綾斗、綺き凛りん、そしてチームリーダーでもあるクローディアの三人。後衛を紗夜、臨機応変に立ち回る遊撃をユリスが担当するという、比較的攻撃的なチーム編成となっている。

　対する匡子のチームは、アサルトライフル型の煌式武装を構えた傀儡と、二に丁ちよう拳けん銃じゆうで狙ねらいを付けてる傀儡の二体が後衛。長剣型の煌式武装を正眼に取った傀儡と、小剣型の煌式武装ルークスを両手に一本ずつ持った二刀流の傀かい儡らいが前衛。

　いつもの釘バットを担かついだチームリーダーの匡きよう子こは、前衛二体よりやや後方に位置取りしているところを見ると遊撃だろう。前衛二人、後衛二人、遊撃一人──一般的に最もバランスが良いとされるチーム編成だ。

　チーム戦ではチームリーダーの校章が破壊されるか、チームリーダーが意識を失う、あるいはギブアップを宣言することによって敗北となる。逆に言えば、最終的にリーダーさえ残っていれば問題ない。

「はぁー！」

　まずは長剣を構えた傀かい儡らいに狙ねらいを定め、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を振りかぶるが──

　長剣の傀儡は逃げるようにバックステップで後方へ下がり、直後に無数の光弾が綾あや斗とを襲った。相手チーム後衛の牽けん制せい攻撃だ。

「くっ……！」

　綾斗は〝識しき〟の境地でバトルフィールド全体の動きを把握しているため、そのような単純な攻撃は苦もなく回避できたものの、しつこく牽制してくる光弾の雨に追撃を諦あきらめざるを得なかった。

（後衛二人がかりで俺を狙っているのか……！）

「ははっ、いいか天あま霧ぎり！　チーム戦において、てめーと接近戦をやろうなんて馬鹿がそうそういると思うなよ！」

　匡子が不敵な笑みを浮かべたまま、そう声を張り上げる。

「てめーらのチームで最も警戒され、対策を練られてんのは間違いなく天霧、てめーとその《黒炉の魔剣》だ。なにせ同格の純星煌式武装オーガルクスでも持ってこない限り、剣を合わせることもできねえっつーんだからな。そんなおっかねーもんぶらさげた野郎に付き合う義理はどこにもねーよ」

「それはまあ、そうでしょうね……っと！」

　途切れなく続く弾幕を《黒炉の魔剣》で斬きり払いながら、綾斗は苦々しい思いでそう応じた。

　匡子の言葉はおそらく真実だ。

　警戒されていると言えばクローディアの《パン＝ドラ》もそうだろうが、こちらはまだその実態が知れ渡っているわけではない。未来予知であろうと思われる、などという曖あい昧まいな情報しかないようでは──無論、これはクローディアの周到な情報戦略の結果ではあるだが──対策の取りようがないだろう。

　それに比べて《黒炉の魔剣》対策は単純明快だ。

　たとえば極力綾斗との近接戦闘を避け、遠距離攻撃で対処すればいい。

　と言っても、たとえ二人がかりであろうと並の相手であれば綾斗もそう簡単に足止めされたりはしない。匡子が操る傀儡の銃撃はその正確さもさることながら、とにかくタイミングが上う手まいのだ。

　緩かん急きゆうと駆け引きで、こちらが回避と防御に意識を回せば銃撃を緩ゆるめて他の支援に回り、ならばと攻撃に転じようとすればその出鼻を挫くじくかのように狙ねらい澄ました光弾が急所へと飛んでくる。

　ユリスの操る煌式遠隔誘導武装レクトルクスが銃撃を妨害するように攻撃を仕掛けてはいるのだが、傀かい儡らいたちは軽やかなフットワークでそれをかわしながらもまるで射線を外すことがない。

「ですが、このチームの剣は綾あや斗と先輩だけではありません！」

　と、両サイドへ大きく回り込むように動いていた綺き凛りんとクローディアが、匡子へと向かう。

　一気にリーダーである匡きよう子こを狙い、勝負をつけてしまおうというのだろう。

　──が。

「んなことは当然わかってるさ」

「っ！」

　先ほど下がった相手チームの前衛二体が、それぞれ綺凛とクローディアの行く手を阻はばむようにして斬ざん撃げきを見舞った。

　二人はそのまま真正面から傀儡と斬きり結び、綺凛は長剣の傀儡と、クローディアは二刀流の傀儡と激しく刃を打ち合わせる。驚くべきことに、傀儡たちの技量は綺凛やクローディアと比較してもほとんど遜そん色しよくないレベルだった。いや、剣技だけを見れば二人のほうが勝っているのは間違いないのだが、やはり間合いの取り方やタイミングの外し方が抜群に上う手まいのだ。しかも綾あや斗とを抑えている後衛の傀かい儡らいたちが、隙すきを見ては牽けん制せいの銃弾を二人にも撃ちこんでいる。これではいかに綺き凛りんとクローディアでも、すぐに振り切るのは難しいだろう。
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　ただ〝識しき〟の境地で拡充された綾斗の知覚は、背後の動きに気が付いていた。

「……綾斗、避よけて」

　その言葉が聞こえた時には、すでに綾斗は後ろを振り返ることさえなく射線を空けている。

「どどーん」

　直後、紗さ夜やが発射したヘルネクラウムの巨大な光弾がギリギリの距離を掠かすめ、匡きよう子こを直撃──爆風が吹き荒れた。

　未いまだに止やまない銃弾の雨から《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を盾に隠れつつ、綾斗は熱風の向こうに匡子の気配を探る。

　とても回避できるタイミングではなかったはずだが、もうもうと立ち上っていた煙が晴れると、そこには匡子を守るように砂の壁が聳そびえ立たっていた。

（推察するに、あれも誰か別の人間の能力か……）

　砂の壁がゆっくりと崩れ落ち、再び万応素マナへと還元されていく。

　あのバットに打ち込まれている釘の一本一本に能力が秘められているとするならば、正直こちらには手の打ちようがない。まるで情報がないのだから当然だ。思いつく対策といえば、それを使わせる前に仕留めることくらいだろう。

「──咲き誇れ、六弁の爆焔花アマリリス！」

　ふいに、ユリスの鋭く凛り々りしい声が響いた。

　今の攻防の間に匡子の死角へと回りこんでいたユリスが細剣を振るい、燃え盛る火球を放つ。しかも相手後衛に向けた煌式遠隔誘導武装レクトルクスによる立体攻撃は維持したままだ。今更ながら、その空間把握能力には舌を巻くしかない。

（でも、これは最高のタイミング……！）

　綾斗はそのユリスの攻撃に合わせ、やや強引に匡子への距離を詰めた。

　何発か光弾を受けて星辰力プラーナが削られるが、この際多少のダメージは仕方がない。

　ユリスの火球を防ぐなり回避するなりしようとすれば、その隙に綾斗は必勝の間合いへと飛び込める。

　もっとも回避しようにも、ユリスの六弁の爆焔花は任意に爆破させることが可能だ。その効果範囲全すべてから逃れるのは不可能だろう。その場合綾斗も爆発に巻き込まれる可能性はあるが、〝識〟の境地である程度それを把握して予測回避することはできる。

　条件的にはこちらが有利だ。

「おいおい、おっかねーな」

　だが匡きよう子この顔に焦りはない。

　冷静に火球を一いち瞥べつすると、その射線上からひらりと身をかわす。

「ならばここで……爆ぜろ！」

　それに反応したユリスが、先んじて火球を爆発させた。

　轟ごう音おんが空気を震わせ、閃せん光こうと爆炎が暴あばれ狂う──が。

「──あたし相手にそいつは悪手だろ」

　それらはまるで湖底に空いた穴に水が吸い込まれるように、かざした匡子の掌てのひらへと流れ込んでいく。

「なっ……！」

「へえ、三本とは大した威力じゃねーか、リースフェルト。良い能力だ」

　爆風を押しつぶすように握られた匡子の指の間からは、バットに突つき刺さっているのと同じ釘が三本、その鋭い先端を覗のぞかせていた。

（ああやって、他人の能力を封じ込めるのか……！）

　さすがは《星武祭フエスタ》制覇者、あらゆる能力者を完封できるという噂うわさもあながち嘘うそではなさそうだ。

「けど、この距離なら……！」

　それでもユリスの攻撃は綾あや斗とが間合いを詰めるには十分な猶予を稼いでくれた。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を下段に取り、匡子の胸の簡易校章目掛けて斬きり上げる──その寸前。

「──そんじゃ、早速使わせてもらうぜ」

　綾斗は背筋にぞわりとしたものを感じ、とっさに攻撃を中止して背後へと跳んだ。

　直後、匡子の手から青白い光が走ったかと思うと、綾斗の眼前に熱風をはらんだ火球が出現──爆発した。

　ユリスの六弁の爆焔花アマリリスだ。

「ぐうっ……！」

　なんとか防御したものの、その衝撃で綾斗は大きく吹き飛ばされ、トレーニングルームの床を転がるようにして着地する。

「おー、今の判断はさすがだったぞ。褒めてやる」

　匡子は余裕の笑みを浮かべ、再び釘バットを肩に担かつぐ。

「それはどうも……」

　額に滲にじんできた汗を拭ぬぐいながら、綾斗もゆっくりと立ち上がった。

　改めて周囲の状況を確認すれば、綺き凛りんとクローディアの相手をしていた傀かい儡らいは後方に下がり、後衛の傀儡も銃撃を止めている。一度仕切り直し、ということなのだろう。

「うん、まあ全体的には悪くねーな。初めてのチーム戦としちゃあ、十分に及第点だ。今のままでも本戦出場は楽に果たせるだろーよ。こう言っちゃなんだが、前回エンフィールドが率いていたチームとは雲泥の差だ」

　匡きよう子こは授業の時と同じような気だるい、それでいてどこか威圧感を潜ませた口調で言った。

「……ただ、優勝を狙ねらうとなると、ちと厳しいな」

　そしてふいに声が低まったかと思うと、その三さん白ぱく眼がんが鋭く光る。

「いいか。てめーら──特に天あま霧ぎりと刀とう藤どうの二人は、身体スペックだけで言やぁ、今のあたしよりも上だ。近接戦闘の技術においても同様だな。ところが刀藤はあたしと同じ能力しか持ってねえ人にん形ぎようを突破できなかったし、天霧はあたしを仕留め切れなかった。なんでだかわかるか？」

「……先生たちのほうが連携が上だったから？」

　紗さ夜やが不満げに頬ほおを膨らませると、匡子は片手を腰に当ててふっと息を吐く。

　力を抜いているように見えるが、体の隅々まで練りこまれた星辰力プラーナはまるで揺らいでいない。傀かい儡らいたちも、即座に戦闘を再開できる体勢だ。

「ま、そのあたりは年の功ってやつだが、それだけで終わっちゃレクチャーにならんだろ。単純に集団戦における技術と経験が違うんだよ。まずは沙さ々さ宮みや。後衛が前衛のサポートをするのは当然だが、相手チームの後衛を抑えるって役割もあるんだ。さっきの状況ならてめーの火力でこっちの後衛を牽けん制せいすりゃあ、その分天霧と刀藤、エンフィールドがもう少し動き易やすくなったはずだろうが」

「……なるほど」

　具体的な指摘を受け、紗夜は少し驚いた顔でうなずいた。

「次に刀藤、てめーの〝連れん鶴づる〟とやらは優秀な技だが、あまりチーム戦向きじゃねえ。一定以上の力量を持った相手だと、仕留めるまでに時間がかかりすぎる。さっきみたいに足止めできれば十分と思ってる相手にゃ思う壺つぼだ」

「は、はい……！」

「そんでリースフェルトは……あたし相手にちと無謀すぎたな。それともあれか？　あたしを舐なめてたのか？」

「先生の能力、実際に確かめてみたかったものですから」

　射抜くような匡子の視線を、真正面から受け止めるユリス。

　確かに相手の能力を封じ込め、それを自分のものとして扱う《魔女ストレガ》に対しては、やや軽率な攻撃だったかもしれない。だが、だからといって能力の使用を躊躇ためらっていてはチャンスを逃してしまうだろう。ユリスは実際にどのような形でそれが成されるのか、確認したかったようだ。

「ははっ、良い度胸だ。そういうことなら今回は見逃してやるよ。次からはもうちょっと考えて使うんだな」

　言って、匡きよう子こは綾あや斗とに視線を移す。

「天あま霧ぎり、正直てめーは驚くほどに周囲の状況把握ができてやがった。ただ、ちょいとできすぎだ」

「と言うと……？」

「もちろんチーム戦においては目の前の相手だけじゃなく、チームメイトの動向や相手の後衛の動きなどを気にかける必要がある。その点においては、てめーはあたしが見たことがないレベルでそれをやってのけてた……が、そのせいで若干自分の行動に支障が出てるぞ。具体的に言えば、周囲の状況に気をとられすぎて判断がやや鈍い。最後の踏み込みも、それがなきゃあてめーの剣が先に届いてたかもな」

〝識しき〟の境地が逆に仇あだとなったというところか。

　チーム戦においては最大の効果を発揮できると思っていた技術だが、状況によっては使い方を考えたほうが良いのかもしれない。

「とりあえずはざっとこんな感じだ。個々の連携に関しちゃ悪くないし、もうちょい経験を積めばもっとこなれてくんだろ」

　たったあれだけの攻防で、ここまで改善点を挙げられてしまうとぐうの音も出ない。

　さすが《獅鷲星武祭グリプス》優勝チームのリーダーと言うべきか。

「あの、先生。私にはなにかないのでしょうか？」

　と、一人名前を呼ばれなかったクローディアがすっと手を挙げる。

「……てめーは相変わらずまるで可愛かわいげがねーな。そつがなさすぎて気持ち悪いくらいだぞ」

　匡子はつまらなそうにそう言うと、大げさに肩を竦すくめてみせた。

「それにてめー、足止めされつつも虎こ視し眈たん々たんとあたしを狙ねらってやがったろ？　気が抜けねーったらありゃしねー」

「ふふっ、残念ながらそんな隙すきはありませんでしたけどね」

　クローディアが《パン＝ドラ》を構えたまま、ころころと笑う。

　やはりチーム戦の経験者だけあって、クローディアは綾斗たち四人とは錬度が違うようだ。

「強いて言うなら、実戦では温存しないでさっさと《パン＝ドラ》の能力を使っておくことだな。そうすりゃうちの傀かい儡らいも突破できただろうし、いくらあたしでもてめーと天霧の二人を相手にゃできねー」

「ええ、これが本戦だったならそうしていたと思います」

「あたしが言ってるのは、予選だろうが構うことなく能力を使っておけってこった。トーナメント戦で次に備えるなんて甘い考えは捨てろ。《星武祭フエスタ》はそれほど甘くねえ」

「……心に留とどめておきます」

　クローディアは曖あい昧まいな言葉でごまかすように笑ってみせた。どうやらそのあたりの方針には従う気はないらしい。

「ふんっ」

　匡きよう子こもそれ以上言うことなく、小さく鼻を鳴らす。

「さって、そんじゃあ今の指摘を踏まえた上で第二ラウンド開始といこうか。一応言っておくが、改善されてなかったら容赦なくぶっとばすからな」

　そして口元に凶暴な笑みを浮かべると、その手で釘バットをぐるりと回した。

　冗談めかして言ってはいるが、おそらく本気だろう。それはつまり匡子がそれだけ真剣に付き合ってくれているということだ。

　綾あや斗とは内心で匡子に感謝を述べながら、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を正眼に構える。

　──匡子との特訓はそれから週に一度のペースで続き、最初はその経験の差に翻ほん弄ろうされていた綾斗たちも、夏季休暇に入る頃にはなんとか対応できるようになっていった。

　　　　　　　　＊

「えーと……ここかな？」

　大きく七の数字が描かれた扉をノックすると、しばらくして空間ウィンドウが綾斗の眼前に浮かび上がる。

『……誰？』

　そこに現れたのは、頬ほおや顎あごに油汚れを付けた紗さ夜やの顔だ。

「やあ、紗夜。調子はどう？」

『……綾斗？　待ってて、すぐ開ける』

　言うが早いか扉が開き、大型の機械で埋め尽くされた部へ屋やが目に飛び込んできた。床にはどこからなにを繋つないでいるかもわからないようなケーブルが束になってのたうち、足の踏み場もない。

　唯一奥の一角だけは開けたスペースとなっており、そこにぺたんと座り込んでいた紗夜が首だけをこちらに向けて綾斗を出迎えてくれた。

「……わざわざこんなところまで来るなんて、どうかした？」

　総合トレーニングホール地下に位置する落星工学研究会のファクトリーには、一般的な教室程度の広さを持つ作業場がいくつも並んでいる。ここはその一つだ。

　通常のクラブの部室は校舎内の課外活動ブロックに割り当てられているのだが、落星工学研究会のような歴史ある有力団体ともなると、このような特別待遇を勝ち取ることができるらしい。

　結果と能力が優遇されるのは、学園の内も外も変わらない。

「いや、このところかなり根を詰めてるみたいだからさ。陣中見舞い」

「おー、それはありがたい。じゃあ、ちょっと休憩」

　綾あや斗とが持参した差し入れの袋を掲げて見せると、紗さ夜やは嬉うれしそうに目を細めて手に持っていたスパナらしき工具を床に置いた。

　綾斗もケーブル類を踏まないように注意しながら紗夜の下へと向かう。

「それにしてもすごい設備だね、ここは」

「うん。お父さんのファクトリーと比べるとさすがに見劣りするけど、それでもかなりのもの。……お、懐かしの棒ぼうアイス」

「ああ、それは中等部の購買で見つけたんだ」

「さすがは綾斗。私の好みをよくわかってる」

　紗夜は差し入れの袋をがさがさと漁あさり、フルーツ味のアイスを取り出すと嬉き々きとして噛かじり付ついた。

　外は盛夏。今日きようも今日とてうだるような暑さがアスタリスクを責せめ苛さいなんでいるが、屋内ともなれば大抵の場所で冷房が働いている。この作業場も例外ではないのだろうが、どうやら大型機械の生み出す熱がそれを上回っているらしい。外ほどではないものの、あまり快適とは言い難い。

　実際、紗夜も上はタンクトップ一枚という、なんとも目のやり場に困る格好だった。

「……それで？」

「え？」

「用件は差し入れだけじゃない、でしょ？」

　早速一本目のアイスを食べ終えた紗夜が、アイスの棒をぴっと綾斗に突つき付ける。

「……さすがは紗夜。よくわかるね」

　先ほどの紗夜と同じ言葉を返すと、紗夜は当然とでも言いたそうな笑みでうなずいた。

　綾斗は苦笑を浮かべて頭を軽く掻かいた後、小さく息を吐いてから口を開く。

「まあ、なんていうか……少し確認しておきたくてさ」

「確認？」

　きょとんとした顔で小首を傾かしげる紗夜。

「いよいよ《獅鷲星武祭グリプス》が近付いてきて、練習はどんどんハードになっていってる。正直それだけでも大変なのに、紗夜は訓練以外の時間もほとんどここに篭こもって煌式武装ルークスのカスタマイズにかかりっきりじゃないか」

「……もう夏季休暇も終盤に近い。これくらいやらないと……いや、ぶっちゃけこのままだと間に合いそうにないのだから仕方ない」

「それはわかるんだけど……紗さ夜やはほら、別に《獅鷲星武祭グリプス》で優勝を目指す理由はもうないはずだろう？」

「ああ……そういうこと」

　綾あや斗とが言わんとしていることを理解したとばかりに、ぽんと手を打つ。

　紗夜がチーム・エンフィールドに参加しているのは、綾斗の力になりたいからという理由からだ。綾斗を含めたほかのメンバーのように、なにか叶かなえたい願いがあるわけではない。

　その気持ちは確かにありがたいのだが、綾斗としては心苦しく思わないでもなかった。

　それは綾斗が《鳳凰星武祭フエニクス》への参加を決めた時の気持ちと被るからだろう。

（ユリスもこんな気持ちだったのかな……）

　しかし紗夜はふるふると首を横に振った。

「気にしないでいい、綾斗。あの夜に誓った言葉は嘘うそじゃない」

　その言葉に、綾斗はリーゼルタニアへ向かう途中に立ち寄った、紗夜の家でのことを思い出す。

『──だから綾斗。必要な時は頼ってほしい。今度こそ私は綾斗の力になる』

　深夜、月明かりの差し込む部へ屋やで綾斗を見上げながら言った紗夜の言葉。

「……そっか」

　あの時の紗夜の瞳は真剣だった。

　となれば、綾斗がこれ以上あれこれ言うわけにもいかない。

「……それに、私はそれほど統合企業財体の力を信じていない。連中にだってできないことはある」

「それはまあ、そうだろうね」

　統合企業財体といえども神ではないのだから当然だ。

「だったら私にとってはこっちのほうがよっぽど頼りになる」

　すると紗夜は椅い子すにかけてあった制服の上着を取ると、その内ポケットからお守り袋のようなものを取り出した。それを開き、中に折り畳んであった古びた紙切れを綾斗へ見せる。

「じゃーん」

「ええっ？　そ、それってまさか……！」

　綾斗は思わず目を見開いた。

　それは子どもの頃、紗夜となにかしらの勝負を行うごとに発行していた『願い事チケット』だ。これを使われると、一枚につき一つ相手のお願いをなんでもきかなければならない──そういうルールだった。

「よくそんな古い物をまだ持ってたね」

「これが最後の一枚。もったいなくて使えなかったのが幸いした。そして、このチケットに使用期限はなかったはず。つまり──」

「……了解。まだ有効だよ」

　綾あや斗とは両手を挙げてそれを認めた。

　子どもの頃の他た愛あいないお遊びとはいえ、そこを否定するわけにはいかない。

　今の綾斗たちは、そんな過去の延長線上にいるのだから。

「よかった。……でもまあ、今のところこれを使うつもりはないから綾斗は安心していい」

「使う気がない？　どうして？」

　そう訊たずねると、紗さ夜やはどこか寂しそうに苦笑した。

「……そんな勇気はないから」

「え……？」

　どういう意味だろうか。

　しかし紗夜はすぐにいつもの顔に戻ると、床に置いたスパナを拾い上げる。

「──さて、休憩終了。もう一頑張りしないと」

　そしていまいち釈然としない綾斗を尻しり目めに、紗夜は煌式武装ルークスのカスタマイズを再開したのだった。

　　　　　　　　＊

　刃が胸に食い込む。

　鋭い痛みと、込み上がってくる血の味。

　身体からだの奥底に燃える炎が細く弱々しくなり、四肢から力が抜けて行く。熱が失われる。

「……悪いな、会長」

　英えい士し郎ろうが小さくつぶやく。手には短刀。煌式武装ではない。

　逆光でその顔は見えなかった。彼ならば笑っているだろうか。もしくは冷めた瞳で、ただ無表情に見つめているだろうか。それはこの未来の自分がどのように英士郎を使ってきたかで変わるはずだった。記憶を辿たどる。……ああ、これはダメだ。きっと笑え顔がおだろう。

　瞳がぼやけ、次第に暗くなる。

　身体が氷に浸かったように寒い。

　苦しい。

　恐ろしい。

　死が迫ってくるのがわかる。

　慣れればどうにかなる？　まさか。そんなことがあるはずもない。死は根源的な恐怖だ。慣れることなどできるものか。無限の苦痛は無限の地獄でしかない。

　闇やみに落ちる。落ちてゆく。

　そして唐突に、クローディアは目を覚ました。

「……彼に殺されるのは久しぶりですね」

　薄れてゆく記憶を繋つなぎとめるように、そうつぶやく。

　額にじっとりと滲にじむ汗をぬぐうと、そこはソファの上だった。

　机には飲みかけのコーヒーと、周囲には開いたままの空間ウィンドウ。どうやら仕事の途中で寝てしまったらしい。時計は深夜三時を指している。

　携帯端末を見ると、着信があったようだ。それほど前ではない。

「……あらあら」

　そこに表示されている名前を見て、クローディアは苦笑した。

　それでも躊ちゆう躇ちよなく自分から連絡を返す。

『いやー、夜分遅く申し訳ないっす』

　さしたる間もなく空間ウィンドウが開いて、屈託のない笑みを浮かべた英えい士し郎ろうが映し出された。

「いえいえ、お気になさらず。それでどうしました？」

『ほら、頼まれてたＡＢＣの新人の件っすよ。どうにかなりそうなんで、一応ご報告を』

「さすがは夜や吹ぶきくん、仕事が早いですね」

　素直にクローディアが褒めると、英士郎はわざとらしく照れてみせた。

『なーに、会長の頼みとあらばこれくらいはお安い御用ですって』

「ですが、そろそろ私とは距離を置いたほうが良いですね」

『おっと、そりゃあどういう意味です？』

　星せい導どう館かん学園の特務機関である《影かげ星ぼし》は生徒会長権限で動かすことができるものの、本来は銀河の直轄だ。銀河と事を構えようとしている今のクローディアの立場では、以前のように使うことは難しい。

　ましてや今回のそれはクローディアの私的な用件だ。これが露見すればクローディアはもちろん、引き受けた英士郎もただではすまないだろう。

「上から通達がきているのでしょう？　断ってくれても構わなかったのですよ」

　クローディアがそれとなく探りを入れると、英士郎は笑え顔がおのまま両手を振る。

『会長こそ知ってるでしょ？　おれは《影星》でも日陰の身なんすよ。今更これくらいどうってことないっす』

「なるほど。それではその忠義に感謝するとしましょう」

　言って、クローディアは空間ウィンドウを閉じた。

　無論、英えい士し郎ろうの言葉をそのまま信じるほどクローディアは愚かではない。彼の立場からしても銀河の最高幹部と通じているのは間違いのないところだ。それどころか他学園──正確にはレヴォルフ黒学院の《悪辣の王タイラント》ディルク・エーベルヴァインと繋つながっているという噂うわさもある。

「……もっとも、本命はまた別でしょうけれど」

　まあ、クローディアにとっては今更どうでもいいことだ。

　もう少し──あと少しでクローディアの望みが叶かなう。

　準備は万全、仕掛けはすでに動き出している。

　あとはクローディアが……チーム・エンフィールドが勝ち進めばそれでいい。

　そうすれば──


第二章　《獅鷲星武祭グリプス》

「うわ……本当にがらりと変わってるね」

　シリウスドームの観客席から見下ろすと、ステージはほとんど別物と言っていい程に様変わりしていた。

　まず真っ先に目に入ってくる変更点は、ステージを濠ほりのような深い溝が取り囲んでいることだ。そこにはアルルカントが開発したという防護ジェルが満たされ、ステージはそれこそ湖上に浮かぶ島のようになっている。試合が開始されるとこの防護ジェルがステージの周囲を覆おおうように展開するらしい。

　それに加えて既存の防護フィールドも防護ジェルの外側に配置されている。まさしく万全の安全対策だった。

「観客の安全性を高めるための改修らしいが、また随分と大げさになったものだ」

　綾あや斗との隣りに立つユリスは呆あきれた顔だ。

　綺き凛りんと紗さ夜やはその少し先、観客席の最前列に立ってなにやら話をしている。

　今日きようはこれから《獅鷲星武祭》の開会式が行われるのだが、参加チームにはその前に改修された会場を見学する時間が与えられたのだ。

　そのため本来なら十万人規模の人数を収容できる観客席はまだがらがらで、妙にうら寂しく見える。

「ふふっ、仕方ありませんよ。なにしろ次の《王竜星武祭リンドブルス》では統合企業財体の最高幹部が観戦に来るそうですから。万が一にでも、彼らが怪け我がをするようなことがあっては大変です」

「最高幹部どもが？　ふむ……それが本当ならこの過剰なまでの対応も納得できるな」

「なんでもマディアス・メサ委員長が、次の〝大会談コンコルデイア〟をこのアスタリスクで開催させることに成功したとか。その流れで、決勝戦の観戦と式典への参加が検討されているらしいです」

　統合企業財体の最高幹部といえば、実質的に今の世界をコントロールしている最高権力者と言っていい。彼らは滅めつ多たなことで外部に出てくることはないが、何年かに一度開かれる〝大会談〟と呼ばれる首脳会議には各統合企業財体から代表者数名が出席し、長期の利害調整を行うとされている。

「前回彼らがここにやってきたのはアスタリスクの大改修を終えた時でしたか。実現すれば約四十年ぶりになりますね。無論、その時とは顔ぶれも変わっているでしょうが」

「それにしても……《星武祭フエスタ》の運営委員長っていうのはそんなに影響力を持っているものなのかい？」

　──現《星武祭》運営委員長マディアス・メサ。

　いろいろと話を聞く限り──そして綾あや斗と自身が何度か直接会って話した感触としても、悪い印象はない。フローラが誘拐された件でも、遥はるかを見つけた件でも、なにかと手を尽くしてくれたからだ。

　しかし綾斗は以前星猟警備隊シヤーナガルム隊長ヘルガ・リンドヴァルから受けた忠告を忘れてはいなかった。

『──マディアス・メサをあまり信用しすぎないことだ』

　その言葉は今も綾斗の心にしっかりと残っている。

「そうですね。立場で言えばマディアス・メサ委員長は銀河の中堅幹部にすぎません。その出自からしても、これ以上の出世も見込めないでしょう。普通に考えれば〝大会談〟の開催地決定に関かかわることなど不可能なのですが……」

　綾斗の問いにクローディアはほんの少し声を潜めて答えた。

「《星武祭》というのは、統合企業財体の中でも極めて特別な位置を占めているのです。なにしろ六つの統合企業財体が共同で開催している、唯一無二のイベントなのですから。そのため運営委員会のメンバーは各統合企業財体からの出向ですし、人数も一定の比率になるよう調整されています。その中で運営委員長を輩出するということがどれほどのアドバンテージになるかは説明するまでもないでしょう」

「つまり、例外的に強い立場にあるってこと？」

「もっとも、もしなにか問題があれば即座に寝首をかかれるポジションとも言えます。前運営委員長殿は政治的手腕でそのあたりを回避していたようですが、少なくともマディアス・メサ委員長は今のところ非の打ち所のない結果を出していますね」

「……」

　やはり相当に有能な人物であることは間違いないようだ。

　とはいえマディアス・メサという人間を見極めるには、まだ情報が少なすぎる。

「ご歓談中申し訳ないが少しいいかな、チーム・エンフィールドの諸君」

　──と、背後から聞き覚えのある涼しげな声。

　振り向いてみれば、そこには秩序の象徴たる光輪の校章を付けた聖ガラードワース学園の学生たちが整然とした佇たたずまいで立っていた。それを見たユリスが目を見開き、綺き凛りんと紗さ夜やも驚いた顔で戻ってくる。

「学園祭以来ですね、フェアクロフさん」

　綾あや斗とがそう言って右手を差し出すと、その集団の先頭にいた青年──アーネスト・フェアクロフは端正な顔に、どこかクローディアにも似た完かん璧ぺきな笑みを浮かべてその手を握り返してきた。

「元気そうでなによりだ、天あま霧ぎりくん」

　アーネストが引き連れるガラードワースの学生は十人。

　ということは──

「ごきげんよう、《聖騎士ペンドラゴン》殿。チーム・ランスロットとチーム・トリスタンを引き連れてのご登場とは、また随分と豪勢ですね」

　クローディアが同じような笑みを返し、一行を出迎えるように一礼する。

　序列一位から五位までの《冒頭の十二人ページ・ワン》で構成されるチーム・ランスロットは、そのの内四人が前回の《獅鷲星武祭グリプス》を制した時と同じメンバーだ。

　序列六位から十位で構成されるチーム・トリスタンも俗に二軍と呼ばれてはいるものの、あくまでそれはチーム・ランスロットと比較した時の話にすぎない。ガラードワースからは他にも多くのチームが出場するはずだが、実力的にはこの二チームが突出していると言っていいだろう。

「なに、ぜひともキミたちに挨あい拶さつをしておきたいと言ってきかない者たちがいてね」

　アーネストがその言葉を紡つむぐのと同じくして、華やかな金色の髪を巻いた女性がすっと前に進み出た。

「あらあら……これはお久しぶりですね、レティシア」

「ええ、本当に──本当に長かったですわ……！　あの屈辱の《獅鷲星武祭》から三年、ようやく雪辱の機会が巡ってきたのですもの……！　今度こそ、今度こそは貴女あなたに勝利してみせますわよ、クローディア！」

　挑むような目線をクローディアに向けるその女性は、聖ガラードワース学園序列二位《光翼の魔女グロリアーラ》ことレティシア・ブランシャールだ。

「雪辱だなんて、あの時勝利したのはそちらでしょうに」

「チームではなく、わたくし個人のプライドの問題ですわ！」

　ころころと笑いながらレティシアをいなすクローディア。

　それを横目に、ユリスは呆あきれ顔がおでつぶやいた。

「はぁ……まったく変わらないな、こいつらは……」

「彼女と面識があるのかい、ユリス？」

　綾あや斗とが訊たずねると、ユリスは腕組みをしてちらりと視線を向ける。

　ガラードワースといえばアーネストばかりが取とり沙ざ汰たされるが、それを支えるレティシアの能力は決して侮あなどれるものではない。試合映像を見る限り、《魔女ストレガ》としては今のアスタリスクで五本の指に入るだろう。

「……クローディアと同様、オペラ座舞踏会で何度かな。クローディアとは私よりも古い付き合いのようだが、その頃から顔を合わせれば必ずこの調子だ。レティシアはなにかとクローディアと張り合いたがる」

「へぇ、それはなんというか……すごいね」

　あのクローディア相手に張り合おうとは、中々に気概のある女性だと言えよう。

「なんでもブランシャール家はエンフィールド家と浅からぬ因縁があり、それを当代まで引き継いでいるという話だが……」

「聞こえてますわよ、ユリス」

　と、レティシアがじろりとユリスを睨にらむ。

「断っておきますけれど、家のことなど関係ありませんわ。これはあくまでわたくしとクローディアの問題なのですから」

「それは失礼」

　ユリスが視線を逸そらし、首を竦すくめた。

　そのやり取りを見るに、ユリスとは思ったよりも気安い関係らしい。

「それになにより、わたくしは友じ……こほん！　いえ、古くからの知り合いとして、貴女あなたが馬鹿馬鹿しくも愚かしい夢を叶かなえようとするのを黙って見過ごすわけにはいきませんの。必ずや木っ端微塵に打ち砕いて差し上げますから、覚悟なさいませ！」

　レティシアはクローディアにびしっと指を突つき付け、そう宣言する。

（今の口振りだと、彼女はクローディアの目的を知っているのか……？）

　クローディアの望みについてはすでに綾斗たちも聞いているが、その先──一体どのような真意でそれを成そうとしているのかまではまだ知らない。

　もしレティシアがそれを知っているのだとすれば、ユリスが言っていたよりもずっと深い関係なのかもしれなかった。

「まあいいですわ。いずれにせよ、《獅鷲星武祭グリプス》で優勝しようというのなら、どこかで必ずわたくしたちと闘うことになるのですから。もっとも予選で足をすくわれでもしたら、それはそれで見み物ものですけれど」

　すでに予選の──三回戦までの組み合わせは発表されているが、《鳳凰星武祭フエニクス》同様有力チームが潰つぶし合わないように配慮されているため、少なくとも再度抽選が行われる四回戦まではチーム・ランスロットやチーム・トリスタンとぶつかることはない。

「──そろそろよろしいでしょうか、レティシア先輩」

　そこへ割り込んできたのは、綾あや斗とにも覚えのある顔だった。

「生憎あいにくですが、雪辱を誓っているのは貴女だけではありませんよ」

「エリオット……」

　不承不承といった顔で、レティシアが一歩下がる。

「一年ぶりですね、天あま霧ぎりさん」

　軽やかな笑みで一礼してきたのは、先の《鳳凰星武祭》準決勝で綾斗と対戦した《輝剣クラウ・ソラス》エリオット・フォースターだ。カウンターを得意とし、剣才で言えば綺き凛りんと比類しうるほどのものを感じさせた俊英。

　前回は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》なしの、純粋に剣技と剣技のぶつかり合いだったが、かろうじて綾斗が上を行くことができた。

　ただ、それはあくまで去年の話だ。

「これはまた……随分と腕を上げたみたいだね。序列は確か六位だっけ？」

　一年ぶりにエリオットの姿を間近で見た綾斗は、その成長ぶりに驚きを隠せなかった。

　ふわふわの巻き毛はそのままだが、顔立ちは随分と大人びている。身長もまだ綾斗より幾分低く線の細さは否いなめないものの、すらりと伸びた手足にはしなやかな筋肉がついているのが制服の上からでも見て取れた。

「いえ、まだまだ若輩の身です。ただ……あなたに校章を打ち砕かれたあの時の屈辱は忘れていませんよ」

　エリオットはそう言って不敵に微笑ほほえむ。

「少なくとも、同じような無様を晒さらさずにすむ程度には精進してきたつもりです」

　言葉とは裏腹に自信に満ちたその瞳と、身の内から滲にじむ隠し切れない鋭い剣気。

「……綾斗先輩」

「ああ。わかってるよ、綺凛ちゃん」

　緊張した綺凛の声に、綾斗は小さくうなずいた。

　綺凛も目の前の少年の力量を感じ取ったのだろう。剣士ならば当然だ。

　それほどのものを、目の前の少年は秘めていた。

「どれだけ成長したかは、剣を合わせていただければわかるかと。その時を楽しみにしています」

　礼儀正しく一礼したエリオットが、アーネストの横へと下がる。

「敗北は人を成長させるとはよく言うけれど……今のエリオットはあの時とは別人だよ。その点ではキミに感謝しなければならないかな、天あま霧ぎりくん」

　アーネストが嬉うれしそうにエリオットの肩へ手を乗せた。

　そして。

「──もっとも、キミと剣を交えてみたいという思いは僕も負けていないけれどね」

　言って、すっと目を細める。

「綾あや斗と、モテモテ」

　紗さ夜やがぼそりとつぶやく声が聞こえたが、それに言葉を返そうとした綾斗は腰のホルダーで《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》がかたかたと小さく震えているのに気が付いた。

「おやおや……」

　見れば、アーネストの腰に下げられている純星煌式武装オーガルクスの発動体──《白濾の魔剣レイ＝グラムス》も同じように震えている。

「これは……」

「ふふっ、ひょっとしたら彼らにもなにか思うところがあるのかもしれないな。なにしろこうして四色の魔剣同士が対たい峙じするのは十数年ぶりのはずだからね」

　四色の魔剣とは、即すなわち《黒炉の魔剣》、《白濾の魔剣》、《赤霞の魔剣ラクシヤ＝ナーダ》、《青嗚の魔剣ウオーレ＝ザイン》という四振りの純星煌式武装を指す。ただし《星武祭フエスタ》の長い歴史においても、同時代にその全すべてが使い手を得たことは一度もない。

　現在《青嗚の魔剣》は適合者が現れず、《赤霞の魔剣》も封印処理をされたままだという。

「彼らは皆同じラボで作られたと聞く。ならばお互いを懐かしんでいるのか、それとも……」

　アーネストは敢あえて最後まで言葉を紡つむぐことなく、話題を変えるようにぱんと手を叩たたいた。こういう仕草も、やはりどこかクローディアに似ている。おそらく同じ種類の人間なのだろう。

「さて、時間を取らせてすまなかった。お互い、正々堂々がんばろうじゃないか。ではまた──願わくば闘いの場で」

　一糸乱れぬ統率された動きで去っていくガラードワースの一行を見送りながら、そのクローディアが小さく笑う。

「いろいろと大変ですね、綾斗は」

　その言葉に、綾斗は苦笑を返す以外できなかった。

　　　　　　　　＊

「今更言うまでもないことだが、《星武祭フエスタ》のレベルは回を重ねる毎ごとに上昇している。……ああ、一応補足しておくと、これは過去の英雄たちを軽んじるものではないよ。あくまで身体データなどの平均値を基準にした場合の話だと思ってくれたまえ」

　第二十四回《獅鷲星武祭グリプス》開会式。

　居並ぶ参加学生をぐるりと見回し、マディアス・メサが言葉を続ける。

　新しくなったステージには《鳳凰星武祭フエニクス》の開会式と同様、各学園ごとに学生たちが整列し、ドームの天てん井じように据え付けられた巨大な照明装置が壇上のマディアスへ向けてスポットライトを照らしていた。

「個人で見れば、たとえばヘルガ警備隊長の強さは今いま尚なお色いろ褪あせぬものであることは誰もが認めるところだろう。ただし星辰力プラーナの平均値一つを比べてみても、彼女が分類される第一世代よりも今ここに集った諸君のほうが優れているのは間違いない。これは数字を見ても明らかだ」

　相変わらずの落ち着いた声と、それでいて快活な口調。マディアスの演説にはどこか人を惹ひき付つけるものがある。

　先ほどまでがらんとしていた観客席はすでに立りつ錐すいの余地もないほどで、そこを埋め尽くすギャラリーたちも暴走しそうな熱気を抑えつつマディアスの言葉に耳を傾けている。

「さらに戦術の進化や煌式武装ルークスの発展も著しい。今回から投入される煌式遠隔誘導武装レクトルクスなどはまさしくその象徴だ。……余談ではあるけれど、私の現役時代にあれがあったらなと思ったよ。まあ、使いこなせたかどうかは別として、ね」

　おどけてみせるマディアスに、会場の空気がふっと緩ゆるんだ。

　上を見れば照明装置の四方に展開された超大型空間スクリーンが、マディアスの苦笑をアップで映し出している。

「そういえば……運営委員長は《鳳凰星武祭》の優勝者だったよね？」

「ああ。それがどうかしたのか？」

　ふと思い浮かんだ疑問をユリスに投げかけると、小声でそう返ってくる。

「いや、タッグパートナーはどんな人だったのかなと思ってさ」

「ふむ……確か女性だったのは覚えているが、名前までは思い出せん。なにせ試合映像を見たのは随分と前だからな」

　ユリスは記憶を辿たどるようにこめかみに指をあて、目をつむった。

「そっか……ありがとう」

　年齢的に考えてもマディアスが《鳳凰星武祭》を制したのは、綾あや斗とたちが生まれる前のことだろう。研究熱心なユリスなら、《鳳凰星武祭フエニクス》に臨むにあたり過去の優勝者の試合をチェックしていてもおかしくはないが、それを全すべて覚えていろというのも酷な話だ。

「なにか気になることでも？」

「いや、そういうわけじゃないんだ」

　ユリスに手を振り、再び視線をマディアスに戻す。

　自分でもなぜそんなことが引っかかったのかわからない。

　ただ、本当に突然そんな疑問が胸に浮かんできたのだ。

「──以上のような理由から、既存のステージ設備のままでは近い将来《星武祭フエスタ》の進化についていけなくなるだろうと判断した。そこで今回、やや強行スケジュールではあったものの、大規模改修を行うこととなったわけだ」

　マディアスはそこで一度間を取ると、視線を観客席へと向けた。

「この防護ジェルの導入は、その外側において熱気と興奮を損なうことなく安全性を高め、そしてその内側においてはより大胆で苛か烈れつな自由がもたらされることになるだろう！」

　その口調が熱を帯び、観客がそれに呼応する。

　相変わらずマディアスの演説は観客受けが良いようだ。学生たちの中にも、その熱気にあてられたのか興奮気味に鼻息を荒くしている者が見受けられる。

　もっともすでにステージ改修の裏事情を知っている綾あや斗ととしては、マディアスの聞こえの良い言葉は詭弁にしか聞こえない。さすがに各学園の先頭に立つ生徒会長たちもそのあたりをわかっているようで、アーネストや范星露フアンシンルーなどはどこか冷ややかな顔だ。

　綾斗も冷静にマディアスを見つめながら、それとはまた別の、奇妙な違和感のようなものを覚えていた。

　去年の夏もこうしてここでマディアスの振るう熱弁を聞いていたが、今は時折そこに薄気味悪い空虚さが垣間見えるような気がするのだ。人好きのする精せい悍かんな顔の裏側に得体の知れない荒涼とした空間が広がっているかのようで、綾斗は思わず身震いした。

　マディアスの様子がなにか変わったというわけでもない。

　強いて言うなら、変わったのはマディアスを見る綾斗の目だろう。

　ヘルガの忠告は、自分で思っているよりも深く根付いているらしい。

「……ふぅ」

　とはいえ、今はそれを気にかけている余裕はない。

　午後からは綾斗たちの初戦が始まるのだ。

　綾斗は短く息を吐くと、余計なものを振り払うように小さく頭を振った。

　──開会式終了後。

「紗さ夜や、戻る前にちょっと飲み物を買ってくるよ。みんなに伝えておいてもらえるかな」

「……うん、わかった」

　控え室へ向かう道すがら綾あや斗とがそう言うと、隣りを歩く紗さ夜やがこくりとうなずいた。

　他の三人は少し先で手振りを交えて話している。

「綺き凛りんの抜刀術が集団戦でも使えれば、そこを起点にしてもう数パターン連携が増やせそうなのだがな」

「ごめんなさいです、やっぱりあれは完全に一対一の状況でないと難しいと思います。仕掛けにも時間がかかりますし……」

「限定的にそういう状況を作り出すのは不可能ではないでしょうが、強敵相手となると時間がかかってしまうのは致命的ですね」

　漏れ聞こえる内容からすると、どうやら連携の確認をしているようだ。邪魔をするのも悪い。

「じゃあ、ついでに私のもお願い」

「了解。リンゴジュースでいいんだよね？」

「濃縮還元じゃないやつ」

「わかってるよ」

　細かな注文に手を上げて応えつつ、綾斗は自販機コーナーへと早足で向かった。

　その途中、何気なくエントランスを覗のぞいてみると、先ほどまでステージに詰めていた学生たちでごった返している。綾斗たちの試合はこのシリウスドームで行われるためその必要はないが、他のステージで試合がある学生は移動しなければならないからだ。もちろん初戦が今日きようではなく明日や明後日あさつてという学生も多いだろう。

「あーやとくんっ」

　すると突然、どこからか綾斗の名前を呼ぶ声が聞こえた。

　聞き覚えのあるその声のほうへ視線を向けると、柱の陰から伸びた白い手がちょいちょいと手招きをしている。

「……生徒会長っていうのは大変だね。自分が出場するわけでもないのに呼び出されて」

　存外に子どもっぽいその行動に綾斗が苦笑しつつ近寄ってみると、案の定そこに居たのはシルヴィアだった。

　学園祭の後も何度か連絡は取り合っていたが、こうして直接顔を合わせるのは久しぶりだ。

「まあ、それがお仕事ですから。予定が空いてれば式典には顔を出しますとも。今回は星露シンルーも代理じゃなくて本人が来てたみたいだし」

「そういえばあの人は代理を立てることが多いとか、前に誰かが言ってたっけ」

　今になって思えば確かに学園祭で会った范フアン星露と、《鳳凰星武祭フエニクス》の閉会式の時に界龍ジエロンの生徒会長席にいた人物は全くの別人だった。

「あの代理の子も、その筋じゃ結構有名人なんだけどね」

「え？　そうなんだ？」

「界龍ジエロン第七学院生徒会直属機関龍生九子第七府『睚がい眦し』……まあ、簡単に言うと界龍の特務情報機関のことなんだけど、その一員って話だよ」

「……特務機関のエージェントなのに、有名なの？」

　それは仕事に差し支えるのではなかろうか。

「とにかく、彼女は星露シンルーの門下じゃないけど、かなりお気に入りみたい。なんでも性格がよく似てるらしいよ」

「似てるってことは……」

「そ、戦闘狂バトルジヤンキー」

　それはできればあまりお近づきにはなりたくない。

「ああ、ところでシルヴィ。さっきから気になってたんだけど、どうしてまたそんな格好を？」

　今のシルヴィアの服装は、すっかりお馴な染じみになったお忍びモードだった。

　先ほどの開会式で姿を見かけた時には、ちゃんと制服姿だったはずだ。

「この後はオフだから、ちょっと歓楽街あたりをぶらりとしてこようかなって」

　ということは、また『先生』の手がかりを探しに行くのだろう。

「《星武祭フエスタ》の時期は観光客が増えるから、紛れ易やすいんだ。……あ、もちろんちゃんと綾あや斗とくんの試合を見てから、だけどね」

　そう言って軽くウィンクするシルヴィア。

「それは気が抜けないなあ」

「……むむ、いつも通りって言えばそれまでだけど、なーんか軽くない？　そりゃあ私だって綾斗くんたちが予選でいなくなるとは思ってないけど、《獅鷲星武祭グリプス》に油断は禁物だよ？」

　シルヴィアが人差し指を立て、ずいっと顔を寄せる。

「う、うん、肝に銘じておくよ。それより──」

　思いの外近くに迫った紫色の瞳にどきりとしながら、綾斗はごまかすように言った。

「シルヴィアこそ気を付けないと。このところ、ちょっとお忍びの回数が多すぎじゃないかな？」

「それは……まあ、そうなんだけど」

　図星だったのか、シルヴィアにしては珍しく言葉を濁らせる。

　綾斗がその全すべてに付き合ったわけではないが、大まかな報告は聞いていた。シルヴィアはここ最近──特に夏季休暇に入った頃から、明らかに人目を忍んで外出する回数が増えている。

　無論、その目的は彼女の先生であるウルスラ・スヴェントの行方ゆくえを探ることだ。

「もしかして、なにか手がかりでも？」

　しかしシルヴィアは残念そうに首を横に振った。

「ううん。むしろその逆。だから少し焦っちゃってるのかも」

「そっか……」

　とはいえ焦っているという自覚があるのであれば、それほど心配する必要もなさそうだ。

「ただ……いろいろ考えて、一つ思い至ったことがあるの」

「なに？」

「あの時の物言いからして、ウルスラは多分誰かに操られているような状況なんだと思う。少なくとも、あれはウルスラは本人じゃなかった」

　シルヴィアの瞳が鋭さを増し、その言葉から冷たい怒りが滲にじむ。

　あの時というのは、学園祭のグラン・コロッセオでシルヴィアがウルスラと思われる人物と接触した際のことだろう。

「でも、身体からだのコントロールを奪うような能力ならまだしも、人の記憶や性格そのものに干渉するような能力なんて聞いたことがない。ううん、そもそも《魔女ストレガ》や《魔術師ダンテ》が扱える規模の万応素マナで、そんなことは不可能なの」

　確かに精神操作系の能力は、星辰力プラーナによる阻害が大きすぎて《星脈世代ジエネステラ》には効果が薄いというのが定説だ。

「もしそんなことができるとしたら、それは──」

「……純星煌式武装オーガルクス」

　先んじた綾あや斗との答えに、シルヴィアがうなずく。

「あくまで一番ありえそうな可能性としては、だけどね」

　シルヴィはそこで溜ため息いきを吐き、がくりと肩を落とした。

「そもそもいくら調べてもそんな純星煌式武装は存在していないみたいだし……」

　純星煌式武装の開発研究は当然非公開だが、それに使用されるウルム＝マナダイトは統合企業財体間で結ばれた条約により、全すべてナンバリングされて管理されている。最低限、どこになにがあるかはわかるようになっているのだ。

「でも、確かに考えられる線としてはそこが一番有力そうだね」

　ウルスラらしき女性は、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に干渉して一時的にとは言えその活動を停止させたのだ。どう考えても尋常ではない。

　それこそ星露シンルーやオーフェリア・ランドルーフェンといった規格外の存在ならばわからないが、それよりはまだ純星煌式武装の力と見たほうが自然だろう。

「うん。だから今度はそっちの方向からも探ってみるつもり。……って、ごめんね！　これから試合だっていうのに、私ったらこんな話ばかっりしちゃって。綾斗くんは《獅鷲星武祭グリプス》に集中しないと！」

「……うん、わかってる。でも、なにかあったらいつでも連絡してくれていいんだよ？」

「あはは、ありがと」

　シルヴィアは申し訳なさそうに微かすかな苦笑を浮かべるが──

「……と、そうだ。それより今日きようはこれを渡しに来たんだった」

　ふいにバッグからなにやら取り出し、綾あや斗とに向かって差し出した。

「これは？」

「ふふっ、お弁当」

「……えっ？」

　悪戯いたずらっぽく目を細めるシルヴィア。

「ほら、前に言ったでしょ？　次のお楽しみって」

　そういえば学園祭で料理の話題になった時、そんなことを言っていたような……。

「じゃあ、まさか本当に作ってきてくれたのかい？　わざわざ俺のために？」

　シルヴィアがどれだけ忙しいかは、綾斗だって知っている。

　世界の歌姫がその貴重な時間を割いてまで料理を作ってくれたのだとしたら、それはとんでもないことだ。シルヴィアのファンに知れようものなら、百年先まで呪われてもおかしくない。
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「これでもそこそこ料理には自信があるんだ。それとも、一応とはいえライバル校の人間が作ったお料理は食べられない？」

「そ、そんなことないってば……！」

　綾あや斗とが可愛かわいらしく包まれたランチボックスを受け取ると、シルヴィアはにこりと笑う。

「ん、よろしい」

　そしてわずかに顔を背けると、俯うつむいて小さな溜ため息いきを漏らした。

「はぁ……緊張したぁ」

「シルヴィ？」

「あっ、ううん、なんでもないなんでもない」

　シルヴィアはすぐに綾斗に向き直ると、いつもの明るい笑え顔がおで手を振った。

「もしできるなら、ここで感想を聞かせてもらいたいところなんだけど」

「えっと、さすがにそれは……」

　綾斗は警戒するように周囲を見回す。

　綾斗もシルヴィアも気配を消すのは得意なので今はまだ気付かれてないだろうが、ここで弁当を広げたりしたらさすがに注目を集めてしまうだろう。それはまずい。

「ふふっ！　冗談だよ、冗談」

「え……？」

　シルヴィアは屈託なく笑いながら、一歩後ろに下がる。

「それじゃ、私はそろそろ戻るね。初戦、がんばって！」

「あ、ああ、うん。ありがとう」

　そのまま足早に観客席のほうへと去っていくシルヴィアに、綾斗はまだ少し呆あつ気けにとられながらも見送った。

　　　　　　　　＊

　同時刻、シリウスドームエントランス──から少し離れた自販機の陰。

　二人の少女が目を丸くして固まっていた。

　しばらくして、ようやくその一人が口を開く。

「……ねえ、トゥーリア」

「……なんだよ、ミルシェ」

「……今の、見た？」

「……ああ、見た」

「……あれって……シルヴィア、だったよね？」

「……間違いなくシルヴィアだった」

「……」

「……」

　二人は再び押し黙ってしまったが、やがてばっと顔を見合わせると、驚きよう愕がくと歓喜が入り混じった笑え顔がおで大きくハイタッチを交かわした。


第三章　エキセントリック・ガールズ

　久方ぶりとなる、シリウスドームの控え室。

「ほほう……なるほど。これはまた随分と美う味まそうな弁当だな」

「……妙に帰りが遅いと思ったら、まったく」

　腕組みをしたユリスと紗さ夜やのジト目が背中に痛い。

　戻るのが随分と遅れた上、なぜか弁当を持って帰ってきたのだから、文句の一つくらいは覚悟していたが……それがシルヴィアからもらったものだとわかると二人の目はさらに冷たくなった。

「これからまさに試合だというのにチームワークに響くような真ま似ねは困りますよ、綾あや斗と」

「そんなこと言われても……」

　クローディアまでもが、やんわりと釘を刺してくる。

　しかしシルヴィアのその弁当は、実際頬が落ちるほどに美お味いしかった。

　小ぶりのミートボールにハーブとじゃがいものサラダ、それに野菜やスモークサーモンなど様々な種類の乗ったオープンサンドイッチ。シンプルながら、いたるところに仕掛けられた一手間が光る弁当だ。

　どうやら料理に自信があるというのは本当らしい。

　贅沢を言っていいならば、もう少し居い心ごこ地ちの良い空間で食べることができれば、もっとその味を楽しめたことだろう。

「あ、あの、皆さん、テレビでも見ませんか？　ちょうどチーム紹介が始まるみたいですし……」

　と、健気けなげにも綺き凛りんがそんな空気を変えようとしたのか、控え室に備え付けの空間ウィンドウを開く。

『……というわけでというわけで、今こ年としもこのメインステージの実況を仰おおせつかりましたＡＢＣアナウンサー梁やな瀬せミーコです！　そしてそして、解説はレヴォルフ黒学院ＯＧであり、現在は星猟警備隊シヤーナガルムで一等警備正を務める柊ひいらぎ静しず薙なさんにお越しいただきましたー！』

　そこには昨年の《鳳凰星武祭フエニクス》ですっかり顔を覚えてしまった女性アナウンサーが映っていた。

『どうも、よろしくであります』

　一方、解説のほうは《鳳凰星武祭》から変わったらしく、黒髪を切きり揃そろえた眠そうな目の女性がぺこりと頭を下げる。

　それを見たクローディアが、少し驚いたように口元を押さえた。

「あら、この方……確か谷や津つ崎ざき先生のチームメイトだった方ですね」

「えっ？」

　ということは、この人も《獅鷲星武祭グリプス》制覇者ということだろうか。

「解説はかつて該当の《星武祭フエスタ》で優秀な成績を残した人間から選ばれる。不思議なことではあるまい」

「……じゃあ、そのうち先生も呼ばれたり？」

「現役で六学園に所属している人間は別だ。当然だろう」

　紗さ夜やの無邪気な問いに、ユリスが呆あきれたように答える。

　公平性を考えれば確かにそうなるか。

「ですが、今回谷や津つ崎ざき先生には本当にお世話になりました。そのご恩に報いるためにも、がんばらないといけませんね」

「──言われるまでもない。谷津崎女史と同じ結果を残せばいいのだろう？」

　クローディアの言葉に、ユリスが不敵に口元を歪ゆがめる。

　匡きよう子こにはこの数ヶ月、みっちりとチーム戦の指導をしてもらった。もっとも匡子の能力のストック上、必ずしも毎回模擬戦を行えたわけではない。それでも夏が終わる頃には、匡子とその傀かい儡らいチームを相手にほとんど負けなしという仕上がりにまで持っていけたのだから、十分すぎる成果だろう。

『……さてさて、柊ひいらぎさん。それでは早速ですが、今大会の有力チーム紹介と解説をお願いします』

『まず優勝候補筆頭はやはりガラードワースの銀翼騎士団ライフローデス──特にその一軍であるチーム・ランスロットでありましょう。《聖剣》の使い手《聖騎士ペンドラゴン》アーネスト・フェアクロフくんを筆頭に、五人中四人が前回の《獅鷲星武祭》で活躍したメンバーであります。唯一新たに序列入りした《優騎士アグレステイア》ことパーシヴァル・ガードナーさんも純星煌式武装オーガルクス《聖杯》の使い手。ガラードワース史上、《聖剣》と《聖杯》が揃そろったチームは一度も優勝を逃したことがないというデータも出ているであります』

『《聖剣》というのは《白濾の魔剣レイ＝グラムス》、《聖杯》というのは《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》の異名です。レティシア・ブランシェール選手の《聖女》という二つ名もそうですが、ガラードワースの学生はこうした別名を付けることが多いみたいですね』

『そういう伝統でありましょうな。さて、この二つはどちらも防御するのが極めて難しい純星煌式武装であります。これに加えてそのブランシェール選手こと《光翼の魔女グロリアーラ》、《黒盾ガレス》、《王槍ロンゴミアンド》の三人が脇わきを固めるのでありますから、磐ばん石じやくの布陣と言っても過言ではありますまい』

『事実、どこのオッズを見ても、このチーム・ランスロットが圧倒的に一番人気のようです』

　やはりアーネスト率いるチーム・ランスロットが優勝候補の本命なのは間違いないようだ。

『それでは同じくガラードワースのチーム・トリスタンはどうでしょう？』

『こちらはチーム・ランスロットと違って、新しいメンバーで構成されているのが特徴でありますな』

『前大会の準優勝チームとはいえ、中核を努めたメンバーのほとんどが卒業してしまいましたからね。そのあたりは不安材料になりませんか？』

『それでも今こ年とし新たにガラードワースの序列六位となった《輝剣クラウ・ソラス》のエリオット・フォースターくんは、今やアーネスト・フェアクロフくんに次ぐ剣技の持ち主とされていますし、序列七位の《聖茨の魔女ペルセフオーレ》ことノエル・メスメルさんの能力も非常に強力であります。十分に優勝を狙ねらえるチームでありましょう』

『なるほどなるほど。さすがは《獅鷲星武祭グリプス》最多優勝を誇るガラードワースです。──ではでは、その対抗馬は？』

『対抗馬としてまず一番に名前を挙げるべきは、星せい導どう館かんのチーム・エンフィールドでありましょうな』

「わわっ！　わたしたちの名前が……！」

「それはそうでしょう。客観的に見ても、私たちが優勝候補の一角なのは間違いありませんから」

　驚く綺き凛りんとは対照的に、当然という顔でクローディアが微笑ほほえむ。

　確かに序列だけで見ても新旧一位と現役の二位と五位が揃そろっているわけで、嫌でも人目を引くのは間違いない。しかも《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》と《パン＝ドラ》という二つの純星煌式武装オーガルクスもあるのだ。

『なにしろ《鳳凰星武祭フエニクス》の優勝タッグとベスト四のタッグがメンバーにいるのですから、それだけでいかに強力なチームなのかわかろうというもの。残る一人《千見の盟主パルカ・モルタ》ことクローディア・エンフィールドさんも、未来予知の能力を持つとされる純星煌式武装《パン＝ドラ》の使い手であり、序列二位。総合力でガラードワースの二チームに対抗できる、数少ないチームでありますな』

『ほうほう』

『それと未知数ではありますものの、界龍ジエロンのチーム・黄龍ファンロンにはあの《万ばん有ゆう天てん羅ら》がついに《星武祭フエスタ》への参加を許した一番弟子が名を連ねているであります。相当な実力者であるのは容易に予想にできましょう』

『界龍の序列二位、武暁彗ウーシヤオフエイ選手ですね。《万有天羅》の范星露フアンシンルーさん同様、今まであまり表に出てこなかった選手ではありますが、今大会での活躍が期待されます』

『その他のメンバーも前回の《鳳凰星武祭》準優勝タッグである《天てん苛か武む葬そう》趙虎峰ジヤオフーフオンくんと《雷らい戟げき千せん花か》セシリー・ウォンさん、今回の《鳳凰星武祭》で活躍した黎リー兄妹という非常に強力なチームであります。そもそも『黄龍ファンロン』とは《万ばん有ゆう天てん羅ら》が界龍ジエロンの代表足ると認めない限り使用できないチーム名だということを考えれば、優勝候補の一角に挙げても差し支えないでしょうな』

　画面ではチーム・黄龍メンバーの顔が映し出されている。そのうち三人は知った顔で、ウェーブがかった長髪の女性も映像では見たことがあるが、精せい悍かんな顔つきの男性だけは見覚えがない。

「この人が《覇は軍ぐん星せい君くん》か……」

「ええ。彼についてはほとんどデータらしいデータがありません。仮に私たちとぶつかるとしたら、それまでにある程度手の内を晒さらしてくれることを願うばかりですね」

　あの星露シンルーの一番弟子というのだから、解説が言う通り相当な強つわ者ものなのだろう。

「セシリー・ウォンと趙虎峰ジヤオフーフオンも侮あなどれんぞ。正直、この二人が引き続きタッグを組んで《鳳凰星武祭フエニクス》へ参加していたとしたら、我々が優勝できたかは怪しいものだ」

　ユリスが真剣な表情で空間ウィンドウを見つめたまま、組み合わせていた手にぐっと力を入れる。

　学園祭で目まの当あたりにした虎峰の実力は疑うべくもないもので、特に体術の面では綾あや斗とを圧倒していると言っていい。

　一方のセシリーも星仙術の達人ということで、《魔女ストレガ》であるユリスはかなり気になっているようだ。いくつかの試合映像を見る限り雷撃系の星仙術を得意としているようだが、その体術も軽視できない。

「あのいけ好かない双子も、《鳳凰星武祭》で闘った時のままというわけはなかろうしな。なにより、あいつらの能力は集団戦では極めて効果的だ」

　黎沈雲リーシエンウンの得意とする星仙術はないものをあるように見せ、黎沈華リーシエンフアの星仙術はあるものをないように見せることができる。確かにその類の幻惑能力は、タッグ戦よりもチーム戦のほうがより有効に働くはずだ。

「実に厄介」

「……ですね」

　紗さ夜やと綺き凛りんもそれに同意する。

『ダークホース的な意味では、クインヴェールのチーム・ルサールカも見逃せないであります。前回初出場ながらベスト八にまで勝ち進んだ実力は果たして本物だったのか、ぜひ注目したいところでありますな』

『ルサールカの皆さんはロックバンドとしての活動が忙しく、前回の《獅鷲星武祭グリプス》以来チームとしての闘いは記録されていないようですね。どれほど成長されたのか、私もＯＧとして実に楽しみです！』

「……私としては、あまり成長していて欲しくはありませんけどね」

　テンションの高いミーコの言葉に、クローディアが困り顔で頬ほおに手をあてた。

「おまえは以前から妙にこの連中を気にかけているな。正直、私にはそれほど警戒するようなチームには見えないのだが……少なくとも今まで挙げられた連中と肩を並べるほどの脅威とは思えん」

　綾あや斗とたちも有力チームの試合映像は可能な限りチェックしている。前回の《獅鷲星武祭グリプス》でベスト八なのだから、ルサールカも強敵には違いない。ただ、その成長を考慮してもユリスの言う通りガラードワースや界龍ジエロンのチームと並ぶほどのものかは綾斗もやや疑問だった。

「少なくとも個人の戦闘力で注意しなければならないのは、序列三位のミルシェくらいなものだろう」

　チームとしての試合データは前回の《獅鷲星武祭》のものしかなくとも、公式序列戦の映像は今こ年としのものが出回っている。そこでルサールカのメンバーは、シルヴィア相手にかなり一方的な展開で敗やぶれていた。これがフェイクでない限り、今のスペックはある程度推し量れる。

「個々の力はそれほど高くなくとも、チームとして連携が優れているということでしょうか？」

　おずおずと綺き凛りんが手を挙げるが、クローディアはゆっくりと首を横に振った。

「いいえ、それもありますが、私の懸け念ねんはむしろ彼女たちよりも──」

「あいつらの、純星煌式武装オーガルクス」

　クローディアの言葉を継ぐように、紗さ夜やがつぶやく。

「はい、その通りです」

「ふむ……《ライア＝ポロス》だったか？」

　チーム・ルサールカは楽器型の武器を使うことでも有名だ。《ライア＝ポロス》という名のその純星煌式武装は、元々一つのウルム＝マナダイトを五分割したものらしい。そのため適合率の高い使い手が五人現れないと起動すらできないという、極めて使い勝手の悪い純星煌式武装となっている。つまりルサールカは一つの純星煌式武装を五人で使っているというわけだ。

　綾斗は自分の空間ウィンドウを開き、ルサールカのデータをチェックした。

　ミルシェの使うギター型の純星煌式武装が《ライアポロス＝カリオペア》、パイヴィの使う浮遊ドラム型純星煌式武装が《ライアポロス＝エラート》、モニカの使うベース型純星煌式武装が《ライアポロス＝メルポーネ》、トゥーリアの使うギター型純星煌式武装が《ライアポロス＝ポリムニア》、マフレナの使う空間投射キーボード型の純星煌式武装が《ライアポロス＝タレイア》となっている。どれも妙にややこしい名前だ。

「映像で見たところ、音を操る純星煌式武装みたいだけど……」

　前回の《獅鷲星武祭グリプス》では音波の振動で攻撃したり、音の壁を作り出したりと、その外見とマッチした能力を発揮していた。もっともルサールカ以前には使い手が揃そろったことがないようで、その分情報も乏しい。

「……」

　するとクローディアは真剣な表情で考え込んでしまった。

「クローディア？」

「……いえ、すみません。そうですね、まだぶつかると決まったわけでもないチームにあまり時間を割いても仕方ありません。切り替えましょう」

「ああ、うん……」

　クローディアがここまで気にかける純星煌式武装オーガルクスというのは気にならないでもないが、確かに対戦することが決まった後でも問題ないだろう。

『そうそう！　クインヴェールといえば他にもチーム・メルヴェイユやチーム・赫かぐ夜やといった面白いチームがいるので、今大会ではぜひ注目していただきたい学園であります。特に……』

　すでに実況と解説の話題は別のチームの話題に移っている。

「チーム・赫夜、か」

「そのチームがどうかしたのか？」

　綾あや斗との何気ないつぶやきに、ユリスが不思議そうな顔を向けた。

「ああ、いや、ちょっとした知り合いがいてさ」

「……クインヴェールに知り合いだと？　シルヴィア・リューネハイム以外に？」

　再びユリスの目が厳しくなり、他のメンバーの視線も集まる。

　しまったと思っても時すでに遅し。

「チーム・赫夜については私もチェックしていましたが、そのような方がいたとは私も初耳ですね。どのような方でしょう？」

　にっこりと笑うクローディアが、素早く切り込んできた。

　いつもの笑え顔がおなのだが、心なしか強いプレッシャーを感じさせなくもない。

「いや、本当にただの知り合いというか……蓮れん城じよう寺じ柚ゆず陽ひ、うちの門下生だよ」

「門下生って……天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの使い手ということですか？」

　綺き凛りんが驚きに目を見開いた。

「と言っても、その子が通っていたのは分家の道場だけどね。紗さ夜やは知ってるだろう、ほら、八や束つかの」

「……ああ、弓術の」

　綾斗の言葉にぽんと手を打つ紗夜。

「紗夜も面識があるのか？」

「……いや、そういう道場があるって聞いたことがあるだけ。綾あや斗とのお父さんやハル姉はたまに顔を出してたみたいだけど」

「どうも弓術は向いてないみたいだから、俺はあんまりそっちには縁がなくてさ。だから柚ゆず陽ひちゃんとも、子どもの頃に何度か会ったことがあるくらいかな。ただ……」

　綾斗はそこまで言うと、困ったように眉まゆを寄せた。

「俺と違って柚陽ちゃんの弓の腕は一級品だよ。当時でさえそうだったんだから、今どうなってるかは考えただけでも恐ろしいね」

「おまえにそこまで言わせるほどか……」

　ユリスも綾斗と同じく眉み間けんの皺しわを深くする。

「なるほど……正直、チーム・赫かぐ夜やで注意すべきはソフィア・フェアクロフだけかと思っていましたが、考えを改めないといけないようですね」

「フェアクロフって……まさかアーネストさんの？」

　今度は綾斗が驚く番だった。

「はい、妹さんです。剣の腕前だけなら、兄である《聖騎士ペンドラゴン》に匹敵するか……或あるいはそれを凌りよう駕がするやもと言われたほどの才女ですよ。ただし、彼女には一つ大きな弱点があって……」

「──ちょっと待って」

　と、クローディアの言葉を遮さえぎるようにして紗さ夜やが右手を挙げた。

　その顔は俯うつむき、左手で頭痛を治めるかのように目の上を押さえている。

「いくらなんでも覚えきれない。無理」

　勉強でも顕著なのだが、紗夜の記憶力は興味がないことにはあまり働かない。

「今回の《獅鷲星武祭グリプス》は有力チームが多く、近年稀まれに見る豊作だと言われていますからね。無理もありません」

　クローディアはそう言って、紗夜の頭をぽんぽんと優しく叩たたいた。

「まあ、必要な情報は私が一通り把握していますので、皆さんは対戦する相手が決まってから覚えていただいても問題ないでしょう」

「た、助かります……」

　綺き凛りんもほっとしたように胸を撫なで下おろしている。

『他にもアルルカントのチーム・アンドロクレスは、まだ未発表ながら新しい武器を携えてのエントリーだとか。これはあの煌式遠隔誘導武装レクトルクスとはまた別の新型武装ということで、そのお披ひ露ろ目めが気になるところでありますな。そしてワタシの出身校レヴォルフは、傭よう兵へい生として大手ＰＭＣであるＨＲＭＳからチーム・ヘリオンを招しよう聘へい。リベリオ・パレート社長直じき々じきに選んだという彼らは、あの純星煌式武装オーガルクス《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》を譲り受けたという情報もあり──』

　空間ウィンドウでは解説がまだチーム紹介を続けていたが、クローディアはそれを消すと綾あや斗とたちの顔を見て言った。

「さて、それではもう一度初戦の相手をおさらいしておきましょうか」

　　　　　　　　＊

　──同時刻、カノープスドーム。

「緊急開催！　『シルヴィア・リューネハイムを追い落とすにはどうすればいいのか会議』ー！」

　シリウスドームから初戦の会場であるカノープスドームへと移動し、その控え室に入った途端、ミルシェは意気揚揚とそう宣言した。

「……あの、突然なにを？」

　移動中からなにやらそわそわしていたのはわかっていたのだが、マフレナがおそるおそるそう訊たずねると、ミルシェは待ってましたと言わんばかりに胸を張った。

「ふっふっふー！　聞いて驚け！　なんとなんと──！」

「あのシルヴィアが男と逢あい引びきしてたところを目撃しちまったんだ！」

　が、ミルシェがもったいつけている間に割り込んだトゥーリアが、得意満面に先んじる。

「えええー!?」

　残りのルサールカメンバー──パイヴィ、モニカ、マフレナが揃そろって驚きよう愕がくの声を上げるが……。

「あー！　ちょっとトゥーリア、ずるいじゃん！　せっかくあたしが言おうとしてたのにー！」

「へっへーん、こういうのは早いもん勝ちだぜ！」

「もー！　もーもーもー！」

　腕を振り回して抗議するミルシェに、軽やかに逃げ回るトゥーリア。

「ねーねー、じゃれてないでちゃんと説明してよお！　それって……本当に本当なの？」

　モニカがじれったそうに腰を浮かし、二人に問い直す。

「マジマジ、大スクープだろ？」

「しっかり映像にも収めたもんねー」

　ミルシェがそう言って携帯端末を操作すると、いかにも隠し撮りな動画が再生された。

　距離があるため声は断片的にしか聞き取れないが、大きな柱の陰で二人の男女が親しげに会話を交かわしている。

「あれは……確かにシルヴィアのようね」

　まじまじと映像を見つめていたパイヴィが、間違いないと大きくうなずく。

　いつものように変装しているので一見するとわかり辛づらいものの、実際マフレナにもそのように見えた。

「でしょでしょでしょー？」

「しかもほら、ここ見ろよここ！」

　トゥーリアが指差したシーンでは、シルヴィアが男になにやら手渡している。

「これは……一体なんでしょう？」

「いいか、よく聞いておけよ……」

　トゥーリアの目め配くばせを受け、ミルシェが映像の音量を上げていく。

　ノイズに混じって聞こえてきたのは──

「もしかして……お弁当、って言ってます？」

「大正解！」

　ミルシェとトゥーリアは嬉うれしそうにハイタッチをした後、確認するように揃そろってモニカを見た。

「これならどこに売り込んでもガセネタとは言われねーだろ？　なあ、モニカ」

「……ええ、これならまず学園のメディア系クラブどころか、一般のネットニュースでも取り上げてもらえるかも……ふふ、ふふふ！　すごい！　すごいすごいすごい！　大スキャンダル間違いなしだわ！　たまにはやるじゃない、リーダー！」

[image: ]

　いつものキャラを忘れたモニカがいかにも性悪そうに口元を歪ゆがめ、思い切りガッツポーズを取る。

「う、うん、ありがと……」

　その迫力とテンションに押され、少し引くミルシェ。

「……あれ？」

　と、ずっと映像を凝視していたパイヴィがふいに首を傾かしげた。

「この男のほう……もしかして《叢むら雲くも》じゃない？」

「え……？」

　その言葉にマフレナを含む全員が空間ウィンドウの前に再集合する。

「そういえばシルヴィアにばっかり気を取られてたけど、この制服……星せい導どう館かんだな」

「ほ、本当です！　この人、あの天あま霧ぎり綾あや斗とさんですよ！」

　どうして気が付かなかったのだろう。

　星導館学園の序列一位、《叢雲》の天霧綾斗と言えば今やアスタリスクでもトップクラスの有名人だ。去年の《鳳凰星武祭フエニクス》決勝戦、アルルカントの自律型擬形体パペットとの闘いは《星武祭フエスタ》愛好者の間でも語り草になっている。

「……こりゃあ、思わぬ大物が出てきたもんだ。ってことは学園祭でデ、デ、デートしてた相手も、もしかして……！」

「これなら本当に一大スキャンダルになっちゃうよね……！」

　ミルシェがしてやったりと拳こぶしを握り締めたその時。

「うゆゆ……？　でも、ちょっと待って、ちょっと待って」

　猫を被りなおしたモニカが、懐ふところからぬいぐるみ型の携帯端末を取り出した。

「ほらほら、これ見て」

　モニカが空間ウィンドウに映し出したのは──ちなみにモニカは空間ウィンドウのデザインも可愛かわいらしくデコレーションしている──いわゆるゴシップ系サイトだ。モニカは手て馴なれた様子で記事をピックアップしていく。その見出しは『《叢雲》熱愛！　お相手はあの王女殿下！』『《鳳凰星武祭》優勝タッグは私生活でもパートナー』『リースフェルト殿下凱がい旋せん帰国にあの《叢雲》が同伴。その理由は？』などなど……。

「ご覧の通り、天霧綾斗くんのお相手はあの《華焔の魔女グリユーエンローゼ》って噂うわさなんだよねえ」

「……これ、信用できるんですか？」

　あからさまに扇情的な記事ばかりで、とてもまともに取り合っていいようなものとは思えない。

「さあ？　でも昨年末に王女様が帰国されたのは本当だし、そこに《叢雲》が付いていったっていうのも事実だよお。それは普通のニュースにも取り上げられてたもん。そ・れ・にぃ……」

　モニカはそこまで言うと、口元に手を当ててくすくすと笑った。

「リーダーたちには刺激が強いからここには出してないけど、もーっとえげつない記事もあるんだよお？」

「……えげつない、と言うと？」

「三角関係とか四角関係とか五角関係とか……ほら、《叢むら雲くも》も《獅鷲星武祭グリプス》に参加してるけど、そのチームって彼以外はみんな女の子でしょ？　そこらへんの子たちと良い仲なんじゃないかって噂うわさがねえ……」

「ま、まさかそんな……」

　マフレナは思わず顔を赤らめたが、それを聞いてもミルシェとトゥーリアはきょとんとした顔をしている。

「ええっと……どういうこと？」

「……相変わらず初う心ぶいわね、この二人は」

　パイヴィがぼそりとつぶやく。

「ええっと、ですからその……天あま霧ぎりさんのお相手はシルヴィアさん一人じゃないかもしれないというですね……」

　なんと説明したらいいのかわからず曖あい昧まいな言い方になってしまったが、ミルシェはしばらく首を右に捻ひねったり左に捻ったりした後、はっとしたように顔を上げた。

「つまり、シルヴィアは《叢雲》に騙だまされてるかもしれないってこと!?」

「な、なんだと!?　む、《叢雲》め……！　なんて酷ひどい野郎だ！」

　トゥーリアも同じく怒りに顔を染め、平手に拳こぶしを叩たたきつける。

　伝わったことは伝わったが、マフレナはその短絡的すぎる思考に軽い目眩めまいを覚えた。

「い、いえ、あのですね、断っておきますがそれもあくまで噂であって、まだそうと決まったわけでは……」

　マフレナが宥なだめようとするが、二人はまるで聞く耳を持たない。

　──そして。

「ぐぬぬ……！　仕方ない、とりあえず今回の作戦は一時中止！」

「え……？　そ、それってこの情報を流すのをやめるってことですか？」

　突然のことにマフレナが目をぱちくりさせていると、ミルシェはさも当然とばかりにうなずいた。

「あったりまえだよ！　だってそれじゃシルヴィアが可哀かわい想そうじゃん！」

「……さっきまでそのシルヴィアさんを陥おとしいれる作戦を考えていたのでは？」

「それはそれ、これはこれ！」

　さすがにマフレナも突つっ込むが、ミルシェはきっぱりと言い放つ。

「まあ、こうなるとちょっとな……気が引けるよな」

「致し方ないわね」

「ええー？　もー、リーダーってばほーんと甘ちゃんなんだからあ」

　どうやら他のメンバーも──モニカだけは少し残念そうだったものの──それに異論はないらしい。

　マフレナは頭を抱えたくなる思いだったが、同時にどこかほっとしている自分を感じていた。

　今更ながらに、強く思う。

　この人たちも根は悪い人ではないのだ。

　ただ──少しばかり頭が悪いだけで。

「というわけで、作戦変更！」

「え？」

「シルヴィアに関しては一時保留して、《叢むら雲くも》のほうを調べる！」

「ええええー!?」

　再びの唐突な発言に、マフレナは驚きの声を上げた。

「ど、どうしてそうなるんですか？　い、いえ、そもそも天あま霧ぎりさんを調べてどうするっていうんです？」

「もし本当に《叢雲》が噂うわさ通りのそんな、は、破は廉れん恥ち極まりないやつだったら、あたしたちでぼっこぼこに成敗してやる。そんな格好の悪いところを見ればシルヴィアも目が覚めるだろうし、そうなったらあたしたちもまた気兼ねなくあいつを追い落とせるじゃん」

「……」

　その筋が通っているようで盛大に脱線した論理に、マフレナは絶句した。

「なるほどな……！」

「それは名案」

「まあ、モニカも悪役になるのは嫌だしぃ」

　しかもやはり他のメンバーはそれに賛同する。

「だ、だけどですよ？　仮にこれらの噂が本当だったとしても、一体どうやって……」

「ふっふっふ、マフレナは本当に頭の回転が悪いなあ」

「はぁ……」

　格好付けたポーズで人差し指を振るミルシェは、これ以上ないくらいに自信満々だ。

「《叢雲》もあたしたちも同じ《獅鷲星武祭グリプス》に参加してるんだ。だったらどこかでぶつかるはずじゃん！」

　その前に負けてしまうこともあるのではとか考えないんですね、と喉のど元もとまで出かかったが、マフレナはなんとかそれを飲み込んだ。

　今更言っても仕方ないことだし、実際に天霧綾あや斗とのチーム・エンフィールドは優勝候補の一角だ。少なくとも本戦までは順当に勝ち上がってくるだろう。

　そして、マフレナは知っていた。

　──このチーム・ルサールカも、同じく本戦出場程度ならば楽にこなせるだけの強さを持っていることを。


第四章　始動する者たち

『──いよいよ次はＫブロック一回戦！　東ゲートからは星せい導どう館かん学園チーム・エンフィールドの入場です！』

　新しくなった入場ゲートの扉が開くと、ミーコのハイテンションな声に煽あおられた歓声がびりびりと空気を震わせた。

　以前は内部の通路が直接ステージに繋つながっていたが、今回からは防護ジェルの濠ほりができたために、入場ゲートそのものが大きく様変わりしていた。まず防護ジェル水面下のハッチが開き、そこから観客席と同じ高さまで巨大な柱状の入場ゲートが迫り上がる。その後、柱の内部から選手が登場すると空中に半透明の道がステージ上空まで伸びていくという、実に大掛かりな仕掛けだ。

　クローディアを先頭にその道を進んで行くと、ユリスが呆あきれ果はてたという顔で吐き捨てる。

「今更言っても詮せん無なきことだが……相変わらず無駄な演出に凝るのだな、この大会は」

「ふふっ、そういうものなのだと割り切るしかありませんね」

　一方で前を行くクローディアはすっかり慣れた様子で手を振り、歓声に応えていた。

「で、でもこれはちょっと……恥ずかしいです」

　綺き凛りんは性格的にも順応できないようで、顔を真まっ赤かにして俯うつむき加減だ。

「……どうでもいいから私は早く戻って作業の続きをしたい」

　紗さ夜やの煌式武装ルークス改造は結局この初戦には間に合わなかったらしい。本戦までには間に合わせたいと言っていたが、かなり難航しているようだ。

　ちらりと背後に視線を向ければ、入場ゲートの周囲には巨大な空間スクリーンが幾つも展開され、そこには星せい導どう館かんの校章と選手紹介の映像が流されている。確かにこれはかなり恥ずかしい。

　道の先端は階段状になっており、六学園の校章が描かれたステージに降りると、ちょうど反対側の入場ゲートから初戦の対戦チームが現れたところだった。

『そしてそして！　優勝候補の一角であるこのチーム・エンフィールドに挑むのは、レヴォルフ黒学院のチーム・ブラックヴェノム！』

『このチーム・ブラックヴェノムが勝利すれば大金星でありますが、さてさて……』

　ほとんど原型が残っていないほど手の加えられた制服に、露出した肌を彩いろどる無数の刺青いれずみや個性的な髪型──典型的なレヴォルフの学生といったいでたちの男子学生五人が、挑発的な視線を綾あや斗とたちに向ける。

　威い嚇かくするように睨にらむ者、へらへら笑う者とその表情はそれぞれだが、あからさまに態度が悪い。すでに全員が煌式武装を展開しており、その全すべてがアサルトライフル型煌式武装などの遠距離武器だ。

「……チンピラの寄せ集めとは聞いてたけど、想像以上」

　先ほどのミーティングを思い出したのか、紗夜がぼそりとつぶやいた。

　クローディアの話では、彼らはいずれもリスト外。そのためほとんどデータもないようだ。レヴォルフは六学園中最も序列の入れ替わりが激しいとはいえ、こうして相対してみれば大体の力量は見て取れる。──正直、さほどの強敵とは思えない。

「《獅鷲星武祭グリプス》は他の《星武祭フエスタ》に比べ、この手の勘違いした輩やからが多いからな」

　ユリスもどこかうんざりした顔だ。

「勘違い？」

「《獅鷲星武祭》はチーム戦ということで参加へのハードルが高い……と同時に、知っての通り最も番狂わせが多い《星武祭》でもある。つまりまぐれ勝ちを狙ねらって、頭数を揃そろえただけの連中が少なからず参加しているということだ」

「なるほど……」

「ただ、実際に試合を見ればわかることだが、ジャイアントキリングを起こすようなチームは大抵それだけの努力をしてきている。それが実力差を飛び越える瞬間を手繰り寄せるのだ。負けて当然、運よく勝ちを拾えれば上々などというふざけた考えの与よ太た者ものが勝てるほど、《星武祭フエスタ》は甘くない」

　ユリスがばっさりと斬きって捨てる。

　すると。

「へ、へへ……よぉ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》。まさかこんなところで、またおまえらと顔を合わせることになるとはなあ……」

　チームリーダーの証あかしとして校章を淡く発光させたモヒカン頭の男が前へ進み出て、顔を引ひき攣つらせながらそう言った。

「……うん？」

　ユリスはしばらくまじまじとその顔を見つめた後──

「誰だ、おまえは？」

　怪け訝げんそうな表情で首を捻ひねる。

「んなっ!?　てめえ、オレを覚えてねえのか！」

　余程屈辱だったのか、激げき昂こうしたモヒカンの顔が真まっ赤かに染まった。

　が、そのやり取りを横から見ていた綾あや斗とがユリスよりも先に思い出す。

「あっ……！　ほら、以前ユリスに街を案内してもらった時の……」

　まだ綾斗がアスタリスクにやって来たばかりの頃、ユリスに中央区を案内してもらったことがあった。その時、当時ユリスを狙ねらっていたサイラス・ノーマンに雇われ、乱闘に巻き込むような形で襲ってきたレヴォルフの学生だろう。

「……ああ、サイラス・ノーマンに誑たぶらかされて私たちを襲ってきた、あのチンピラか」

　ユリスも一応思い出したようだが、さほど興味はなさそうだ。

　しかし相手は違うらしい。

「くっそ、ふざけやがって！　……ふ、ふん！　だが、まあいいさ。冷やかしで参加した大会で、まさか借りを返す絶好のチャンスをもらえるとはな。はなからオレらが勝てるとは思ってなかったが、てめえ一人くらいは道連れにして沈んでやるぜ。覚悟しやがれよ……！」

　モヒカンはそう言って唾つばを吐くと、踵きびすを返して試合開始位置まで戻っていく。

「……」

　ユリスは冷めた瞳で無言のままだったが、ちらりとクローディアに視線を向けた。

　それを受けたクローディアはにこりと微笑ほほえみ、うなずいてみせる。

『さーてさてさて、防護ジェルの充じゆう填てんも始まり、いよいよ試合開始時間が迫ってまいりました！　果たして番狂わせは起きるのでしょうか！』

　試合開始に備えてステージを囲むように堀から防護ジェルが競せり上あがっていく。防護ジェルは光硬化式の液体樹脂で、照射されるレーザーによりその表面を固形化。ステージの壁を越えても零れ落ちることなく、周囲をすっぽりと覆おおい尽くす。

　当然内部と外部では音も遮断されてしまうが、ステージの壁にスピーカーが内蔵されているため、実況や解説、歓声などもほとんど違和感なく聞こえていた。

　充じゆう填てん中はやや青みがかっていた防護ジェルが、見る間に透き通っていく。

「《獅鷲星武祭グリプス》Ｂブロック一回戦一組、試合開始！」

　そして機械音声が試合開始を告げると、ブラックヴェノムのメンバー全員がその銃口をユリスただ一人へと向け──

「おらあああああああああああああああああ！」

　咆ほう哮こうと共に、そのターゲットをチームリーダーであるクローディアへと切り替えた。

　五人分の煌式武装ルークスから放たれた嵐あらしのような光弾がクローディアへ襲いかかり、もうもうとした土煙が周囲を満たす。

「はーっはっはっはー！　どうだ！　噂うわさじゃ《パン＝ドラ》ってのは未来予知の能力があるらしいが、飽和攻撃なら対処しようがねえだろ！」

　不意打ちを仕掛けたモヒカンが興奮気味に笑う。

　どうやら勝利を確信しているらしい。

　──だが、ユリスが言った通りそれほど《星武祭フエスタ》は甘くない。

「アイデアは悪くないが……初手のブラフがバレバレだ」

「まあ、さすがにあんなに露骨だとね」

「なっ……!?」

　土煙が晴れ、クローディアを守るように立つ綾あや斗ととユリスの姿を見たモヒカンの顔が驚きよう愕がくに歪ゆがんだ。

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を盾に、ユリスは大紅の心焔盾アンスリウムを展開してクローディアをガードしていたのだ。

「く、くそっ！」

　慌ててモヒカンたちは煌式武装を構え直すが、すでに遅い。

「──参ります！」

　その時には彼らの懐ふところに千せん羽ば切きりを抜いた綺き凛りんが飛び込んでいた。

　白銀の剣けん閃せんが煌きらめき、ドレッドヘアーの大男と、禿とく頭とうにヘビの刺青いれずみを入れた男の校章が同時に断ち斬きられる。

「こ、このガキが！」

　最後尾に陣取っていた肥満気味の巨漢が両手に抱えた重機関銃型の煌式武装を放って綺凛を牽けん制せいするものの、銀髪の少女はその砲火を容易たやすく回避し、ついでとばかりに髪を逆立てた長身の男の校章を斬って捨てる。

「ぐうううう！　ちょ、ちょこまかと……！」

　肥満気味の巨漢はなんとか綺き凛りんを捉とらえようと重機関銃を振り回すが、雨あめ霰あられとばら撒まかれる光弾はかすりさえしない。

「お、おい！　そんな小娘より、先にあのリーダーを──」

「……どーん」

　綺凛から距離を取ろうと逃げ出しつつ怒鳴り声を上げたモヒカンの横を、紗さ夜やの放った三十九式煌こう型がた光線砲レーザーカノンウォルフドーラの光が掠かすめていった。

「──っ」

　叫び声ごと光の渦に飲み込まれた肥満気味の巨漢は、そのままステージの壁に叩たたきつけられる。重く鈍い衝撃音が響き、縦横無尽にひびが走る壁へ磔はりつけのように埋め込まれた巨漢はすでに意識を失っているようだ。

「……それで？」

「ひぃっ!?」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの態であんぐりと口を空けていたモヒカンの首元に、《パン＝ドラ》の切っ先がぴたりと突つき付けられた。

「あのリーダーを……なんですか？」

　クローディアが涼やかな笑え顔がおでそう言うと、モヒカンは腰を抜かしたようにへたり込みながらギブアップを宣言した。

　　　　　　　　＊

「すいませーん、こっちにも目線をくださーい！」

「えーそれでは次に刀とう藤どう選手へ伺いたいのですが、真っ先に切り込んだ際、どの程度までターゲットを絞り込んで……」

　控え室へと繋つながる通路の手前、他よりも幾分広めの空間が取られたそこが、勝者インタビューが行われる会見スペースだ。本戦以降は机と椅い子すが備わった正式な会見場が使われることが多いが、予選では余程のことがない限りこの場で手短に済まされる。

　それでも《鳳凰星武祭フエニクス》のように二人ならばまだ時間もそれほどかからないのだが、この《獅鷲星武祭グリプス》は五人。その上綾あや斗とたちは優勝候補とあって、集まった報道陣の数も多い。

「今大会、皆さんのチームが優勝候補の一角と見られていることはご存ぞん知じかと思いますが、天あま霧ぎり選手から見て強敵だと思うチーム、ライバルになりそうだなと思っているチームはありますか？」

「えっと、そうですね……やっぱりガラードワースのチーム・ランスロットとチーム・トリスタンは強敵だと思います」

「沙さ々さ宮みや選手と言えば《鳳凰星武祭フエニクス》でもオリジナルの煌式武装ルークスの数々が話題でしたが、今回もなにか新しい煌式武装をご用意されているのでしょうか？」

「……秘密」

　実際、このような感じでかれこれ二十分近くは足止めされているだろうか。

「……」

　すでにユリスは相当うんざりしているようで、露骨に不機嫌そうな表情をしている。

「皆様、すみません。そろそろ切り上げさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　そのタイミングで、クローディアがやんわりと幕引きを宣言した。

「あ、あの、じゃあ最後に一ついいですか？」

　と、密集した報道陣の奥からすっと手が上がり、線の細い若い女性記者が身を乗り出す。その首から下げられたプレスカードにはＡＢＣのマーク。

　新人なのだろうか、どこか緊張しているように見える。

「ええっと、エンフィールド選手は前回の《獅鷲星武祭グリプス》から三年振りの《星武祭フエスタ》参加となるわけですが、なにか特別なこだわりでも？」

「いえ、私としては自分が最も実力を発揮できる環境を選んでいるまでです。それが私の望みを叶かなえるために最も近い手段だと確信していますので」

「望み、と言いますと？」

　その質問に、報道陣が小さくざわついた。

《星武祭》を制した報酬──つまり統合企業財体に叶えてもらう望みに関しては、あまり詮せん索さくしないのが慣例だ。予あらかじめ本人が公言している場合はその限りではないが、場合によってはその詮索が統合企業財体の不興を買う可能性もある。

　だが──

「ふふっ……そうですね。良い機会なので、少しお話ししておきましょう」

　クローディアは楽しそうに肩を震わせると、もったいつけるかのように少し間を取った。

「……皆さんはラディスラフ・バルトシーク教授をご存ぞん知じですか？」

「バルトシーク教授というと、確か純星煌式武装オーガルクス研究の……？」

　報道陣の間に困惑したような空気が流れる。

　しかし綾あや斗とはその中に何人か、急に落ち着きのなくなった者がいることに気が付いた。

　ひょっとしたら、彼らはある程度ラディスラフに関しての情報を持っているのかもしれない。メディア関係に統合企業財体からある種の報道規制がかけられているというのは、容易に想像がつくことだ。

「ですが、バルトシーク教授は随分と昔に消息を絶ったまま、現在も行方ゆくえ不明のはずでは……？」

　クローディアに質問してきた女性記者がそう問うと、クローディアはそれを待っていたかのようにあっさりと答えた。

「いいえ、現在教授は《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》に関する裁判の関係者として、身柄を拘束されているのです。私の望みは彼と面会し、話を伺うことです」

　先ほどとは違い、明らかな動揺が報道陣に走る。

《翡翠の黄昏》関連は誰でも知っているアスタリスクのタブーだ。なかったことにされているわけではないものの、その話題に触れる際には細心の注意が必要とされる。

「ええっと、それはどういう……？」

「教授しかご存ぞん知じない秘密──それをおすそ分けしていただきたいと思いまして」

　クローディアはそう言うと引ひき攣つった顔の報道陣に小さく一礼し、すたすたと会見スペースを去っていく。

「ちょ、ちょっと、クローディア……！」

　残された綾あや斗とたちはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、はっと我に返ると慌ててその背中を追いかけた。

「私には詳しいことはわからないが……今、あんな発言をして大丈夫なのか？」

　追いついたユリスが戸惑った声でそう訊たずねる。

　ラディスラフに関する一件は、銀河を敵に回しかねない。そう言っていたのは他ならぬクローディアだ。
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　それをこうもあっさりと公言すれば、ユリスが戸惑うのも当然だろう。

「いえ、むしろこのタイミングが最善だと判断しました」

　クローディアは足を止めることなく、いつもの笑え顔がおで振り向いた。

　　　　　　　　＊

「ふふ……はははは！　いやあ、すごいね。これは驚いた……うん、正直予想外だよ。エンフィールドのお嬢さんもやるものだ」

　マディアスは堪たえ切れなくなった笑い声を執務室に響かせ、嘘うそ偽いつわりない賞賛の拍手を送った。

　その視線の先に浮かぶ空間ウィンドウには少し前までチーム・エンフィールドの勝者インタビューが映し出されていたが、今はＣＭに切り替わっている。

「これは遅延送出システムを取り払っておいて正解だったかな」

　かつて《星武祭フエスタ》の映像配信は生中継と言いながらも検閲の時間を含んで放送されていた。しかし《星武祭》当初からこれに対するファンの反発は根強く、マディアスは運営委員長に就任すると即座にこれを撤廃したのだ。

「……どういうことだ、マディアス」

　と、淡々とした声が部へ屋やの片隅から投げかけられた。

　壁の影から溶け出すように現れたのは、機械的な首飾りを下げた若い女性──ヴァルダだ。

「なぜあの女はラディスラフとの接触を求める？」

「ほう、お父上のことが気になるかね？」

「……確かに我を創り出したのはラディスラフだが、そのような関係性ではないぞ」

「冗談だよ。しかしあのお嬢さんが教授との接触を求める理由は私にも……ん？」

　そこへマディアスの携帯端末が着信を知らせる。

　空間ウィンドウを開くと、映し出されたのは苛いら立だちを滲にじませた赤毛の青年。

『どういうことだ、マディアス！』

　ヴァルダのそれと寸分違たがわぬ台詞せりふにマディアスは苦笑するが、言いたいことは十二分に伝わった。

「だから私に聞かれても困るんだ。なんだったら、君から直接彼女に訊たずねてみたらどうだね？　私も興味がある」

『ふざけんな！　さっさと知ってることを吐きやがれ！』

「彼女がどういう意図を持ってあんなことを口にしたのかは知らないよ。私が知っているのは、彼女が以前から教授のことを調べていたということと、どうやらそれが原因で銀河と対立しかけているということだけさ」

　正直にそう述べると、ディルクはまるで信用できないといった顔でマディアスを睨にらみ付つける。

『……ちっ、まあいい。だが、なんにせよあの女の行動はとても正気じゃねえ。よりにもよって統合企業財体──それも自分の学園のバックと事を構えるとはな。自殺願望があるとしか思えねーぞ？』

「このままであれば結果的にそうなるだろうことは私も否定しないがね。ただ、おそらくその過程はもう少し複雑なものになると思うよ」

『あん？』

「一筋縄ではいかないということさ」

　マディアスはソファの背もたれに身体からだを預けると、口元を歪ゆがめながら両手の指を組み合わせる。

「これは銀河を貶おとしめる絶好のチャンスだ。六つの統合企業財体の力が均衡して久しい今、他の統合企業財体がみすみすそれを逃すと思うかい？」

『だが、他の統合企業財体はヴァルダの存在自体知らねーはずだ。あくまでラディスラフは《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》の思想的指導者であり、それ以上でも以下でもない。まあ、それだって暴露されりゃあ相応のダメージになるだろうが……』

　ディルクはそこで一度言葉を切ると、腕を組んで考え込む。

『第一、ラディスラフの処遇については銀河と他の統合企業財体との間で、すでに手打ちが済んでるじゃねーか。それを破やぶるわけにもいかねーだろ』

「ポイントはそこだよ。今回の件はあくまで銀河内部の問題だからね。銀河は当然火消しに努めるだろうが、その手段に文句をつけてやり難くするくらいならば別段契約を反故にしたことにはならないだろう？　人道的な観点からも、その場合の非は銀河にあるのだからね」

　倫理観と呼ばれるものは希薄になって久しいが、建前としてのそれは未いまだに根強く残っている。それ自体が力を持つことはほとんどないものの、利用価値がまるでないわけではない。

　するとディルクは腹立たしげに鼻を鳴らした。

『ふんっ！　確かに他の統合企業財体から圧力がかかれば、露骨にあの女を潰つぶすような真ま似ねはやり辛づらいか……』

「ましてや今回は五対一。銀河も無む茶ちやはできまいよ。他の統合企業財体としても釘を刺すだけでいいのだから安いものだ」

『しかし、そこまで足並みが揃そろうものか？』

「揃そろえるさ。この私がね」

『……あの女め狐ぎつねに付くってのか』

　ディルクが怒気に満ちた声で凄すごむが、マディアスは平然とそれを受け流す。

「運営委員長として、参加選手を守るのは当然だろう？」

『……ちっ！　てめえだってまがりなりにも銀河の幹部だろうが。どうなっても知らねーぞ！』

「無論、そこは上う手まくやるとも。それに銀河が本気になったら──つまりある程度の損失を覚悟したなら、私だってとても止めることなどできはしないさ」

　マディアスが柔らかな笑みでそう返すのと、苛いら立だちが限界を超えたディルクが通信を切るのはほぼ同時だった。

「やれやれ……」

　するとそれまで口を挟はさまずディルクとマディアスのやり取りを聞いていたヴァルダが、平へい坦たんな声でぼそりとつぶやく。

「相変わらず人間おまえたちはよくわからん。なぜ好んで物事を複雑にしようとするのか。我には理解できんな」

　それはおそらく答えを期待したものではなかったろうが、マディアスは肩を竦すくめて小さく笑った。

「私に限って言えば──そのほうが面白いからだよ」

　　　　　　　　＊

　銀河総本部の特別会議室に華美な装飾は一切ない。

　ただ長机と椅い子すがあるばかりで、初めてこの部へ屋やへ入る者は不気味な味気なささえ感じることだろう。

　──過去の自分がそうであったように。

　もっとも壁際に畏かしこまって控えるニコラス・エンフィールドも、今となってはその意味を十分理解している。

　この部屋には、銀河にとって有益な存在以外不要なのだ。

　人であれ、物であれ。

「では始めましょう」

　落ち着いた冷ややかな声がそう告げると、椅子に座る十八人の最高経営幹部が──そのうち半分以上は通信映像だが──一斉に声の主へ視線を向ける。

　声の主はイザベラ・エンフィールド。ニコラスの配偶者にして直属の上司であり、居並ぶ最高経営幹部の一人だ。しっとりとした金髪を結い上げ、仕立ての良い黒のスーツを身にまとったその姿は、まるで年齢を感じさせない美び貌ぼうを保っている。その顔には穏やかな笑みが浮かび、ニコラスは十年以上それが崩れたところを見たことがない。

　ただその瞳だけは、他の最高経営幹部同様に機械めいた冷たさを宿していた。

「今回の案件は、星せい導どう館かん学園生徒会長クローディア・エンフィールドの処遇についてです。忌憚のないご意見をお願い致します」

　淡々と、無感情にイザベラは言った。

　自分の娘に関することだというのに、そこには欠片かけらほどの情も感じられない。

　そして同時に、その事実について揶や揄ゆするような者もこの場には一人として存在しなかった。

　それも当然で、自分の親族だからといって私心を挟はさむような輩やからが、最高幹部の席に着くことなどできはしないと全員が知っているからだ。

「すでにＥＰ、ソルネージュ、フラウエンロープからは《星武祭フエスタ》という大義名分をかざして公正な判断を求める要請が届いています。Ｗ＆Ｗ、界龍ジエロンからも各方面への根回しが進んでいる模様」

「厄介なことだ」

「表立っての処理は難しいね」

「だが放置するわけにもいくまい」

「とはいえ、まだ彼女のチームが優勝すると決まったわけではないでしょう。しばらく様子を見ては」

「それでも準備はしておくべきだ」

「《星武祭》であれば、マディアス・メサを使えばよろしい。適当に理由をつけて失格にさせれば……」

「いや、あれは信用ならん」

「それに他の統合企業財体が含みを持たせている以上、工作は難しかろう」

　幹部たちから次々と声が上がるが、それは決して重なることはない。誰かの発言が終わってから、しかしほぼ間を置くことなく、次の声が紡つむがれていく。しかもそのどれもがまるであらゆる個性を削そぎ落おとされたかのような声であるため、誰の発言かさえもわからないほどだ。

　もっとも、この場ではそれを区別する必要すらない。

　彼らは自らの意見を述べているわけではなく、あらゆる情報と可能性を収しゆう斂れんさせるためにこうしているのだから。

　それはいわば銀河という巨大な存在の、自己問答と言えた。

「今からでもバルトシークを処理するのはどうか」

「それは《ヴァルダ＝ヴァオス》との約定に反する」

「律りち儀ぎにそれを守る必要があるのか」

「あれの存在が他に漏れるようなことがあれば元も子もない。下へ手たに刺激するのはまずかろう」

「そもそもあれは現在どこでなにをしているのだ」

「夜や吹ぶきの者共の報告によれば、春先に六花で確認されたらしいが……」

「やはりバルトシーク周りをどうにかするより、クローディア・エンフィールドを処理したほうが早かろう」

「それこそ夜吹の連中を使えばいい」

「いや、それは最終手段だ。それよりも……」

「まずは銀河としての立場を……」

　それからもうしばらく静かで、それでいて不気味な熱量を奥底に潜めた会話の車輪が巡り……。

「──では、そのように」

　やがてイザベラがそう言って立ち上がると、それを合図に会議は終了となった。

　　　　　　　　＊

　──《獅鷲星武祭グリプス》四日目、カノープスドーム。

　趙虎峰ジヤオフーフオンはステージ上で言葉を失ったかのように立ち尽くしていた。

　彼の師父である范星露フアンシンルーの無む茶ちやな注文はいつものことだ。

　リーダーである武暁彗ウーシヤオフエイに一切の戦闘行為を禁じ、残りの四人で相手チームを制圧せよという一回戦のオーダーはまだわかる。暁彗の手の内を見せぬようという意図があるのだろうと虎峰なりに納得できたからだ。実際、一回戦であたるレベルのチームであれば、その程度はなんの問題もなくこなせるだけの力量差があった。

　だが、この二回戦に際して星露が命じた内容は、さすがに理解に苦しむと言わざるを得ない。

　一回戦とは全く逆に、暁彗ただ一人で相手チームを圧倒せよというのだ。それでも相手チームが一回戦同様弱小チームであったならば、まだ虎峰も了解しただろう。暁彗の実力はそれを成せるだけのものがある。ところが二回戦の相手は、決して侮あなどっていいようなチームではなかった。

　チームリーダーは星せい導どう館かん学園の序列四位《氷屑の魔術師フリームスルス》。他のメンバーも全員がリスト入り。優勝を狙ねらえるほどではなくとも、本戦出場は十分に望める中堅チームだ。

　基本的に《星武祭フエスタ》の予選で有力候補同士がぶつかることはないが、こうした中堅クラスとなると話は変わってくる。運営としても予選全すべてが結果を見るまでもないようなマッチメイクでは具合が悪いからだ。

　必然、有力チームのいるブロックには中堅クラスのチームが一つか二つ割り当てられることになる。そして《獅鷲星武祭グリプス》において番狂わせを起こすのは、往々にしてそういった中堅チームだった。

　──しかし。

『こ、これはなんということでしょう……！　二回戦随一の注目カードと思われていたこの第三試合ですが、まさかこうも一方的な展開になろうとは……！』

　スピーカーを通して聞こえてくる実況の声はわずかに震えている。防護ジェルの厚い膜の向こうで、観客席が静まり返っているのがわかった。

　無理もない。

　同じチームの虎峰フーフオンたちでさえ、そうなのだから。

「はぁ……はぁ……！」

　ステージの中央には、向かい合う二人の青年──《氷屑の魔術師フリームスルス》と暁彗シヤオフエイだ。そしてその周囲に倒れ伏す星せい導どう館かんの学生たちが四人。

《氷屑の魔術師》はその端正な顔を苦しそうに歪ゆがめ、膝ひざを折り、肩で息をしながらも、自らの能力で作り上げた氷の剣を構えている。

　一方の暁彗は槍やり型の煌式武装ルークスを右手に持ったまま、悠然とそれを見下ろしていた。

「ふふ……まるで悪い夢でも見てるようだよ、《覇は軍ぐん星せい君くん》」

「……」

《氷屑の魔術師》は冷酷さと激情が同居した瞳で暁彗を睨にらみつける。

　周囲の万応素マナがざわめき、十数メートルは離れているこの場でもひやりとした冷気が満ちていくのを感じる。

「だが──せめて一ひと太た刀ち！」

《氷屑の魔術師》を中心として十メートル四方の地面が瞬間的に凍りついた。

　いや、地面だけではない。地面を覆おおう氷塊はそのまま暁彗の足をふくらはぎまで飲み込み、その動きを封じる。

「はあああぁぁぁぁ！」

　同時に《氷屑の魔術師》の周囲に鋭く尖とがった氷柱つららが六つ生成され、その叫び声と共に発射される。

　相手の動きを封じた上で、多方向からの遠距離攻撃。悪くない手だ。

「……」

　が、暁彗が無造作に石突で足元を叩たたくと、途端に地面を覆っていた氷塊が全すべて粉々になって飛び散った。

　そしてダイアモンドダストのごとく氷の欠片かけらが舞い散る中、矢のような勢いで迫る氷柱に向けて左手を振るう。そこにはいつの間にか、一枚の呪じゆ符ふが握られていた。

　呪符に込められていた術式が解放され、炎の壁を生み出す。そこに激突した氷柱つららは爆発するように蒸発して消え、水蒸気となって周囲を包み込んだ。

「勝機っ！」

《氷屑の魔術師フリームスルス》がその白煙に紛れて間合いを詰め、斬ざん撃げきを繰り出す。

　疾はやい。さらに再度地面が凍結し、暁彗シヤオフエイの足をもう一度地面に貼り付ける。

　この一瞬の攻防だけを切り取ってみても、彼が極めて高いレベルで《魔術師ダンテ》としての能力と戦闘技術を両立させていることがわかった。

　──ただ、その決死の一撃さえも、暁彗は眉まゆ一つ動かすことなくその槍やりで受け止める。

　動きは明らかに《氷屑の魔術師》のほうが速かった。そもそもこの距離では暁彗の使う槍のような長柄武器よりも、《氷屑の魔術師》の使う剣のほうがずっと有利なはず。それなのに暁彗の右手がゆらりと動いたかと思うと、その手に握られた槍が氷の刃を阻はばんでいたのだ。

「ぐうぅ……！」

《氷屑の魔術師》は両手に力を込め、なんとか押し切ろうとするものの、びくともしない。それどころか暁彗が片手で構えた槍を振り払うと、氷の剣は《氷屑の魔術師》の手から弾はじき飛ばされ、空中で粉々に砕け散ってしまった。

「なっ……!?」

　圧倒的な膂りよ力りよくの差。

　それでも《氷屑の魔術師》は挫くじけることなく先ほどよりも大きな氷の剣を再構成し、続け様に斬撃を見舞った。

　袈け裟さ懸がけに斬きり下ろし、裂れつ帛ぱくの気合と共に薙なぎ、渾こん身しんの突つきを放つ。

　だが、やはり届かない。かすりさえもしない。

「……」

　無言でそれをあしらう暁彗の表情からは、どのような感情も読み取ることができない。

　先に音を上げたのは、やはりその氷の剣だった。

　一ひと太た刀ちごとにその青みがかった刀身にひびが走り、刃こぼれするかのように破片が飛び散り……やがて透き通った音を立てて砕け散る。

「──っ」

《氷屑の魔術師》の顔に、絶望の色が広がった。

　暁彗はその刹せつ那な、ほんの一歩だけ右足を踏み込み──たったそれだけで、その足を地面に貼り付けていた氷は砕けて消えた──何気ない動きで左の掌てのひらを《氷屑の魔術師》の腹部へとあてる。

　ゆっくりとした、まるで撫なでるような掌打。

　直後、《氷屑の魔術師フリームスルス》の身体からだをとてつもない衝撃が突つき抜けたのがわかった。暁彗シヤオフエイが踏み込んだ足元にクレーターが生じ、衝撃がステージを走りぬける。

《氷屑の魔術師》はその一撃で完全に意識を消失。

　糸の切れた人にん形ぎようのように崩れ落ちた。

「試合終了！　勝者、チーム・黄龍ファンロン！」

　機械音声が響く中、虎峰フーフオンはいつかの師の言葉を実感していた。

『──こやつは問題ない。どうとでもなる』

　それはまさしく言葉通りの意味だったのだ。

　星露シンルーは常々個の力というものを最重視している。そのため《万ばん有ゆう天てん羅ら》の門下生がチームプレイを教わることは滅めつ多たにない。独自にそれを学び、研けん鑽さんすることを止めることはないし、請われれば応じることもあるが、星露にとって他者との連携は個々の能力を充実させた際に自おのずと身につくものにすぎないからだ。

「いやー、さすがは大師兄。度肝を抜かれちゃったわ」

　隣りに立つセシリーが、汗を浮かべながら呆あきれたようにつぶやく。

「大師兄のお力、十分にわかっていたつもりではありましたが……」

「今日きようのそれは、それこそ師父のごとき強さ……」

　背後にいる双子の声にも、畏怖に似たなにかが感じ取れる。

　当然ながら、チーム・黄龍のメンバーも暁彗の闘う姿を見るのは初めてではない。訓練では手合わせをしてもらったこともある。

　しかしそれはあくまで暁彗の──《覇は軍ぐん星せい君くん》の力の断片に過ぎなかったことに、ようやく気が付いたのだ。

「……戻るぞ」

　虎峰たちの下へやってきた暁彗に、虎峰たちの身体は自然と膝ひざを折り、包ほう拳けん礼れいを取っていた。

「お見事でした、大師兄」

　　　　　　　　＊

　──《獅鷲星武祭グリプス》六日目、シリウスドーム。

　実のところ、《星武祭フエスタ》において絶対的な強きよう者しやというものはさほど歓迎されない。

　試合がすぐに終わってしまえば観客は興を削そがれるし、運営としても盛り上げに欠ける展開は極力避けたいのが本音だ。テレビ番組は尺を埋めるのに四苦八苦し、賭と博ばくの胴元はそもそも賭かけが成立しない。

　例外は、その強さ以外に人を魅了するなにかを持っている場合だ。

　ヘルガ・リンドヴァルの、美しさを伴った圧倒的な武。

　あるいはオーフェリア・ランドルーフェンの、見る者の心に否いや応おうなく畏怖を刻み付ける禍まが々まがしさ。

　そして──現在《獅鷲星武祭グリプス》を二連覇しているチーム・ランスロットのそれは、至高の気高さだ。少なくとも、レティシア・ブランシャールはそう思っている。

　銀翼騎士団ライフローデスはいかなる相手も侮あなどらず、いかなる幻影にも怯おびえず、常に全力の剣で以もって勝利と栄光の道を切きり拓ひらく。

　その象徴こそが、今まさにステージを駆けるアーネスト・フェアクロフだった。

「はぁっ！」

　アーネストが《白濾の魔剣レイ＝グラムス》を真一文字に薙なぐと、白銀の刀身がその軌跡に淡い残光を煌きらめかせる。

　相手の青年は反射的に自らの剣型煌式武装ルークスでそれを受けようとして、すぐにはっとしたように身体からだを捻ひねる──が、遅い。

《白濾の魔剣》の刃はまるで物理的な障害など存在しないかのように、青年の身体をすり抜ける。

　ただ、その胸の校章のみを断ち斬きって。

『おおっと、試合開始からわずか数秒でアーネスト・フェアクロフ選手の《聖剣》が一つ目の校章を破壊！　しかし相手の選手もこの能力については当然知っているはずですよね、静しず薙なさん？』

『いやー、わかっていても訓練を積んでいれば積んでいるほど身体が勝手に反応してしまうのでありますよ。ましてやその使い手はアスタリスク最高峰の剣士。初対戦でこれに対応できるような選手は一握りありましょうな』

『いやはや、げに恐ろしきは任意の対象のみを斬ることができるという純星煌式武装オーガルクス《白濾の魔剣》！　そしてその使い手である《聖騎士ペンドラゴン》といったところでしょうか！』

　スピーカー越しの実況と解説、そして沸き上がる歓声を聞きながら、レティシアは一瞬で星辰力プラーナを練り上げた。

　レティシアの背後に万応素マナが集まり、その背中から左右二対の光輝く翼が出現する。大きさは優に二十メートルを超えるだろう。

　天戒翼エイル・ド・アンジュ。

《光翼の魔女グロリアーラ》たるレティシアの能力だ。

　鋭角な菱ひし形がたの翼は空中で折れ曲がると、アーネストを守るようにステージへ突つき刺さった。直後、相手チームの後衛が放った光弾の雨がアーネストを襲うが、それらは光の翼に阻はばまれ一発たりともその身体からだを傷つけることはできない。

　その隙すきに左側から回り込んでいた《王槍ロンゴミアンド》ライオネル・カーシュが、相手の陣形を切り崩すように突進する。身長の倍はあろうかという長大なパルチザン型煌式武装ルークスを振るうと、それだけで相手チームの後衛が二人まとめて薙なぎ倒された。

　もっともそれはあくまで相手チームの撹かく乱らんがメインであって、仕留めることが目的ではない。

「うわ……っ!?」

　銃撃が止やんだ一瞬でアーネストが再度飛び出し、一ひと太た刀ちで前衛二人の校章を斬きり落としていた。その動きはまさしく電光石火と評するに相応しい。

　そして。

「──汝なんじらに、慈悲と贖しよく罪ざいの輪光を」

《黒盾ガレス》ことケヴィン・ホルストに守られていた後衛のパーシヴァルが、片手を天に掲げながら厳おごそかに言った。

　そこにはまるで巨大な杯さかずきを横に倒したような形状の純星煌式武装オーガルクスが浮かんでいる。幅広なカップの底には鋭い一本の棘とげがそそり立ち、その尖せん端たんに黄金色の光が集約されていく。光は見る間に輝きを増してカップを満たし、黄金色の奔流となって猛烈な勢いで溢あふれ出だした。

「ひっ──！」

　黄金の輝きはそれこそ神の雷のごとく、先ほどライオネルが薙ぎ倒した二人の後衛を一瞬で飲み込んだ。

　やがて光が収まると、そこにはうつ伏せに倒れる二人の姿があった。もっともその身体には傷一つついていない。

　パーシヴァルの持つ《贖罪の錐角ゴート・アマルテイア》は、《白濾の魔剣レイ＝グラムス》と並ぶガラードワースの学有純星煌式武装であり、その能力は『抜魂』。《贖罪の錐角》が放つ光は一切の物理的破壊力を持たず、相手の意識だけを吹き飛ばすのだ。

「試合終了！　勝者、チーム・ランスロット！」

　相手チームのリーダーが意識を消失したことにより、機械音声が決着を宣言した。

　試合開始から、三分も経たっていないだろう。

『し、試合終了ー！　いや、しかし強い！　なんという強さでしょうか、チーム・ランスロット！　さすがはディフェンディング・チャンピオン！』

　チーム・ランスロットはどのような相手であれ、常に敬意を持って全力で向き合う。手の内を隠すこともない。好きなだけ探り、対策を練るがいい。なにも問題はない。単純に、その上を行けばいいだけなのだから。

　それこそが、《獅鷲星武祭グリプス》の王者たるチームの姿なのだ。


第五章　蝕むしばみの跡地

　──《獅鷲星武祭》七日目、シリウスドーム。

　綾あや斗とたちチーム・エンフィールドは恙つつが無なく三回戦を突破し、見事本戦への進出を決めていた。

「ふぅ……まあ、ここまでは順調だな」

　控え室に戻ったユリスがソファに腰を下ろし、疲れた笑みを見せながらも満足そうに言った。

「ええ、チームの状態も良いですし、このまま行きたいものですね」

　クローディアもどこかほっとした表情だ。

　今のところ銀河がなにかしてくる様子もなく、ひょっとしたらクローディアの杞き憂ゆうだったのではないかとさえ思えてくる。

（或あるいは……初戦後の会見が、それほどに効いているのか……）

　いずれにせよ、平穏無事なのは喜ぶべきことだろう。

「でも……やはり他の有力候補も欠けることなく勝ち抜いてきていますね」

　綺き凛りんが空間ウィンドウに映し出された予選のトーナメント表を見て、不安そうに眉まゆを寄せる。

　まだ予選の試合が残っているので本戦出場チーム全すべてが確定したわけではないが、銀翼騎士団ライフローデスやチーム・黄龍ファンロンといった優勝候補はすでに危なげなく本戦出場を決めていた。

「どことぶつかるにせよ、しっかりとした対策が必要になるな……」

　有力チームはチーム・ランスロットを例外として、まだほとんど実力を出し切らないまま勝ち進んできているが、それでも個人のデータと合わせればそれなりに備えることは可能だ。

「まあ、対戦チームがわからない以上、ミーティングは明日の抽選が終わってからで十分でしょう。私は組み合わせ抽選会に参加しなければならないので、明日は皆さんも身体からだを休めてください」

《鳳凰星武祭フエニクス》同様、中日に当たる八日目は完全休養日であり、本戦の組み合わせ抽選会が行われる。

「……綾あや斗と、綾斗」

　と、綾斗の袖そでを紗さ夜やがくいくいと引っ張った。

「今日きようの帰り、ちょっと買い物に付き合って欲しい」

「買い物？　それは別に構わないけど……なにを買うのさ？　経験上、今の時期はあんまり街を出歩かないほうがいいと思うよ」

《星武祭フエスタ》の開催期間中の商業エリアは混雑がすごい。

　ただでさえ方向音痴の紗夜には厳しい環境だ。

「……明日には煌式武装ルークスを仕上げたい。でも、そのために必要な部品が足りない」

　いよいよ紗夜の作業も大詰めらしい。ここのところは睡眠時間を削ってまでこつこつ進めていたようで心配していたが、目め処どがついたのなら一安心と言えるだろう。

「なるほど、そういうことなら仕方ないか」

「お店の場所はここ」

　紗夜が携帯端末で地図を表示すると、綾斗はまず大まかな位置を確認する。

「えーとこれは……ああ、再開発エリアの近くなんだ。このあたりなら観光客は少ないだろうけど、その分あんまり治安がよろしくなさそうだし、暗くなる前に済ませたほうがいいかな」

「よし。じゃあ、早速行こう」

　紗夜は嬉うれしそうにうなずくと、綾斗の背中をぐいぐいと押してくる。

「ちょ、ちょっと紗夜……？」

　そんな二人をユリスと綺き凛りんはなにか言いたそうな目で見ていたが、やがて仕方ないとでも言うように溜ため息いきを吐く。

「お二人とも、くれぐれも気をつけてくださいね」

　見送ってくれたクローディアの言葉を背中で聞きながら、身支度を整えた綾あや斗とたちは控え室を後にした。

「まいどどうもー」

　いかつい顔の店主に見送られながら、ジャンクショップを後にする。

　中古の銃型煌式武装ルークスやそのジャンクパーツを専門に扱う店らしく、特に後者などは綾斗が見ても何に使うものかさえわからなかったが、紗さ夜やは嬉き々きとして店内をあれこれ見て回っていた。

「……うん、良い買い物ができた。これでなんとかなりそう」

　買ったばかりのパーツを大事そうに抱える紗夜は、ほくほく顔だ。

　綾斗も紗夜も一応簡単な変装として帽子を被っている。普段ならともかく、なにしろ今は《星武祭フエスタ》の期間中だ。用心に越したことはない。

「やはりこの店は品しな揃ぞろえがいい。わざわざ出向いた甲斐があった」

「その口振りだと、前にも来たことがあるのかい？」

　何気なく綾斗がそう訊きくと、紗夜はこくりとうなずいた。

「去年、お父さんの誕生日プレゼントを買うために一度」

「……まさか一人でってわけじゃないよね？」

　紗夜の方向音痴は筋すじ金がね入りだ。

　地図やナビがあっても自分だけで辿たどり着つけるとは思えない。

「その時は綺き凛りんに付き合ってもらった」

「ああ、なるほど……って、それなら今日きようも綺凛ちゃんに頼めば良かったんじゃ……？」

「むっ……」

　その綾斗の言葉に、紗夜がぷくっと頬ほおを膨らませる。

「相変わらず綾斗は乙おと女め心というものをわかってない」

「ご、ごめん……」

「そもそも綾斗と二人で出かけるのは子どもの時以来なのに」

　言われてみれば、紗夜とこうして買い物に出るというのは随分と久しぶりだったかもしれない。

「そっか……でも、なんだかあんまりそんな気がしないんだよなあ」

　子どもの頃を思い返すと、それこそ毎日のように紗夜と一緒に過ごしていた。家が隣同士だったということもあるが、紗夜の方向音痴はその頃から際立っていて、紗夜の両親からもいろいろと頼まれていたからだ。

　その代わりと言ってはなんだが、道場での立会いを父から禁じられていた綾斗は剣術の稽けい古こを紗夜に付き合ってもらっていた。

　そんな話を振ると、紗さ夜やは懐かしそうにうなずく。

「そうそう。私は銃のほうが性に合ってるって言ったのに、綾あや斗との無む茶ちや振りは酷ひどい」

「あはは……でも、我ながら失敗したって思ったよ。あれ以来、紗夜の勝率は随分上がっちゃったからね」

　綾斗が稽けい古このために天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術の基礎を教えると、紗夜はすぐにそれを吸収し、その上で自分なりにアレンジするようになった。近接戦闘技術を射撃の補助として使い、攻防の厚みがぐっと増したのだ。

　紗夜と綾斗はなにかにつけて勝負を行っていたが、それまでは綾斗のほうがかなり勝ち越していた。思えば『願い事チケット』の交換が激しくなったのはあの頃からだ。

「いっそ紗夜も正式にうちの道場へ入れば良かったのに。当時だって初伝くらいの腕はあったし、今も続けていれば奥伝まで行けたかも──」

　が、その時綾斗は妙な気配に気が付いた。

（これは……）

　背後からの視線──しかし綾斗がそれを察した途端、掻かき消きえる。

「？　どうかした？」

「いや、なんでもないよ。行こう」

　そう言いつつも首を傾かしげる紗夜に目でそれとなく合図をすると、それだけで伝わったようだ。

　しばらく歩くと、微かすかだが再び背後に気配。

「……狙ねらわれてる？」

「尾行けられてるのは間違いないね」

「もしかして……エンフィールドの言ってたやつ？」

　どうやら紗夜は銀河がなにか仕掛けてきたのかと疑っているらしい。

　実際、リーゼルタニアではギュスターヴ・マルローの一件があったのだからそれも無理はない。

　だが──

「たぶんだけど……違うと思う」

「……なぜ？」

「この感じ、前にも経験があるんだ」

　さほど剣けん呑のんではない気配が複数。

　学園祭で綾斗とシルヴィアを尾行していた相手と同じ雰囲気を感じる。

「で、どうする？」

「うーん……」

　このあたりは再開発エリアが近いせいか、商業エリアの中心部と比べれば格段に人の姿が少なかった。ある程度の人通りはあるものの、人ごみに紛れて撒まくというのは難しそうだ。

　前回はシルヴィアと綾あや斗とで二手に別れたが、今回は紗さ夜やがいる以上それは論外。むしろ紗夜とはぐれるほうが厄介だ。

　となると……。

「それなら、はっきりさせればいい」

「え？」

　綾斗が考えあぐねている間に紗夜は足を止めると、くるりと踵きびすを返す。

　そして思い切り息を吸い込み、おもむろに大声で叫んだ。

「──そこの連中！　出て来い！」

「ちょ、ちょっと紗夜!?」

　いくらなんでも強引過ぎる。

　道行く人々が何事かと足を止め、視線が集まる。

「やっば！　バレたぞ！」

「撤収！　撤収ー！」

　するとビルの陰に隠れて様子を窺うかがっていた集団が慌てふためいた声を上げ、路地の奥へと逃げ込んでいく。

「……綾斗、追跡！」

「えっ？　つ、追跡って……ああ、もう！」

　確かに相手の正体は気になるが、ここで追いかけるのはリスクが高すぎる。

　なんらかの罠わなの可能性もあるし、そもそも今は《星武祭フエスタ》期間中だ。揉もめ事ごとを起こすわけにはいかない。

　なにより今日きようはすでに試合を終えた後であり、綾斗は一度全力を解放している。試合自体はそれほどかからずに決着をつけることができたものの、余力を考えればあまり無理はできない。

　とはいえ、もちろん紗夜を放ほうっておくこともできず、仕方なく綾斗もすぐにその後を追った。

「紗夜……！」

　前を走る紗夜に声を掛けると、紗夜は一瞬だけ振り返り声を張り上げる。

「綾斗……！　こいつら、意外にすばしっこい！」

　脚力だけであれば紗夜のほうが勝っていそうだが、路地が入り組んでいるためか中々追いつけない。複雑な道をまるで迷うことなく進んでいるところを見ると、余程土地勘があるのだろうか。

（そういえば、去年の《鳳凰星武祭フエニクス》でもこんなことがあったな……）

　もっともあの時は絡からまれていたプリシラを連れて逃げていたので、追いかける側に回った今とはまるで反対だ。

　いつの間にか周囲は廃ビルが立ち並び、人の気配がなくなっている。完全に再開発エリアに入ってしまったようだ。

　ちらちらと追いかける相手の後ろ姿が見えては隠れを何度か繰り返し、そのうちに路地を抜けて比較的大きな通りへと出た。

「……むっ」

　前を行く紗さ夜やが速度を緩ゆるめ、綾あや斗とが追いつく。

　見れば崩落したビルが通りを遮さえぎるように塞ふさぎ、行き止まりになっていた。

　その前には、少女らしき五人組がこちらを向いて立っている。

　顔はサングラスに隠されてわからないが、制服と校章は──それが偽装されたものでなければ──クインヴェールのものに間違いない。

（ということは、彼女たちの正体は……）

　そして。

「ふっふっふ」

　その五人組の中央、リーダーらしき少女が不敵に微笑ほほえみ──

「……迷った」

　その言葉に、残りの四人が一斉にへたり込んだ。

「あああ……やっぱり……」

「……でしょうね」

「ミルシェが先頭で大丈夫かなとは思ってたんだよなあ……」

「もー、勘弁してよリーダー……！」

　なんだかよくわからないが、やはり殺気は感じられない。

　少なくとも強い敵意はないようだ。

「えーと、それでキミたちは……？」

　綾斗が困惑しつつもそう訊たずねると、少女たちはお互いに顔を見合わせた後、円陣を組んでなにやら相談を始めた。

「どうするのさ……」

「こうなった以上……」

「また理事長に怒られる……」

「いっそのこと……」

「もう素直に……」

　ごにょごにょと漏れ聞こえてくる会話を聞きながら待つこと五分。

「あー、こほん！」

　ようやく話がまとまったのか、リーダーらしき少女がわざとらしく咳せき払ばらいをしてからサングラスを外し、少し遅れて他の四人もそれに倣ならう。

「……やっぱり、チーム・ルサールカか」

　案の定な結果に綾あや斗とは嘆息した。

　紗さ夜やも予想していたのか、つまらそうな顔で鼻を鳴らす。

「あ、あれ？　あんまり驚いてない……？」

　素顔を晒さらしたポニーテールの少女──ミルシェが意外そうに目を瞬しばたたかせる。

　チーム戦の真まっ只ただ中なか、クインヴェールの五人組となれば、まず最初に連想されるのはルサールカだ。その上五人全員の背格好もデータとほぼ同じくらいとなれば、多少変装していたところで意味はない。バレバレだ。

「……ということは、やはり偵察？」

　そう言って、紗夜がジト目で睨にらむ。

　別段偵察が禁止されているわけではないが、出場する本人たちがそれを行うというのはあまり聞いたことがない。基本的には学園側が情報を集めてくれるし、なにかあった時に揉もめ事ごとになると面倒だからだ。

　ところが、ミルシェはきょとんとした顔で首を横に振った。

「え？　偵察？　いや、違うけど……」

「え？」

「え？」

　お互いの間に妙な空気が流れる。

「もー！　リーダーのおバカ！　せっかく向こうが誤解してくれてるんだから、乗っかっておけばいいのにい！」

「あ……」

　一番小柄な少女──モニカが詰なじるが、開き直ったような顔のミルシェはそれを振り払うようにして言った。

「い、いいじゃん！　もういっそここではっきりさせておいたほうが、あたしたちだってすっきりするし！」

　そのままミルシェは一歩前に出ると、綾斗に指を突つき付ける。

「天あま霧ぎり綾斗！　あんた、シルヴィア・リューネハイムと一体どういう関係なのか答えてちょーだい！」

「なっ!?」

　思いがけないその質問に、綾斗は思わず後ずさった。

「ほほう……それは興味深い」

　紗夜もなぜだかそのジト目を綾斗へと向ける。

「い、いや、どういう関係って言われても……第一、なんでキミたちがそんなことを気にするのさ？」

「そ、それはその……べ、別にあたしたちの勝手じゃん！」

　身勝手極まりない言い分であったが、それならこちらも答える必要はない。

「生憎あいにくだけど、個人的なことに答えるつもりはないよ」

　きっぱりそう拒否すると、目付きの鋭い少女──トゥーリアも前に出てくる。

「なんだとぉ？　答えられねえってことは、やっぱりおまえシルヴィアを誑たぶらかしてやがるんだな！」

「た、誑かす……？」

「ネタはあがってるのよ。この前の文化祭ではシルヴィアとデートしてたでしょ」

「そーだそーだあ！　モニカたちはちゃあんとこの目で見てたんだからねえ！　二人がいちゃいちゃ歩いてるとこ！」

　二人の背後では長身の少女──パイヴィとモニカが腕を振りながら野や次じを飛ばしてきた。

「綾あや斗と……」

　心なしか紗さ夜やの目も冷たい。

「しかも今日きようは今日でその子とデートだとぉ！　この女の敵め！　恥を知れ！」

「色魔！　漁色家！　色情狂！」

「なんでそんな言葉ばっかり知ってるんですか……」

　酷ひどい言われようだが、今まで畏かしこまったように押し黙っていた気の弱そうな少女──マフレナが冷静につっこんでくれる。

「あの……すみません、本当に」

　と、そのマフレナがぺこりと頭を下げた。

　どうやら彼女は話がわかるほうらしい。

「えっとですね、簡単に説明しますと……天あま霧ぎりさんはその、周りにいろんな女性がいるじゃないですか。それで、みんなシルヴィアさんが騙だまされているのじゃないかと心配になっていまして……。プライベートなことで大変申し訳ないのですが、シルヴィアさんとのご関係を説明をしてもらえればみんな安心できると思うのですけど」

「説明って言われてもなあ」

　綾斗はどうしたものかと頭の後ろを掻かいた。

「俺はシルヴィに力を貸しているだけで、別にその、そういう関係ってわけじゃないんだけど……」

「力を貸す、と言いますと？」

「それは……俺が勝手に言うわけにはいかない」

　シルヴィアが彼女の先生であるウルスラ・スヴェントを探していることは、それこそプライベートな問題だ。綾あや斗とが保身のために口外していいはずもない。

「そんな説明で納得できるわけないじゃん！」

　案の定ミルシェが噛かみ付ついてくるが、そこで紗さ夜やが綾斗を庇かばうように前へ出た。

「……いや、私は納得した」

「紗夜？」

「つまり、綾斗はまたなにか妙なことに首をつっこんでいるわけか」

　紗夜が首だけで振り返り、小さく微笑ほほえむ。

「あはは……まあ、ね」

「うん、なら仕方ない」

　それから再び前を向くと、ルサールカの面々に向かって先ほどのミルシェよろしくずびっと指を突つき付けた。

「おまえたちは綾斗を誤解している。言いがかりはやめてもらおう」

「むー！　なんで庇うのさ！　あんただって遊ばれてるだけかもしれないのに！」

「綾斗は確かに鈍いし、お節せつ介かいでお人ひと好よしだし、そうやって動いた結果に著しく無頓着ではあるけれど……でも、人を騙だまし誑たぶらかすような人間じゃない。それは誰よりも私が一番良く知ってる」

「ぐぬぬ……！　ちっこい癖に生意気な……！」

「……見た目よりも幼稚な言動のほうがずっと問題」

「なにをー！」

　紗夜とミルシェの視線がぶつかり合う。

　その時、綾斗はふいに強烈な星辰力プラーナの高まりを感じた。

「──っ！」

「危ないっ！」

　綾斗が声を上げるよりも一瞬早くルサールカの面々もそれに気が付いたのか、大きく飛とび退のく。

　直後、道を塞ふさいでいたビルの残ざん骸がいに剣けん閃せんが走り、轟ごう音おんと共に崩れ落ちた。

「ったく、邪魔くさい……！」

　もうもうと立ち上る土煙の中から、聞く者を萎い縮しゆくさせるような刺とげ々とげしい声が響く。

「おい、メデュローネ！　本当にこっちでいいんだろうな！」

　廃ビルの残骸を踏み越えて現れたのは、その乱暴な口調とは裏腹にまだ若い一人の少女だった。

　歳としは綾斗たちと同じくらいだろう。ぼざぼさの長髪と、ぎらぎらとした抜き身の刃のような目付き、その手には禍まが々まがしい形状の大剣が握られている。

（あれは確か……）

　綾あや斗とにはその少女と大剣に見覚えがあった。

　だとすれば、先ほどの斬ざん撃げきは彼女が放ったものと見て間違いないだろう。

「まったく……あまり無む茶ちやをしないでください、ロヴェリカ。こんなところで無駄に力を使ってどうします」

　その後ろから現れたのは、対照的にきっちりと髪を整えた眼鏡めがねの女性だ。こちらは少女よりもやや年上で、見事なプロポーションと落ち着いた雰囲気を持っている。

「やかましい、オレはさっさと帰りたいんだ。そもそもおまえがあんな場所に行きたがるから悪いんだぞ」

「あんな場所とは失礼ですね。あそこはかつてリベリオ様が栄光を手にした記念すべき地ですよ。一度この目で確かめてみたいと思うのは当然でしょう」

「ただの廃はい墟きよに意味なぞあるか。くだらない」

　ぼさぼさ髪の少女が、吐き捨てるように言った。

「おい、あんた！　いきなりなにをしやがる！　危ないだろうが！」

　と、トゥーリアが少女に向かって抗議の声を上げる。

　実際、ルサールカの面々は下へ手たをすれば残ざん骸がいの崩落に巻き込まれていたところだったのだから、文句の一つも言いたくなるのはわかる。

「あぁ？」

　だが少女はその声に眉まゆを顰ひそめると──

「かはっ!?」

　次の瞬間にはトゥーリアとの間合いを一気に詰め、その腹部に拳こぶしを叩たたき込こんでいた。

　たまらず身体からだをくの字に折ったトゥーリアを、さらに少女は情け容赦なく真横へ蹴けり飛とばす。

「ぐあ……っ！」

「クズがこのオレに文句をつけてるんじゃない。殺すぞ？」

　ビルの壁面に叩き付けられたトゥーリアに、真冬の暗がりから染み出したような冷たい声で少女が言う。そしてその右手に持った大剣を、無造作に振り上げた。

「ちょ、ちょっと……！」

　慌ててミルシェが止めに入るが、遅い。

　少女が大剣を振り下ろし、その切っ先がトゥーリアの胸に突つき刺さるその寸前。

「っ！」

「無茶苦茶だな、キミは……！」

　封印を解除した綾斗が割って入り、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》でその凶きよう刃じんを受け止めていた。

　加えてハンドガン型の煌式武装ルークスを展開した紗さ夜やがその銃口を向けると、少女は舌打ちをしながら距離を取る。

「傭よう兵へい生っていうのは、みんなそんなに気が短いのかい？」

　綾あや斗とが《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を構えると、少女──チーム・ヘリオンの攻撃手アタツカーであるロヴェリカは不機嫌そうに顔を歪ゆがめた。

　ヘリオンはレヴォルフ黒学院から《獅鷲星武祭グリプス》に出場している傭兵生チームだ。レヴォルフ系列の大手ＰＭＣであるＨＲＭＳのメンバーであり、すでに本戦出場を決めている。有力チームの一つとしてその試合はチェックしていたので、綾斗も当然メンバーの顔と名前くらいは覚えていた。

「その純星煌式武装オーガルクス……ああ、そうか。おまえ、確か──」

「星せい導どう館かん学園チーム・エンフィールドの《叢むら雲くも》こと天あま霧ぎり綾斗と沙さ々さ宮みや紗さ夜や。そちらはクインヴェール女学園のチーム・ルサールカですね」

　ロヴェリカの言葉を継ぐように眼鏡めがねの女性──メデュローネが淡々と言葉を紡つむぐ。

　二人は双そう剣けんの校章を付けてはいるものの、身にまとう制服はレヴォルフのものではない。白と赤を基調としたそのスーツは、ＨＲＭＳにおける式典用の礼服なのだという。

「もしかしたら知らないのかもしれないけど、《星武祭フエスタ》の参加者はその期間中防護フィールドのない場所での私闘が禁止されているんだ。今の行為だけでも、出場資格の取り消し処分が下る可能性はあるよ？」

「はっ！　それがどうした。オレの知ったことじゃない。むしろそれならそれで清々するぜ！」

　綾斗の警告を無視するように、ロヴェリカが大剣を両手で持ち直す。

《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》──かつて《王竜星武祭リンドブルス》を制したこともある現ＨＲＭＳ代表リベリオ・パレートが、現役時代に使用していたという純星煌式武装だ。

「いくら命令とはいえ、こんなクズ共のお遊びに付き合うのは最初から気が乗らなかったんだよ……！」

　ロヴェリカの瞳に憎悪と悪意の炎が揺らめき、その右足がじりじりと間合いを詰めてくる。

「──やめておけ、ロヴェリカ」

　それを制したのは、廃ビルを越えて現れた新たな人影だった。

　体格はかなりの大柄で、ロヴェリカたちと同じ装束。年齢はメデュローネよりも更に上だろうか。確か、チーム・へリオンのリーダーだ。

　その背後には、まだ二人ほど人影が控えている。

「ネヴィルワーズ、邪魔をするな！」

「そうはいかん。ここで我々が失格になれば、ディルク殿にも迷惑がかかる」

「あんな豚のことなぞ知ったことか！」

「……それは即すなわち、リベリオ様の面目を潰つぶすことだ。ロヴェリカ、おまえは我らが主に恥をかかせようというのか？」

　その言葉の込められた威圧感に、ロヴェリカが腹立たしげに視線を背ける。

「……ちっ！」

「どうもおまえはこの街に来てから苛いら立だっているようだな。いや、ミネルヴィーユやあの若わか宮みや美み奈な兎ととかいう娘に出会ってからか……？」

「ふん！　別にあんなゴミどもは関係ない！　ただ、オレは──」

　ロヴェリカがばつが悪そうにそう言いかけたところで、綾あや斗との脇わきをトゥーリアが駆け抜け、ネックを持ち手にギター型の純星煌式武装オーガルクスを振りかぶる。ボディパーツからはトライデント型の光刃が展開していた。

「やりやがったな、てめえ！」

「くははは！　なんだ、少しは骨があるじゃないか！」

　その一撃を《虚渇の邪剣ベルシエ＝ヴエルン》で防いだロヴェリカは、凶気に満ちた瞳を見開き愉悦に満ちた哄こう笑しようを上げる。

「みんな、サポート用意！」

「……了解」

「ＯＫー！」

　見ればすでに他のルサールカの面々もそれぞれの純星煌式武装を展開し、戦闘準備を整えていた。

「ちょ、ちょっと皆さん！　さっきの天あま霧ぎりさんの言葉を聞いてなかったんですか!?　ここで闘ったりしたら、失格になっちゃうかもしれないんですよ！」

　唯一マフレナだけが必死に自制を呼びかけていたが、他の面々は聞く耳を持っていないようだ。

「うっさいマフレナ！　仲間がやられたってのに、このままあいつを見逃せるわけないじゃん！」

　ミルシェが怒りに燃えた目で、トゥーリアと同じギター型の純星煌式武装を構えた。こちらは剣型の光の刃が展開している。

「……綾斗、こいつら無む茶ちや苦茶」

　銃を構えて警戒しながら綾斗の横までやってきた紗さ夜やが、心底呆あきれたという風につぶやいた。加減の知らなさではこちらも相当なものがある紗夜にここまで言わせるのだから大したものだ。

「同感だけど、このまま放ほうっておくわけにもいかないかな……」

　客観的に判断すれば《獅鷲星武祭グリプス》でぶつかる可能性があるチーム同士が潰つぶしあってくれるのだから、漁夫の利を狙ねらって退散するのが一番だ。とはいえ、綾斗もすでに巻き込まれている以上、ここで自分たちだけ逃げるのも無責任だろう。

　なにより──

「おい、逃げるなよ天あま霧ぎり綾あや斗と！　おまえが一番歯応えがありそうだ！」

　トゥーリアを軽々とあしらいながら、ロヴェリカが綾斗を睨にらむ。

　どう考えても素直に抜けさせてもらえるとは思えなかった。

「やれやれ、どいつもこいつも……」

　そんな中、ネヴィルワーズがほとんど表情を変えることなく溜ため息いきを吐くと、周囲の万応素マナが猛烈な勢いで渦を巻く。

「っ！　まさか《魔術師ダンテ》なのか……!?」

　少なくとも予選の試合を見る限り、彼が能力らしきもの使っていたことはなかったはずだ。だとしたら、余程上う手まく隠していたということだろう。

「精々上手く回避してくれ。私もまだ失格にはなりたくないのでな」

　ネヴィルワーズが右手を掲げると、その頭上に巨大な岩の塊が形成されていく。その大きさは優に三十メートルはあるだろう。傾きかけた太陽を遮さえぎり、影がその場にいる全員を飲み込むほどだ。

「うわわわわ！　ちょっと待ったちょっと待った！　みんな、退避退避ー！」

　ミルシェが慌てふためきながらそう叫ぶが、ネヴィルワーズは構うことなく腕を振り下ろした。

　同時に空中で静止していた岩石が、支えを失ったかのように落下してくる。

「くははははは！　おまえが一番やりすぎだろう……！」

　ロヴェリカの楽しそうな笑い声は耳を劈つんざくような轟ごう音おんと衝撃に掻かき消けされ、綾斗は吹きすさぶ烈風に思わず腕で顔を覆おおった。

　　　　　　　　＊

「……本当にメチャクチャだな、あの人たちは」

　綾斗は舞い上がった粉塵が収まるのを待ってから《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を準備状態にすると、腰のホルダーへと戻した。

　眼前にはワンブロックはあろうかという大穴がぽっかりと口を開けている。ネヴィルワーズの能力が、表層地盤を破壊したのだ。

　再開発エリアの地盤は定期補修などが行われていないため比較的脆もろくなっているとはいえ、そう簡単に壊せるようなものではない。その威力は計り知れないものがある。

　そして大穴の向こうには目を遣やれば、ネヴィルワーズをはじめとしたチーム・ヘリオンがこちらを観察するかのように立っていた。穴の対岸まではかなり距離があり、《星脈世代ジエネステラ》といえども飛び越えられるようなものではない。

　おそらく先ほどの能力はこうして彼我を分断させるためのもので、攻撃の意図はなかったのだろう。──無論、それでも十分常軌を逸しているが。

　チーム・へリオンはしばらくすると踵きびすを返し、反対方向へと去っていく。ただ一人、ロヴェリカだけが一人残ってこちらを睨にらんでいたが、それもやがて諦あきらめたのか渋々といった足取りで他のメンバーを追いかけていった。

「ふぅ……できるだけ当たりたくないチームだなぁ」

　滲にじむ汗を拭ぬぐいながら、そう独りごちる。

「おい、みんな！　無事か……!?」

　綾あや斗との背後ではトゥーリアの呼びかけに応えるように、あちこちから短い声が上がっていた。

　周囲は今の衝撃によって倒壊したビルの瓦が礫れきが散乱しており、再開発エリアの寒々しい光景を一層荒涼としたものにしている。

「さて、俺たちもいい加減戻ろうか……って、あれ？　紗さ夜や？」

　周囲を見渡してみるが、近くに幼おさな馴な染じみの姿は見当たらない。

　紗夜の実力からすれば回避できないような状況ではなかったはずだ。

　それでも心配になり、〝識しき〟の境地で周囲を探ろうとしたところで綾斗の携帯端末に着信が入った。

『……綾斗、大丈夫？』

「ああ、紗夜か。良かった……。そっちこそ大丈夫かい？　いや、というよりも今どこにいるのさ？」

　空間ウィンドウが開き、紗夜の顔が映し出される……が、その映像はノイズ混じりでやけに暗い。

『わからないけど、多分地下……のどこかだと思う』

「地下……？」

　穴の縁ギリギリまで近付いて覗のぞき込こんでみると、深さはそれほどでもない。二十メートル程度だろうか。

　以前、綾斗が綺き凛りんと一緒に地下へ落ちた時は、アスタリスクの最下部であるバラストエリアまで到達したが、今回はまだ地下通路や排水路といった比較的浅い階層で止まっているようだ。

　ネヴィルワーズの能力が作り出した岩石もすでに万応素マナへと再分解されており、なにも残っていない。

　ただし地下通路などは穴に面しているあたりが瓦礫で埋もれてしまっているものも多い。しかも崩落は今も続いているようだ。

「どこかに閉じ込められちゃってるのか……。これは参ったな」

『……この程度の瓦が礫れきなら煌式武装ルークスで吹き飛ばせなくもない』

「いや、下へ手たに壊すとどこが崩れるかわからないし危ないよ」

　どの程度の深さにいるかもわからないのに、あまりうかつなことはしないほうがいいだろう。

『そうか……なら別の方法を考えよう。ああ、それと大したことじゃないけど、あと一つ報告がある』

「うん？　どうしたの？」

　紗さ夜やが微妙に顔を顰しかめるのと同時に、背後からトゥーリアの声が響く。

「ええええっ!?　閉じ込められた!?」

『……隣にチーム・ルサールカのリーダーがいる』

「え……？」

　視線を後ろに向けると、円陣を組んでいるルサールカの前にも空間ウィンドウが開き、そこには今にも泣き出しそうなミルシェの顔が映っていた。

「じゃあ、まさか二人一緒に……？」

『そうみたい』

　他のルサールカメンバーもそれに気が付いたのか、一斉に視線をこちらに向ける。

「……いよいよ参ったな」

　綾あや斗とは苦笑いを浮かべると、考えを巡らせながら鼻の頭を掻かいた。

「……とにかく、今は二人を助けるのが最優先です」

　マフレナの言葉に、綾斗を含む一同がうなずく。

　状況的に考えても言い争っている場合ではないため、ルサールカも一時休戦ということで納得してくれた。もっとも綾斗としては元々ルサールカに対して含むところはなにもないのだが。

「普通に考えれば、警備隊なりに連絡して救助を待つべきだと思うけど……？」

「却下却下ー！　そんなことしたらモニカたちがここで闘ってたことがバレちゃうじゃない！」

　綾斗の至極真っ当な提案を、モニカが一いつ蹴しゆうする。

　わざとらしくぷくーっと頬ほおを膨らませているが、その目は本気のようだ。

「……まあ、一般人を巻き込んだわけじゃないですし、一回私闘をしたくらいでいきなり出場資格の剥はく奪だつなんてことにはならないと思いますけど、理事長から大目玉をくらうのは間違いないでしょうね」

　マフレナが溜ため息いき混じりに項うな垂だれるが、すぐに顔を上げ、意を決したように言った。

「ただ、それでもボクは天あま霧ぎりさんの意見に賛成です。お二人の安全が第一ですから」

「ええー、ちょっとちょっとマフレナー！」

　モニカが不満そうに口を尖とがらせる。

「もー、トゥーリアもなんとか言ってやってよお」

「……いや、オレも天あま霧ぎりの意見に一票だ」

　が、トゥーリアは不承不承といった顔で息を吐いた。

「えー、なんでなんでえ？」

「悔しいが、天霧にはさっき助けてもらった恩がある。オレは不義理はしねえ」

　そしてほんのりと頬ほおを染めながらそう言うと、一度綾あや斗とを睨にらんでからぷいっとそっぽを向く。

「……なら、私もそれに一票ね」

「ぐぬぬ……！　相変わらず長いものに巻かれすぎだよおパイヴィったら！」

　モニカは子どものように地団太を踏んでいたが、しばらくすると観念したのかがっくりと肩を落とした。

「はいはい、わかりましたー。好きにすればいいでしょお。なによもー、モニカなりにみんなのことを考えてたのに、これじゃ一人だけ悪者じゃない」

　拗すねたように石を蹴けるその姿は、本当の子どもにしか見えない。

　もっともデータによればモニカはルサールカのメンバー中最年長だったはずだ。

『あのー、それはいいんだけどさ……』

『……救助を待つのはちょっと無理そう』

　しかし空間ウィンドウに映ったミルシェと紗さ夜やが神妙な声でそう告げる。

「え？　む、無理ってどういうことですか？」

　不安の色を隠せないマフレナ。

『いやあ、さっきからなんか不穏な音がしてて……』

『……ぶっちゃけ、天てん井じようとかもちそうにない』

「また崩れそうってことかい？」

　綾斗が確認すると、紗夜はこくりとうなずいた。

『……うん。ただ、通路は奥へ続いてるからそっちに向かうことはできる』

「うーん……」

　アスタリスクの地下ブロックはエリアと深度によってその様相が異なる。中央区には地下鉄網が密集しているが、外縁居住区にはほとんど通っていない。中央区のターミナルへ繋つながる路線があるくらいだ。

　逆に地下通路と排水路は迷路のように複雑に絡からみ合いながら、アスタリスクの地下全土に張り巡らされている。

　ただし、保安上の理由からその詳細は公開されていないのが現状だ。地下ブロックは施設保全部の管轄であり、一般通信は遮断される仕様になっている。こうして紗さ夜やたちが通信できているのもおそらく大穴が開いた近くにいるからで、もし奥に移動するとなるとこのまま維持するのは難しいだろう。

　つまり紗夜たちはこちらと連絡も取れないまま、迷宮のような地下通路を彷徨さまようことになる。

「念のため聞くけど、ミルシェさんって方向感覚とかは……？」

「さっきオレたちが逃げるとこ見てただろ」

「……だよね」

　ということは今の条件に方向音痴二人というのも追加しなければならない。

『うわわっ！』

　空間ウィンドウの向こうから慌てた声が届く。

　見ると、落下してくる拳こぶし大だいの瓦が礫れきをミルシェが間一髪かわしたところだった。

『どうやら本格的にまずそう。こっちはこっちでなんとかしてみるから──』

　紗夜がそう言った所で空間ウィンドウのノイズが一層激しくなり、やがて完全にブラックアウトしてしまう。

　残された綾あや斗とたちは、不安に満ちた顔で無言のまま視線を交かわすしかなかった。

　　　　　　　　＊

　地下通路は一定間隔で淡い照明が灯ともっているものの、通路自体はそれなりに広いため十分な光量とは言い難い。

　薄暗くジメジメとした空間に、二人の靴音だけが反響していた。

「……」

「ねえ、ちょっと！　確か……沙さ々さ宮みやだっけ？　あ、歩くの早いってば……！」

　紗夜の背中に隠れるように、おっかなびっくりといった足取りでついてくるミルシェが、半泣きの顔でそう抗議する。

「別におまえを待ってやる必要はない」

　注意深く目を配って地上へ繋つながる出口を探しつつ、紗夜はきっぱりと答えた。

　地下ブロックへ迷い込んでしまった者のため、非常用の連絡端末などもあるとは聞くが、その類もまだ見当たらない。

「おまえじゃなくてミルシェ！　……まあ、それも芸名だけど」

「どうでもいい。ついてくるのは勝手だが文句は聞かない」

「そんなぁ……！　あ、あたしこういうとこ苦手なんだよぉ……！」

　おどおどと忙しくなく左右前後へ視線を巡らせるミルシェの様子は、実際かなり怯おびえているようだ。

　しかし突然の闖ちん入にゆう者しやによってうやむやになったとはいえ、ついさっきまで睨にらみ合あっていた相手である。この状況でそれを続ける気もないが、だからといって馴なれ合あうつもりもなかった。

　なにより。

「……一つだけ言っておく」

「な、なに？」

　紗さ夜やは足を止めて振り向くと、ミルシェはその視線に怯ひるんだのか半歩後ずさる。

「綾あや斗との敵は即すなわち私の敵だ。おまえたちが綾斗に仇あだなすなら、容赦はしない」

　するとミルシェもむっとしたように言い返す。

「だーかーらー、あれは天あま霧ぎり綾斗が……」

「わかった。そこまで言うなら綾斗の素晴らしさをとくと語ってやろう」

「へ？」

　紗夜は再び歩き出しつつ、人差し指を立てて語り出した。

「あれは七歳くらいのことだったか。私たちが裏山で、ハル姉と一緒に訓練をしていた時のことだ。私が不注意から……」

「あの……それ、どうしても聞かなきゃダメ？」

「別におまえが望むなら先に行ってもらっても構わないが？」

　どうぞお先にと促すと、ミルシェは眼前の暗くら闇やみをじっと見つめ、ごくりと唾つばを飲み込んだ。

「……いえ、ぜひ聞かせてください」

「よろしい」

　紗夜は鷹おう揚ようにうなずくと、再び綾斗の素晴らしさを啓けい蒙もうすべく滔とう々とうと語り始めた。

　それから、たっぷり一時間は歩いただろうか。

「──そこへ危機一髪駆けつけた綾斗の勇姿ときたら。白馬の王子もかくやという……うん？」

「……んん？　終わった？」

　ふいに紗夜が話を中断して足を止めると、げんなりした顔のミルシェが力のない声で聞いてくる。

「……違う、ここ」

　紗夜はしゃがみこんで地面を指差した。

　壁際にまだ真新しい足跡が幾つも残っているのだ。

「足跡？　でも、どうしてここにだけ……」

「……埃ほこり」

　紗さ夜やは地面を指でなぞってみると、ざらざらとした埃ほこりが指に付く。

　ただ、埃が落ちているのはこの付近だけだ。

「もしかして……」

　紗夜は立ち上がると、壁に耳を付けて何度かそれを叩たたいてみる。

「……む」

　そのうちに妙な手応えがあったかと思うと、重い音を響かせて壁の一部がゆっくりとスライドし、新たな道がそこに現れた。

「か、隠し扉……？　なんでこんなところに……」

　この付近の埃は、おそらくこれを動かした時に落ちたものだろう。

　だとすると、この隠し扉は随分長い期間使われていなかったに違いない。

「そして……つい最近、開けたやつがいる」

　紗夜は誰にでもなく、そうつぶやく。

「ねえねえ！　奥になにかあるよ！」

　興奮気味のミルシェの言葉に視線を向けると、隠し扉の先は五メートル程度の奥行きしかなく、その突つき当たりには味も素っ気もないくすんだ銀色のドアが待ち構えていた。

　紗夜とミルシェはお互いに視線を交かわすと、どちらともなくうなずいて、慎重に近付いて行く。

「これ……もしかしてエレベーターじゃない？」

　ミルシェが声に喜びを滲にじませながら言った。

　確かに一見するとそれは簡素なエレベーターのように見える。

　だとすれば、もしかしたらこれで地上にまで出られるかもしれない。

「ただ……どう考えても怪しい」

「まあ、それは……そうだけど」

　ミルシェは一転してトーンダウンした声で眉まゆ根ねを寄せた。

　……かに見えたが、すぐに気を取り直したのか、いきなりドアの横にあるボタンをその指で押す。

　するとぎしりという鈍い音と共にドアが開き、二メートル四方のこぢんまりとした空間が現れた。

「ほらほら、やっぱりエレベーターじゃん！」

「……おまえは臆病なのか大胆なのかわからない」

「あたしはお化けが怖いだけだし！　それに考えてたってわからないものはわからないんだから、なんだって行動しなきゃ始まらないじゃん」

　軽率な行動ではあるものの、その言い分には一理ある。

　このまま地下通路を彷徨さまよっていても、果たして上う手まく出口を見つけられるかはわからないのだ。

「中にもボタンは一つだけか……どうする？　押してみる？」

「……毒どく食くらわば皿まで。好きにするといい」

　紗さ夜やもエレベーターに乗り込み腹をくくる。

「よーし、じゃあポチっと」

　ミルシェがボタンを押すとドアが閉まり、不安を煽あおるような軋きしみと共にエレベーターが動き出した。

「……」

「……」

　そして、すぐに悟る。

「これ、もしかして下ってる？」

「……下ってる」

　それ以上は会話をする気力も起きなかった。

　エレベーターの速度がそれほど速くないのか、或あるいは余程深いところまで降りているのか、それともただ単に体感時間の問題なのか、随分と長い時間お互い無言で立ち尽くしていると、ようやくエレベーターが停止しドアが開く。

「え……？」

　その途端、紗夜とミルシェは同時に絶句した。

　そこに広がっていたのは、地下とは思えない程に広大な空間だったからだ。

　改修前のステージのようなフィールドが、紗夜たちの目の前に広がっていた。ステージとの違いは六角形であることと、その角に柱が立っていることだろう。天てん井じようは驚くほどに高く、淡い光源がはめ込まれた柱が六本、それを貫くように聳そびえ立たっている。

　エレベータはその柱の内部を通っており、紗夜たちは唖あ然ぜんとしつつもそこからフィールドへ足を踏み入れた。

　が、紗夜たちが降りた途端、エレベーターのドアが閉まってしまう。

「あっ！」

　しまったと思った時にはすでに遅く、ドアは完全に閉ざされ再び開く気配もない。

　そもそも周囲にはボタンらしきものすら見当たらなかった。

「わわわ……！　ど、どうする……？」

　ミルシェは明らかにうろたえていたが、紗夜は黙ったままゆっくりと観察するように視線を巡らせる。

　改めて観察してみるとフィールドはかなり荒れ果てており、柱にも崩れかけているものがあった。あちこちに大小の瓦が礫れきが散乱しており、その光景と淀よどんだ空気からここがとうに放棄された場所なのだと察せられる。

「まさか、ここは……」

　視線を上げればフィールドを見下ろす高さに観客席らしき空間が設しつらえてあり、それが紗さ夜やの予感を確信に変えた。

「……《蝕武祭エクリプス》」

　紗夜は綾あや斗とから聞いた話を思い返しながら、フィールドの中央へ歩みを進める。

《蝕武祭》──それはかつてこのアスタリスクのどこかで行われていたとされる、非合法の武闘大会だ。ルールらしいルールもなく、殺し合い同然の闘いが繰り広げられていた、いわば影の《星武祭フエスタ》。

　そして綾斗の姉、天あま霧ぎり遥はるかはそこで闘い──敗やぶれたのだという。

　紗夜はまるでなにかに導かれるようにして進み、偶然目を遣やった瓦が礫れきの陰にそれを見つけた。

　──レンズが割れ、フレームの折れ曲がった眼鏡めがね。

「……」

　紗夜はそれをまじまじと見つめた後、拾い上げて埃ほこりを払い、大切にハンカチで包んでから内ポケットへ入れる。

「ちょ、ちょっと一人にしないでよ、怖いじゃん……って、どうかしたの？」

　追いかけてきたミルシェの問いに、紗夜は小さく首を振って応えた。

「……なんでもない。それより、出口を探さないと」

　それからどれくらい時間が経たっただろうか。

「あー、もう疲れたー」

　先に音を上げたのはミルシェだった。

　手近な瓦礫に腰を下ろすと、両手をだらりと投げ出してそうぼやく。

「出口なんてどこにもないじゃん……！」

　確かにミルシェの言う通り、このフィールドを隅々まで探してみたがそれらしきものは見当たらない。このフィールドはちょうど画が鋲びようのような形状をしており、円柱状の縦穴の底から浮かぶように一本の支柱で支えられている。観客席との間には底が見えない程深い溝が横たわっており、とてもではないが飛び越えられるものではなかった。

「……喚わめいても仕方ない。救助を待つ」

　紗夜もそう言って、瓦礫にもたれるように腰を下ろす。

　結論としてはミルシェと一緒だ。どうにもならない。

「はぁ……それにしても、なんでこんなことになっちゃったんだろうなぁ」

「元はと言えばおまえたちが綾斗にちょっかいをかけてきたのが悪い」

「だからそれは……！」

「よし。さっきの続きといこう。夏休み、私が街で迷まい子ごになった時の話。夜になって雨も降り出し、ただ彷徨さまよい歩くしかなかった私に……」

「わー、ごめんごめん！　もうわかった！　天あま霧ぎりがどんなに良いやつかは十分わかったから！」

「ならいい」

　紗さ夜やがそう言うと、ミルシェは大げさに嘆息した。

「あーあ……そんなこと言ってるうちにお腹も空いてきちゃったし……って、そうだ！」

　ミルシェは急に表情を明るくすると、制服のポケットをごそごそと探る。

「じゃじゃーん！　今日きようは食べ切れなかった差し入れのクッキーを持って帰ろうとしてたのだった！　あたしえらい！」

　意気揚揚と取り出したのは市販品のクッキーが二袋。

「……そうかそうか。それはよかった」

　紗夜としてはどうでもいいことだったので聞き流していると、ミルシェはしばらくじっとクッキーを見つめた後。

「ねえ、あんた」

「うん？」

「ほらっ」

　そう言って、クッキーを一袋紗夜に投げて寄越した。

「……なぜ私に？」

　とっさにそれを受け取りつつ、紗夜はまじまじとミルシェを見る。

　ミルシェとしては紗夜にこれを分ける義理などないはずだ。

「いやー、最初は当然全部一人で食べちゃおうと思ったんだけどさ」

　確かにミルシェはどちらかといえばそういう性格だろう。

「でも、ふと思ったんだよ。そういう奴って映画とかにもよく出てくるけど、すごい格好悪いじゃん？　で、それは嫌だなって」

「……」

　なんとも単純で、だからこそ驚きの理屈だった。

「わかった。ありがたく頂戴する」

　そう言って、紗夜はぺこりと頭を下げる。

　クッキーはお互いにあっという間に平らげてしまい、なにをするでもない時間が流れていく。やがて手持ち無ぶ沙さ汰たのまま頬ほお杖づえをついたミルシェが、何気ない調子で紗夜に訊きいてきた。

「しかしあんた、本当に天霧のこととなるとむきになるよね？　あいつがそんなに大切なの？」

「当然」

「それは……その、す、す、好き、てこと……？」

「……まあ、そうなる」

　紗さ夜やはこくりとうなずいた。

「だったら、なんでちゃんと捕まえておかないのさ？」

　ミルシェはどこか恥ずかしそうに顔を赤らめながらも、さらに踏み込んでくる。

「それは……」

　おまえには関係ない。

　そう続けようとして、紗夜は思い直す。

「──綾あや斗とを縛りたくないから」

　理由は自分でもよくわからないが、気が付くとそう口にしていた。

「？　よくわかんないなぁ」

　ミルシェは不思議そうな顔で両手を組んで頭の後ろに回す。

「あたしは自分が欲しいものがあったら、なにがなんでも手に入れたいって思うけど」

「……なら、おまえが欲しいものとは？」

「そりゃあ、もちろん世界ナンバーワンの座に決まってるじゃん！」

　ミルシェは瓦が礫れきの上で立ち上がると、力強く拳こぶしを握ってみせた。
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「世界ナンバーワン？」

　なんのことかわからず、首を捻ひねる。

「ようやくここまできたんだ！　後はあのシルヴィアさえ追い抜けば、そこが頂点！　世界の頂きってやつさ！」

「ああ……音楽」

　シルヴィアの名前を聞いて、ようやく合点がいった。

　だが同時に別の疑問が浮かんでくる。

「でも……だったらどうしてシルヴィア・リューネハイムのために綾あや斗とを糾弾する？」

「うっ……だ、だからそれは、その……」

　ミルシェは露骨に口くち篭ごもり視線を逸そらしたが、しばらくしてから真面目まじめな顔でぽつりと漏らした。

「……シルヴィアってのはさ、あたしらにとってやっぱ憧あこがれなんだよね。あたしらだけじゃなくて、たぶんクインヴェールの学生ほとんどがそうだと思う」

「……」

　ミルシェの声は今までになく静かで、紗さ夜やは口を挟はさむことなく目線だけで先をうながした。

「あたしらは三年前まで全然無名のド新人で、でもシルヴィアはその頃からもう世界の歌姫なんて呼ばれてて……だからいつかあいつを超えてやろう。そのためにはなんだってしようって思ってたし、今もそう思ってる。それは本当」

　ミルシェはそこで一度息を吐いて、視線を上に向けた。

「でも、シルヴィアがもし本当に誰か悪いやつに誑たぶらかされてたなら、そんなの可哀かわい想そうじゃん。そう思ったのも、本当なんだよね」

「……矛盾してる」

　というよりも、その場その場の感情に素直すぎるというべきか。

「まあそれはそうなんだけど、別にいいじゃん。あたしらはその時にあたしらがやりたいことを全力でやってるの。もちろんその上で、欲しいものも全部手に入れる。それで問題なし！」

　最後はいつものトーンに戻って、ミルシェがそう宣言する。

「だって自分の気持ちを我慢してたら、絶対いつか後悔しちゃうじゃん？」

「……っ」

　紗夜はその言葉に、はっと目を見開いた。

　自分でも知らないうちに、内ポケットへ収めたそれに手を伸ばす。

「……後悔、か」

「そうだよ。ほら、よく言うっしょ。やらないで後悔するより、やって後悔するほうがいいってさ」

　ミルシェは歯を見せて爽やかに笑った。

　紗さ夜やは苦笑でそれに応える。

「……それなら精々がんばってシルヴィア・リューネハイムを超えることだ」

「それが中々上う手まくいかないんだよねえ。歌でも序列でも、なにか一つくらいあいつの上をいければいいんだけど……」

　がっくりと肩を落とすミルシェ。

　そんなミルシェを見ていた紗夜は、軽く息を吐くと呆あきれ顔がおで言った。

「思うに、おまえたちはシルヴィア・リューネハイムの土俵で闘っている。なんでもいいから勝ちたいというなら、アイデアがないわけでもない」

「えっ？　ほ、本当に？　なになに、どうやったらいいのさ？」

　紗夜の両肩をがっしり掴つかむほど食いついてきたミルシェを押おし退のけ、こほんと咳せき払ばらい。

「……《星武祭フエスタ》の実績」

「実績……？」

「シルヴィア・リューネハイムは未いまだ《星武祭》を制したことがない」

「そりゃまあ、あいつが出てる《王竜星武祭リンドブルス》には化け物がいるからね」

　言うまでもなく、《孤毒の魔女エレンシユキーガル》のことだ。

「そう。シルヴィア・リューネハイムが《王竜星武祭》に拘こだわる限り、その目はこれからも薄い。だけど、その点おまえたちにはまだ可能性がある」

「っ！　そっか、あたしたちが《獅鷲星武祭グリプス》で優勝すれば……！」

　ぱあっとミルシェの顔が明るくなる。

「ただし……今回は無理。次回以降がんばれ」

「むっ！　なんで無理だってわかるのさ？」

「今回の《獅鷲星武祭》は私たちが優勝するからだ」

　紗夜が率直にそう言うと、ミルシェは笑え顔がおから一転して目を吊つり上あげた。

「なっ！　そ、そっちこそ次回にしとけばいいじゃん！　今回優勝するのはあたしたちのほうだ！」

「……そうはいかない」

　二人が睨にらみ合あい、視線が火花を散らし始めた、その時。

「やれやれ……まさか本当にここに来ているとはな」

　背後から突如として溜ため息いき交じりの声が響く。

「っ！」

　慌てて振り返れば、そこには凛とした顔立ちの女性が柱のエレベーターから出てきたところだった。

「ヘルガ……リンドヴァル警備隊長？」

　ぽかんとする紗さ夜やとミルシェ。

　さらにヘルガの背後には、綾あや斗ととルサールカメンバーの顔もあった。

「紗夜！」

「ミルシェ！」

　安あん堵どと喜びの混じった笑え顔がおで、お互いに駆け寄る。

「二人とも無事だったのはなによりだ」

　ヘルガもその光景に微かすかな笑みを浮かべていたが、すぐにその声こわ色いろは厳しいものに変わった。

「ただし、本来ここは立ち入り禁止の──いや、立ち入ることのできない場所だ。どうやって入り込んだのか、詳しく訊きかせてもらうぞ」


第六章　《ライア＝ポロス》

　どこか物悲しい夕暮れの空。懐かしい町並み。遠く聞こえるカラスの鳴き声。

　すぐにこれは夢だとわかった。

　遠い昔の記憶、そのままだったから。

「あらら、どうしたの紗夜ちゃん？」

　縁側で膝ひざを抱えて座り込む紗夜に、買い物袋を下げた遥はるかが優しく声をかけてくる。

「……綾斗とケンカした」

「ほほう」

　遥はちらりと奥の建物へと視線を向けた。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの道場からは綾斗が稽けい古こに打ち込む音が聞こえてくる。実のところ綾斗と紗夜がケンカをしたことは数える程度しかないのだが、その度に綾斗はこうして道場に篭こもっていた。

「なるほど、あっちも気が入ってないみたいね。重心の移動がなってないもの」

　音を聞いただけでそれを感じ取ったのか、遥が腰に手をあてる。その顔は姉ではなく師範のそれだ。

　が、すぐにまたいつもの優しい笑え顔がおに戻ると、紗さ夜やに向き直って言った。

「それで、原因は？」

「……引越しのこと。なんでだまってたのかって」

「あー、それかあ」

　納得したようにうなずく遥はるか。

　どうやら遥は事情を知っていたらしい。

「やっぱり紗夜ちゃんから伝えたほうがいいと思って言わなかったんだけど、そりゃまあわかっちゃうよね」

「……うん」

「どうして黙ってたの？」

　遥の直ちよく截せつな物言いに紗夜は一瞬鼻はな白じろんだが、それでも若干視線を逸そらしながらも正直に答えた。

「だって……綾あや斗とに言ったら、絶対気をつかう」

「うーん、まあねぇ……そういう子だからね」

「私はそんなの嫌だから、できるだけいつも通りにすごしたかった」

　ただそれだけの理由だったのに、なんで綾斗があんなに怒ったのか紗夜にはどうしてもわからない。

「そっか。相変わらず紗夜ちゃんは優しいね。うん、いい子だいい子」

　遥はそう言うと、いきなり紗夜を引き寄せてぎゅっと抱きしめる。

「……ハル姉、苦しい」

「おっと、ごめん。──でもさ、紗夜ちゃん。気持ちはわかるけど、それは最初から無理だったと思うよ？」

「どうして？」

　紗夜がきょとんとした顔で聞き返すと、遥は言い聞かせるように優しく紗夜の頭を撫なでた。

「だって綾斗は普段通りでも、紗夜ちゃんのほうはそうじゃないでしょ？　引越しのことを黙ってて、一人で我慢して、それでいつも通りに綾斗と遊べた？」

　紗夜はふるふると首を横に振る。

「だよね。世の中には我慢したほうがいいことも我慢しなきゃいけないこともたくさんあるけど、少なくとも相手が綾斗みたいな人間だったら素直に伝えたほうがいいと思うな。もちろんそれで必ず上う手まくいくとは言わない。でも、そっちのほうが後悔しないですむのは間違いないから」

「……よくわからない」

　紗夜がむすっとした顔でそう言うと、遥は困ったような苦笑いを浮かべた。

「あはは、それもそうか。じゃあ、とりあえず今は仲直りだけしてこよっか。紗さ夜やちゃんだって、綾あや斗ととケンカしたまま引っ越すなんて嫌でしょ？」

「……うん」

　それは確かにその通りだったので、強くうなずく。

「ん、素直でよろしい。ならばそんな紗夜ちゃんに、あたしから仲直り用の必殺アイテムを授けよう」

「……ありがと、ハル姉」

　紗夜はぺこりと頭を下げると、遥はるかが買い物袋の中から取り出した棒ぼうアイスを二本受け取り、急いで道場に向かって駆け出していた。

　　　　　　　　＊

「──紗夜、ほら起きて。隊長が来たよ」

「うゆ……？」

　すっかり寝入ってしまっていた紗夜の肩を揺すって起こすと、極めて寝起きの悪い幼おさな馴な染じみは目を擦りながら緩慢に周囲を見渡した。

「……ここ、どこ？」

「警備隊の本部だよ」

「警備隊……？」

　紗夜はしばらくフリーズしたかのように微動だにしなかったが、やがて経緯を思い出したのかぽんと手を打った。

「ああ、そうだった」

　星猟警備隊シヤーナガルムの本部は行政エリアのほぼ中心部、六花施政庁の隣りにある。

　外見はこれといって特徴のないビルだが、少しでも腕に覚えがある者ならばその周囲に漂う厳いかめしい空気を感じ取れるだろう。

　なにしろ警備隊員はアスタリスクの学生たちを相手にしなければならないのだ。相応の実力がなければ務まるものではない。実際、星猟警備隊には学生出身の隊員も多く、《冒頭の十二人ページ・ワン》に名を連ねた猛も者さも数多く在籍している。

　その警備隊本部の一室──実務的な椅い子すと机があるだけの簡素な部へ屋やだ──で、綾斗と紗夜はヘルガ・リンドヴァルを待っていたのだ。

「目は覚めたかな？　まずは、長時間待たせてすまなかった。チーム・ルサールカの聴取に思いのほか手間取ってしまってな」

　書類らしきものを抱えたヘルガが、そう言って綾斗たちの前に座る。

「ああ、いえ……」

　窓の外には夜の闇やみ。並び立つビルの向こうでは商業エリアの煌きらびやかな街明かりが夜空を照らしており、すでに静まり返っているこのあたり一帯とは対照的だ。

「再開発エリアでの私闘に関してだが、君たちは巻き込まれただけということで落着した。特に問題はないだろう」

「それはよかったです」

　大丈夫だろうとは思っていたが、正式にそう伝えられてほっと胸を撫なで下おろす。一先ずこれで他のチームメンバーに迷惑をかけることはなさそうだ。

「……あいつらは？」

「チーム・ルサールカとチーム・ヘリオンに対してはなんらかの処分が下るだろうが、まあこちらもそう重いものにはなるまい」

　紗さ夜やの質問にそう答えつつも、ヘルガの口調はどこか不満そうだった。

《星武祭フエスタ》に関連する処分はその一切が運営委員会の領分だ。星猟警備隊シヤーナガルムはあくまで取り締まるだけであって、当然ながら処分に口出しできるような裁量はない。そのあたりにヘルガも思うところがあるのだろう。

　そんな綾あや斗との考えを察したのか、ヘルガは口元を緩ゆるめた。

「無論、私としては今回のような一件──特にヘリオンのような危険なチームには厳罰をもって臨むことが必要だと思っている。が、私自身がこの都市のルールから逸脱するわけにもいくまい。そもそも傭よう兵へい生という制度自体が……」

　そこまで言いかけ、ゆっくりと首を横に振る。

「いや、これは余談だったな。本題に入ろう。すでに気が付いているだろうが、君たちが迷い込んだあの場所こそ、かつて《蝕武祭エクリプス》が開かれていた舞台だ」

「……やっぱりそうなんですね」

　紗夜を迎えにあの場所へ降りた時点で薄々わかってはいたものの、その《蝕武祭》を潰つぶした張本人から聞かされ、ようやく綾斗はそれを実感した。

　なにしろ警備隊へ連絡するとヘルガ自ら少数の隊員を引き連れて現れ、その中の一人である探査能力者があっという間に紗夜たちを捕捉。無事二人を発見したと思ったら即座に地上へ連れ出され、ほとんど有無を言わさずこの警備隊本部まで連行されたのだ。とても落ち着いて考えを巡らせるような状況ではなかった。

「まずあの場所だが、このアスタリスクにおける最下層、バラストエリアの底──つまり水中にある」

「バラストエリアの……？」

　これには迷い込んだ紗夜も驚きだったらしく、目を丸くしている。

　しかし考えてみればこれほど格好の隠れ場所はないだろう。綾斗自身バラストエリアに（望んでいたわけではないにしろ）足を踏み入れたことがあるが、あの水みな底そこになにがあろうと見つけるのはほぼ不可能だ。

「入り口は三種類。観客用、主催者用、そしてバトルフィールドに直結している参加者用だ。参加者用の六つのルートは全すべて地下ブロックにあり、いずれも偽装されている。君たちが見たように」

「……でも私たちの前に誰かあの隠し扉を開けた者がいた。そうでなければ私も気が付かなかったはず」

「そのことだが……」

　ヘルガは困ったように息を吐くと、彫刻のように凛然としていた居住まいをわずかに崩した。

「まあ、今更隠しても仕方ないだろう。あれをやったのはレヴォルフの傭よう兵へい生……チーム・ヘリオンの連中だ」

「あいつらが？」

　紗さ夜やが不愉快そうに眉まゆを顰ひそめる。

「私闘の件で彼らに聴取したところ、なんの衒てらいもなく認めたよ。あの場所を見に行った帰りだったそうだ」

「……見に行った？　なぜ？」

「彼らのボスであるＨＲＭＳ代表リベリオ・パレートはかつての《王竜星武祭リンドブルス》制覇者だが、同時に──《蝕武祭エクリプス》の選任参加者だった。これは当時の客の証言からも裏付けが取れているし、なにより本人が認めている。あいつが学生だった頃は、私もさんざん手を焼かされた口だ」

　その頃を思い出したのか、ヘルガの口調はどこか苦々しい。

「策を弄ろうするような男ではないが妙なカリスマの持ち主で、ヘリオンの連中もすっかりその信奉者といった感じだったな。おそらく連中にとっては聖地巡礼といったところだったのだろう」

「でも……あいつらはどうやって脱出を？」

　紗夜の話ではエレベーターを降りると自動的にドアが閉まり、戻れなくなってしまったらしい。

「参加者用のエレベーターは原則片道切符だ。試合に勝利しない限り戻ることはできない。……が、リベリオのような選任参加者は特殊なＩＤカードで自由に利用できたようだ。おそらくそれを使ったのだろう」

「俺からも一ついいですか？」

　聞いていてずっと疑問だったことを訊たずねてみる。

「《蝕武祭》はもうなくなったわけですよね？　だったらどうして未いまだにあんな場所が残っていたり、エレベーターなんかのシステムが生きてるんですか？」

　するとヘルガの顔に悔しさが滲にじんだ。

　ヘルガは無表情ということはないが、基本的にあまり表情の変化は大きくない。そんなヘルガにしては珍しく、感情的に言葉を続ける。

「以前、君には話したと思うが、ダニロ関連の捜査は統合企業財体の圧力により進めることができないのが現状だ。《蝕武祭エクリプス》はその最たるものであり、あの会場にも一切手をつけないよう、要請という名の命令がきている。なにしろ未いまだに証拠の一つも持ち出すことができないくらいだからな」

　それを聞いた瞬間、綾あや斗とは隣りに座る紗さ夜やが身体からだをわずかに強こわ張ばらせたのがわかった。

「──なにか？」

　ヘルガもそれに気が付いたのか、紗夜へ鋭い視線を向ける。

「……なんでもない」

　が、紗夜はそ知らぬ顔でそう言うと、ごまかすように目を逸そらした。

　ヘルガは心を見透かすような目でしばらくそんな紗夜の顔を見つめていたが、やがて小さく息を吐いて話を戻した。

「……ふむ、まあいい。ちなみにあの会場へ繋つながるエレベーターには侵入防止用の防護フィールドが設置してあったのだが、それもチーム・ヘリオンの手によって破やぶられてしまったようだな」

「確かに、私たちが入る時にはそんなものはなかった」

　チーム・ヘリオンの実力は折り紙つきだ。アルディの防護障壁クラスならまだしも、あの場所に設置できるような規模の防護フィールドでは足止めにもならなかっただろう。

「さて、私からは以上だ。なにか質問は？」

「いえ、大丈夫です」

「……私も」

　綾斗と紗夜が揃そろってそう答えると、ヘルガは軽くうなずいて立ち上がった。

「《星武祭フエスタ》の最中に時間を取らせてすまなかったが、これも仕事だ。悪く思わないでほしい」

　そう言うヘルガに促され、部へ屋やを出る。

「ああ、そうだ。もし必要なら誰かに学園まで送らせるが……」

「必要ない」

　綾斗が答える前に、紗夜がきっぱりと言った。

　そしてヘルガにぺこりとお辞儀をすると、綾斗の手を取って歩き出す。

「ちょ、ちょっと紗夜……？」

「いいから」

　そのままずんずん進む紗夜に引っ張られるようにして味も素っ気も無い通路を進む。途中、後ろを振り返ってみると、ヘルガが苦笑を浮かべて見送ってくれていた。

「ふぅ……ここまでくれば安心」

　警備隊本部を出てしばらく夜道を歩いてから、前を行く紗さ夜やはそう言って足を止めた。

　行政エリアといってもまだ明かりが灯ともっているビルは少なくないが、この時間ともなれば外を出歩く者はほとんどいない。

　にもかかわらず周囲の様子を注意深く窺うかがってから、紗夜は綾あや斗とへ向き直った。

「綾斗、これを」

　内ポケットからハンカチに包んだそれを取り出すと、綾斗へ手渡す。

「これは？」

　軽い。が、それに触れた瞬間、綾斗は電流が走ったかのような衝撃を感じた。

　ゆっくりとハンカチを開く。

　そして、思わず息を飲んだ。

「あの場所で拾った」

　紗夜の言葉が、どこか遠く聞こえる。

　レンズは割れ、フレームは曲がり、もはや本来の用をなさないであろうそれは、しかし間違いなく綾斗の姉の──天あま霧ぎり遥はるかのかけていた眼鏡めがねだった。

「隊長に見つかったらマズいと思った。なにも持ち出しちゃダメって言ってたから」

「ああ、それで……」

　ただ、あの様子だともしかしたらヘルガはなにか気が付いていたかもしれない。

　それでも。

「……ありがとう、紗夜」

「うん、どうってことない」

　綾斗の感謝の言葉に、紗夜はそう言ってはにかんだ。

　　　　　　　　＊

　──《獅鷲星武祭グリプス》四回戦。

「破はっ！」

　辮べん髪ぱつの青年の震しん脚きやくがステージに小さなクレーターを生じさせ、繰り出された掌打が綾斗を襲う。

　かろうじてその一撃をかわしたものの、さらに右手から小柄な三つ編みの少女が屈かがむように踏み込みながら肘ひじを繰り出してくる。綾斗は片手で持った《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を薙なぐようにして牽けん制せいするが、一歩遅い。

「くぅ……！」

　星辰力プラーナを腹部に集中して衝撃に耐え、逆にその腕を取って少女を投げ飛ばす。

　それは天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう組討術の一つであったが、間かん髪はついれずに辮べん髪ぱつの青年が追撃の拳こぶしを放ってきたため中途半端となり、少女は空中で回転して軽やかに着地。即座に間合いを詰め直し、辮髪の青年と息の合ったコンビネーション攻撃を仕掛けてくる。

《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》対策としてその取り回しの悪さを衝ついてくるのは常じよう套とう手しゆ段だんの一つだが、この二人は綾あや斗とにほとんどぴったりとくっつくような距離を常に保ち、最小限の動作で攻撃を続けていた。無論、生半な腕では不可能な芸当だ。

「《万ばん有ゆう天てん羅ら》の門下だけが界龍ジエロンではないと知れ！」

　少女が勝気にそう叫ぶ。

　チーム・饕餮タオテイエは《万有天羅》一派以外の門派から選出された代表者で構成されており、《冒頭の十二人ページ・ワン》でこそないものの全員が序列二十位以内の猛も者さだ。

　もっとも、すでに綾斗は二人の動きをある程度見切っている。それなのにこうまで防戦に追い込まれているのは、チーム・饕餮のリーダーである四白眼の青年の能力が極めて厄介だからだ。

「ふはははは！　そうだとも！　そして界龍の《魔術師ダンテ》が必ずしも道士タオシーというわけではないぞ！」

　その瞬間、綾斗は背後に殺気を感じて咄とつ嗟さに真横へ跳んだ。

　直後、虚こ空くうから獣の口だけを切り取ったかのような顎あぎとが出現し、その鋭い牙きばをトラバサミのように猛烈な勢いで噛かみ合あわせる。その顎はすぐに薄れて消えたが、直前までなんの気配もないため、綾斗は眼前の二人に集中することができなかった。この手の能力は〝識しき〟の境地でも察知することが難しい。

　着地した綾斗を、少女と辮髪の青年が即座に追撃し、それを迎撃しようとした綾斗の足元に再び巨大な口が開く。慌てて回避しようした先にも鋭い牙が待ち受け、少女と青年は攻撃の手を一瞬も休めない。

　四白眼の青年は道士のように汎はん用よう性を求めず、ただひたすらに能力の特性だけを磨いてきたのだろう。とにかく能力の発動が早い。

「うわっととと……！」

　バランスを崩し、逃げるように地面を転がる綾斗に連続して顎が襲い掛かる。

「いける！　いけるぞ！　まずはこのまま《叢むら雲くも》を仕留め、あとは……なにっ!?」

　四白眼の青年が途中まで言いかけたところで、ただでさえ大きな目をさらに見開いた。

「……よし、頃合かな」

　綾斗は小さく微笑ほほえみながら、跳ね起きる。

　四白眼の青年は先ほどまでユリスや紗さ夜やをその能力で牽けん制せいし、その上綺き凛りんやクローディアを抑えている前衛二人の援護までもを一人で行っていた。実際、短い時間とはいえそれをやりとげていた青年の実力は疑うべくもない。

　しかし綾あや斗とを仕留め切れそうだと判断したためか──もっともそうなるように綾斗が誘ったのだが──ほんのわずか、その攻撃を綾斗へ集中させすぎたのだ。

　結果──

「はあぁっ！」

「──もらいました！」

　綺き凛りんとクローディアはその隙すきにそれぞれ目の前の相手を打ち倒し、校章を断ち斬きっていた。

「し、しまった……！」

　もとより、一対一の実力なら界龍ジエロンの前衛よりも二人のほうが圧倒的に勝っている。勝利を求めず、あくまで抑え込むことに徹していたからこそ、そしてなによりも四白眼の青年のバックアップがあったからこそ、かろうじて二人の足止めができていたのだ。

「綾斗、行け！」

　それでも綾斗への攻撃の手を少しも緩ゆるめない少女と辮べん髪ぱつの青年に、ユリスの煌式遠隔誘導武装が襲い掛かり、綾斗から引ひき剥はがす。

「くっ……！　おのれ、《華焔の魔女グリユーエンローゼ》……！」

　少女が悔しそうに臍ほぞを噛かむが、ユリスの操作する煌式遠隔誘導武装レクトルクスの三次元攻撃は苛か烈れつで、受けに回らざるを得ない。

「ありがとう、ユリス！」

　その隙に綾斗は駆け出すと、四白眼の青年との距離を一気に詰める。

「なんの！　まだまだぁ！」

　四白眼の青年が両の手を前に突つき出し、綾斗を行く手を遮さえぎるように巨大な顎あぎとが出現する──が。

「……どどーん」

　紗さ夜やの放ったヘルネクラウムの光弾が、それを吹き飛ばす。

「ぐぬうううううううう！」

　なおも四白眼の青年は諦あきらめない。大きさは先ほどのものよりは小さいが、綾斗の周囲に同時に七つ、顎がその牙きばを剥むいた。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術中伝──〝夜や紋もん塵じん〟！」

　綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を両手で握り、走り抜けながら身体からだごと捻ひねるようにしてそれを一いつ閃せん。

「ば、馬鹿なぁ……!?」

　七つの顎とギョロ目の青年の校章を、全すべて一度に斬り払う。

「試合終了！　勝者、チーム・エンフィールド！」

　ステージに響き渡るその機械音声に、綾あや斗とはほっと安あん堵どの笑みを浮かべた。

　　　　　　　　＊

「ふぅ……やっぱり本戦になると出場者のレベルが違うなあ」

　試合と勝者インタビューを終えて控え室に戻った綾斗は、ソファにぐったりと身を沈めた。

　単純に戦闘能力だけを比較するなら綾斗たちを上回るチームはそう多くないが、それだけで勝敗が決まるわけではないのが《獅鷲星武祭グリプス》だ。

　綾斗たちチーム・エンフィールドは優勝候補の一角だけあって、対戦チームはどこも皆きっちりと対策を練ってきている。

「今回は少々綾斗に負担をかけすぎてしまいましたね。やはり界龍ジエロンの学生は──こと近接戦闘においては侮あなどれません」

「まあ、最悪俺が負けても、その結果チームが有利になればいいんだけどさ」

　チーム戦とはそういうものだ。

「他にどうしようもない場合は仕方ありませんが、それで怪け我がをされても困りますよ。仮に敗やぶれるとしても、できれば校章破損バツジブロークンで負けてくださいね」

　冗談めかしてクローディアが言うが、その内容は実際その通りだった。

　チームが勝ったとしても、綾斗が負傷して次の試合に出られないとなれば大問題だからだ。運営委員会が不戦勝を嫌っているため、チーム戦であるこの《獅鷲星武祭》でも二人までなら欠場が認められているものの、大きく不利になるのは否いなめない。

「それでもまあ、こちらは比較的ましなブロックなのではないか？」

「そ、そうですね……。少なくとも、決勝までチーム・ランスロットとぶつかることはないようですし」

　ユリスの言葉に、綺き凛りんが同意する。

　昨日きのう行われた組み合わせ抽選会により、本戦に勝ち進んだ三十二チームは再度新たなトーナメント表に振り分けられた。綾斗たちチーム・エンフィールドと、優勝候補筆頭であるガラードワースのチーム・ランスロットは幸い別ブロックだ。

「……あの無む茶ちや苦茶な連中もあっちだし」

　紗さ夜やがぼそりと言ったあの連中とは、先日綾斗たちの目の前で大おお暴あばれしてくれたチーム・ヘリオンのことだろう。確かにあの傭よう兵へい生たちの実力と凶悪さを考えると、できるだけ当たりたくない相手と言えた。

「こちらのブロックで要注意なのは、予選を見る限りまずチーム・黄龍ファンロンだろうな。特にあの《覇は軍ぐん星せい君くん》はまるで底が見えん」

「さすがは《万ばん有ゆう天てん羅ら》の一番弟子と言うべきでしょうね」

　クローディアもそれには異論がないようだ。実際、綾あや斗とも同感だった。

　二回戦で《覇軍星君》が見せた圧倒的な戦闘能力は、綾斗たちの想像を遥はるかに超えていたと言っていい。

（あれだけじゃ読み切れないけれど、おそらくあの人の近接戦闘能力は俺や綺き凛りんちゃんよりも……）

「綾斗先輩……？」

　自分でも知らぬうちに険しい顔をしていたのか、綺凛が心配そうに声をかけてくる。

「……いや、なんでもないよ。それよりほら、そろそろ次の試合が始まる時間じゃないかな？」

　綾斗はそう言って、ごまかすように部へ屋やの空間ウィンドウを開いた。

《覇軍星君》に対してはなにかしら作戦を考えなければならないだろうが、まずは目の前のことに集中だ。

「ああ、もうそんな時間か」

　その場にいた全員の視線が空間ウィンドウに集まる。

　まさに今、白を基調とした聖ガラードワース学園の制服が姿を現したところだ。

『東ゲートから現れたるは、聖ガラードワース学園が誇る銀翼騎士団ライフローデスが一翼にして前大会の準優勝チーム！　と言ってもまあメンバーは入れ替わっておりますが……それはともかく！　《輝剣クラウ・ソラス》エリオット・フォースター率いるチーム・トリスタンの入場です！』

　画面越しの歓声と、実際の会場を震わせる歓声が二重に響く。

『そしてそして！　西ゲートからは前大会のベスト八！　クインヴェール女学園が誇る大人気ガールズロックバンド！　チーム・ルサールカが登場です！』

　こちらでもチーム・トリスタンに負けず劣らずの歓声が沸き上がった。画面のミルシェたちはまるで自分たちのライブ会場であるかのように手を振り、それに応えている。粛々と歩みを進めるチーム・トリスタンの面々とは正反対だ。

「さて、皆さんはどちらが勝つと思われますか？」

　するとクローディアがいつもの笑え顔がおを浮かべ、唐突にそんな質問を投げかけてきた。

「……私はチーム・トリスタンだ」

　まず答えたのはユリス。

「こう言ってはなんだが、基礎戦闘力が違いすぎる。確かにルサールカの連携は大したものだ。しかし、あのメンバーでエリオット・フォースターの相手ができるのは、せいぜいミルシェくらいなものだろう」

「私もそう思います。正直、フォースターさんの剣技に対抗できるとは……」

　二人が言うように、予選で見たエリオット・フォースターは去年よりも格段に腕を上げていた。

　いや、剣技だけではない。身体能力そのものも随分と向上しているはずだ。

　一方で、ルサールカのメンバーは前回の大会映像とさほどの変化は見られない。もちろん成長期なので基礎的なスペックは上昇しているだろうし、前回から引き続き各自の連携には目を見張るものがあったが、それだけでチーム・トリスタンを打ち負かせるとは到底思えなかった。

　そもそもチームの連携で言えば、本来それを得意としているガラードワースのチーム・トリスタンも十分に卓越している。

「加えて、あの《聖茨の魔女ペルセフオーレ》だ。あれはかなり面倒な能力だぞ」

「はい……すごくチーム戦向きの能力だと思います」

　その意見にも異論はない。

　相当珍しい類の能力らしいが、もし闘うことになったとしたら綾あや斗とたちも対処に難儀するだろう。

「綾斗はいかがです？」

「うーん……」

　それらの条件を考えれば、チーム・トリスタンの勝利を否定する要素はどこにもない。

　それなのに、綾斗はなぜか即答できなかった。

　なにかが引っかかるのだ。

「──私はルサールカだと思う」

　答えあぐねる綾斗に代わって、そう言ったのは紗さ夜やだった。

「ほう。どういった理由だ？」

　ユリスが興味深そうにそう訊たずねると、紗夜は無表情に首を横に振る。

「理由はない。勘」

「……なるほど」

　ユリスは少しだけ呆あきれたような表情で肩を竦すくめるが、否定はしない。

　そこで時間切れとでも言うようにクローディアが手を叩たたく。

「ああ、そろそろ始まるようですね。では皆さん、しっかりとご覧になってください。なにしろ──この試合の勝者が、次の対戦相手となるのですから」

　　　　　　　　＊

　エリオット・フォースターは、試合開始と同時に先陣を切って飛び出していた。

　なにも言わずとも、それを追うようにして二人の騎士が続く。

　ガラードワースのチームに陣形はない。あらゆる状況において有機的に機能し、必要に応じて最適な連携を行い、集団の判断で個人の突出を後押しする。厳格な規律とたゆまない鍛たん錬れんが、その矛盾を孕はらんだ集団という個を可能にせしめるのだ。

　マフレナが空間投射キーボード型の純星煌式武装オーガルクスから放つ無数の光弾を、エリオットは苦もなくその軽やかな剣捌さばきで弾はじいてみせる。

「この程度で僕を止められると思わないでください……！」

　エリオットは《鳳凰星武祭フエニクス》の屈辱を胸に刻んで、この一年と数ヶ月を過ごしてきた。

　今のエリオットがあるのは、あの屈辱のおかげとさえ言えるほどだ。

『だけど、やっぱりキミの剣は──まだ軽い』

　天あま霧ぎり綾あや斗とがつぶやいたその言葉を、エリオットは敗北と共に素直に受け止め……粉々に噛かみ砕くだいた。

（重い剣なんて、こちらからお断りだ。それなら、僕は僕の剣をさらに軽く疾はやく研ぎ澄ます……！）

「そこまでだぜ！」

「……させないわ」

　エリオットの行く手を阻はばむようにトゥーリアとパイヴィが立ち塞ふさがる。

　が、エリオットがわずかに速度を緩ゆるめただけで、背後の騎士二人がエリオットを追い越してその二人と切り結び、道をこじ開けた。

　ガラードワースの連携に言葉は不要。エリオットがそう望むということは、同時にチームがそれを望むということと同義だからだ。

「……わざわざ来てくれなくても、あたしから出向くつもりだったんだけどなぁ」

「女性に足を運ばせるほど僕は無粋じゃありませんよ」

　ミルシェがギター型の純星煌式武装《ライアポロス＝カリオペア》を構え、それに応じるようにエリオットも片手剣型の煌式武装ルークスを構え直す。

　お互いチームリーダー同士、つまりこの勝負に勝ったほうが試合そのものを制することになる。

「さあ、いっくよー！」

　先手を打ったのはミルシェ。

　だがそれでいい。元来エリオットが得意とするのは後の先であり、カウンターでの一撃必殺こそがその真髄なのだ。

　エリオットの剣先が陽炎のように揺らめき、上段からのミルシェの斬ざん撃げきよりも一瞬早く校章を貫く──

「っ！」

　その寸前、エリオットはとっさに身を翻ひるがえしていた。

　直後、甲高いギターの音が鳴り響いたかと思うと、波のような振動が空気を震わせ、扇状に地面を粉砕する。

「おおっと、危ない危ない……これが振動破砕ってやつですか」

「ぐぬー、かわされたか！　でもまだまだ！」

　悔しそうに顔を歪ゆがめながらミルシェが追撃を試みるが、エリオットの剣けん閃せんが先んじるように煌きらめいていた。

「わわっ!?」

　ミルシェはギリギリのところでそれを防いだものの、エリオットは手首を返して円を描くような斬ざん撃げきを圧倒的な速度で繰り出し続ける。その猛攻を、剣型に展開した光刃でなんとか凌しのぐミルシェ。

　事実、彼女はエリオットの想像以上に耐え忍んでいた。六学園最弱と言われるクインヴェール女学園だが、腐っても序列三位。短時間で真正面からどうにかできるほど甘くはないようだ。

　とはいえ、すでにエリオットは半ば勝利を確信していた。

　ノエルの準備が整ったのを感じ取ったからだ。

「うわっ！　や、やばっ……！」

　ミルシェも一拍遅れてそれに気が付いたのか、逃げるように大きくバックジャンプして後衛のマフレナと合流する。

　エリオットはあえてそれを追わなかった。

　他のルサールカメンバーも、慌てた様子でミルシェの下へと集まってくる。

　地面を這はうようにしてゆっくりと彼女たちを追い詰めていくのは、触手めいた無数の茨だ。その茨はチーム・トリスタンの最後方、杖つえ型の煌式武装ルークスに額を付けて祈るようにしゃがみこんだ少女──《聖茨の魔女ペルセフオーレ》ことノエル・メスメルの足元から生えてきていた。その範囲はすでにステージの半分を覆おおうほどであり、さらには何本もの茨が絡からみ合い、支柱となって上方向にも伸びていく。

　俗に領域型と呼ばれる稀き少しような能力で、展開までに時間はかかるものの、その効果範囲をほぼ完全に支配下へ置くことが可能だ。

　ルサールカの面々もしきりに茨を攻撃してなんとか突破口を開こうとしているようだが、茨の再生速度は尋常ではない。焼け石に水だ。

　やがて茨は御お伽とぎ噺ばなしに語られる城のように、ルサールカたちをステージの一角に閉じ込めてしまった。

「さて、降伏していただけると僕も手間が省けて助かるのですが？」

　四方を茨に囲まれ、完全に袋のねずみとなったルサールカに、エリオットが切っ先を突つきつける。

「ばーかばーか、ぜぇったいお断りだ！」

　しかしながら、ミルシェを含め誰一人降伏の意思はないらしい。

「そうですか。それは残念ですが、仕方ありませんね」

　エリオットが煌式武装ルークスを構え、じりじりと間合いを詰める。

　こんなところで梃て子こ摺ずっている暇はない。次の相手はいよいよあのチーム・エンフィールド。天あま霧ぎり綾あや斗とに借りを返す、絶好の機会なのだ。

　ミルシェたちルサールカは背中合わせになりながらも攻撃に備えていたが、その隙すきをぬって茨が彼女たちの足に絡からみついた。

「な、ちょ、ちょっと、このお！」

　どうにかして振ふり解ほどこうと懸命に手足を動かすするものの、きつく絡みついた茨を外すには至らない。

　そして、この機会を逃すほどエリオットたちは愚かではなかった。

「もらいました……！」

　だが、その時。

「──くっそー、やっぱりこのままじゃ無理かぁ」

　俯うつむいたミルシェがそうつぶやいたかと思うと、耳を劈つんざくようなギター音と同時に、嵐あらしのような音波衝撃が吹き荒れた。

「ぐああああっ!?」

　わけがわからぬままエリオットたちは容赦なく吹き飛ばされ、ルサールカを囲っていた茨が全すべて引き千切られて消滅する。

　辛からくも着地に成功し、視線を上げたエリオットの前では、瞳に不気味な紺こん碧ぺきの輝きを宿したルサールカが、演奏を開始する直前といった佇たたずまいで楽器型の純星煌式武装オーガルクスを構えていた。

「さあ……次のセッションを始めよっか」

　　　　　　　　＊

「こ、これって……」

　空間ウィンドウから目を離さぬまま、綺き凛りんがごくりと喉のどを鳴らす。

　綾斗もユリスも、ルサールカが勝利すると言っていた紗さ夜やでさえも、唖あ然ぜんとしてしまい言葉が出てこない。

　試合は一気に形勢が逆転していた。

　ルサールカは茨を吹き飛ばして以降まるで別人のような動きになり、一方でチーム・トリスタンもその様子が一変していたからだ。ルサールカの動きは鋭く機敏に、チーム・トリスタンの動きは鈍く散漫になっている。その変化は極端で、明らかに疲労やダメージの影響ではない。

　ということは……。

「自分たちを強化し、相手を弱体化させているのか……」

　綾あや斗とは誰に言うでもなく、そうつぶやいていた。

「やはりこうなってしまいましたか……。どうやら、これが《ライア＝ポロス》の本当の力のようですね」

　唯一クローディアはある程度予測していたのか、それほど驚いていないようだ。

「なにか知っているのか、クローディア？」

　その言い様に、ユリスが鋭く問い質す。

「いえ、対策になるようなことはなにも。ただ、あの純星煌式武装オーガルクスのバックボーンに関する情報でしたら、少しだけ持ち合わせています」

「バックボーンだと？」

「《ライア＝ポロス》は、この《パン＝ドラ》と同じくラディスラフ・バルトシーク教授の手による純星煌式武装なのですよ。なので、その能力もあの程度ではないはずだと思っていました」

　クローディアはそう言って、腰のホルダーから発動体を取り出してみせた。

「元々《ライア＝ポロス》は一つの純星煌式武装でした。ですが、ウルム＝マナダイトの力があまりにも強大すぎて扱える者が現れなかったため、仕方なく五つに分割されたのです。そうすることによって、使い手の負担を分散させたのだと思われますが……」

　困ったように長い溜ため息いきを吐いてから、クローディアが続ける。

「おそらく前回の大会では、彼女たちがまだ《ライア＝ポロス》の力を上う手まく引き出せていなかったのでしょうね」

　そうしているうちに、チーム・トリスタンのメンバーは一人また一人と減っていく。

　エリオット・フォースターだけは最後まで奮闘していたが……。

「──試合終了！　勝者、チーム・ルサールカ！」

　程なくして、機械音声がその決着を告げたのだった。


第七章　ざわめきの夜

「なるほど、バラストエリアの底か……それは見つからないはずね」

　シルヴィアは廊下の陰で壁に寄りかかったまま、小声で笑った。

『一応言っておくけど、そのルートは行くだけならともかく特殊なＩＤがないと戻れないみたいだから気をつけて』

　シルヴィアのヘッドホンから聞こえてくるのは、綾あや斗との声。

　空間ウィンドウを開くことなく、携帯端末の音声通信を直接ヘッドホンのほうへ回しているのだ。

「あはは。それよりいいの？　そこまでしゃべっちゃって」

『もし逆の立場だったらシルヴィはどうする？』

　綾斗の声はからかうような口調だったが、そこには半ば確信めいたものが窺うかがえる。

「……うん。ありがと、助かる」

　シルヴィアは目を瞑つぶり、胸に添えた手をぎゅっと握った。

『ああ、それと遅くなっちゃったけど、お弁当ありがとう。美お味いしかったよ』

「ん、それは良かった。実は自信あるって言ったけど、本当は口に合うかちょっと心配だったんだ」

『……ただ、状況的に落ち着いて味わえなかったのが残念だったかな』

「え？　ああ、試合前だったもんね。それはそうか」

『はは……』

　するとなぜか困ったような曖あい昧まいな声が聞こえてきた。

「あっ、ところで明日はいよいよ五回戦でしょ？　がんばってね、応援してるから」

『シルヴィの立場的には、ルサールカを応援しないとまずいんじゃない？』

「もちろん、どっちも応援してるよ。彼女たちは可愛かわいい後輩だもん」

　シルヴィアの言葉は本心からのものだ。

　物事を適切に──あくまで自分なりにではあるが──推し量り、割り切ることができるからこそ、シルヴィアは素直に両者を応援することができる。それがあらゆることに対するシルヴィア・リューネハイムの基本スタンスだ。

　ただ、シルヴィアとて悟りを開いた聖人ではない。当然どうしても割り切れないことだってあるし、だからこそ悩み苦しむこともある。

　そしてシルヴィアはそんな弱い自分を嫌いではなかった。

「──と、ごめんね綾斗くん。そろそろ時間みたい」

『了解。それじゃ』

　シルヴィアは通信を切ると改めて時間を確認し、掃除の行き届いた廊下を歩き出す。

　ここはクインヴェール女学園、ツインホール東棟の最上階だ。

　廊下の突つき当たりには両開きの巨大な扉。シルヴィアが軽やかなノックの音を響かせると、部へ屋やの内側に向かって音もなく開いた。

「……あら？」

　その部屋は扉がある面を残し、三方の壁は全すべてガラス張りになっている。寒々しさを感じさせるほど広い空間には、奥の窓際にぽつんと置かれた執務机と椅い子す以外の物は一切存在しない。執務机の周囲には無数の空間ウィンドウが浮かび、バイザー型のグラスをかけた女性が椅子に座っていた。

　シルヴィアにとっては見慣れた光景であったが、珍しいことに今日きようは先客の姿がある。それもよく見知った顔だ。

「お疲れ様、みんな」

「っ！　シルヴィア、さん……！」

　机の前に直立不動している五人組は、まさに今日準々決勝へ進出を決めたばかりのルサールカだった。

「どうしたの、ペトラさん？　まさかまたお説教？」

　シルヴィアがそう笑いかけると、その女性──クインヴェール女学園理事長ペトラ・キヴィレフトは口元を緩ゆるめた。

　ペトラは自身もかつてクインヴェールの学生として《星武祭フエスタ》で活躍した《魔女ストレガ》であり、クインヴェールの経営母体である統合企業財体Ｗ＆Ｗの幹部であり、シルヴィアやルサールカのプロデューサーでもある。とにかく多彩で有能な女性だ。

「半分はそうですが、もう半分は今日の健闘を讃たたえていたのですよ。まあ、それもちょうど今終わりました」

　バイザーグラスがその奥にある瞳を黒く遮断し、その真意は量り辛づらい。

「なるほど。じゃあ、お説教は一昨日おとといの件かな？」

「うぐ……」

　シルヴィアの言葉にミルシェたちは露骨に表情を変えた。

　そのいきさつについてはすでにシルヴィアも耳にしているし、先ほど綾あや斗とからも詳細を聞いたばかりだ。

「《星武祭》の開催期間中、別の参加チームのメンバーに因縁をつけて絡からんだ挙句、他のチームと乱闘騒ぎ。しかもその後に迷まい子ごのおまけつき。そりゃまあ、怒られても仕方ないよね」

「……はい」

　神妙な顔で俯うつむくルサールカ。

「──でも、それはそれとしてお礼を言っておかないとかな」

「え？」

　ミルシェがきょとんとした顔でシルヴィアを見返す。

「だって綾あや斗とくんにつっかかっていったのは、私のことを気にかけてくれてたからなんでしょ？　聞いてるよ」

「い、いや、それはその……」

　困惑したように視線を彷徨さまよわせるミルシェに、シルヴィアは小さく肩を震わせながら質問を重ねた。

「それでどう？　あなたたちから見た天あま霧ぎり綾斗は、人を誑たぶらかすような人だった？」

「……いえ」

　意外なことに最初に答えたのは一番喧けん嘩かっ早ぱやい性格のはずのトゥーリアだ。

　それに続くようにして、他の面々も首を横に振る。

「ん、そっか。それは良かった」

　シルヴィアがにっこり微笑ほほえむと、ミルシェが噛かみ付つくように口を開く。

「で、でも、それとこれとは別ですから！　明日の試合、あたしたちは遠慮なんかしませんから！　あいつもけっちょんけちょんにしてきちゃいますからね！」

「もちろん。あなたたちはクインヴェールの代表なんだから、しっかりがんばってくれないと。でも、綾斗くんは……チーム・エンフィールドは強いよ？　大丈夫？」

　シルヴィアは冗談めかしてそう言ったが、ミルシェはむきになって答えた。

「当然です！　あたしたちはこれでも優勝狙ねらってるんですから！　それで、いつか──あなたを抜いて世界一のアーティストになるんです！」

　ミルシェはシルヴィアに指を突つきつけると、肩を怒らせて理事長室を出て行く。

「……その通り」

「うんうん！」

「よく言った、ミルシェ！」

　他のルサールカメンバーも大きくうなずきながらその後に続くが、唯一マフレナだけはそんなメンバーとシルヴィア、ペトラの顔を見比べ、何度も「ごめんなさいごめんなさい」と謝罪してから部へ屋やを出て行った。

「あまり彼女たちを焚たき付つけないでください、シルヴィ」

　扉が閉まるのを待ってから、溜ため息いき混じりにペトラがそうこぼす。

「ただでさえ、彼女たちは《ライア＝ポロス》の代償によって不安定なのですから」

　ルサールカが使う純星煌式武装オーガルクス《ライア＝ポロス》は、それを五等分することによってようやく制御が可能になったほど強力なウルム＝マナダイトをコアとしている。その代償は「精神侵食」。五分割される前の初期型は、使用者のほとんどが狂気に蝕むしばまれ心を病んだという曰いわくつきの純星煌式武装オーガルクスだ。

　現在の形に落ち着いてからも、その使い手は適合率が高いほど直情的になり、感情の制御が利きかなくなるという。だからこそ、一番適合率の低いマフレナは比較的正常な思考を維持できているのだと。

　──が。

「でもあの子たち、使い手に選ばれる前からあんな感じだったけど？」

「……」

　シルヴィアの言葉に、ペトラはこほんと咳せき払ばらいをして話題を変えた。

「ところで彼女たちは最初、天あま霧ぎり綾あや斗ととの関係を使ってあなたを陥おとしいれようとしていたようですよ？」

「あはは、それはまた相変わらずと言うべきか……」

　シルヴィアは思わず苦笑する。

　それがシルヴィアが騙だまされているかもしれないという考えに至ると、正反対の行動に出てしまうのだからなんとも可愛かわいらしい。

「それで、実際のところどうなのです。まさか本気ではないでしょうね？」

「だとしたら？」

　シルヴィアが質問で返すと、ペトラは再び溜ため息いきを吐いて額を押さえた。

「はぁ……まったくあなたといい彼女たちといいクロエといい、私が目をかけた子たちはどうしてこうも……」

「あら、もっと怒られるかと思ってたのに」

「それを咎とがめてどうにかなるようならばそうしますが」

　ペトラはそう言って立ち上がると、口元に薄い笑みを浮かべた。

「まあ、いいでしょう。その件に関しては、ある程度大目に見ます。私はあなたを信用していますからね」

（嘘うそばっかり）

　シルヴィアは心の中で舌を出した。

　ペトラ・キヴィレフトは本来冷酷で計算高い人間だ。だが、同時に理事長としてこの学園の生徒たちを愛しているのも間違いない。その乖かい離りを、彼女は他者を一切信用しないことによって埋め合わせている。

「ですが、もう一つの件に関しては少し自重してください」

「と言うと？」

　もう一つの件というのは、シルヴィアがウルスラの行方ゆくえを捜していることについてだろう。

「金きん枝し篇へん同盟という組織に聞き覚えは？」

「うーん……ない、かな」

「私もです」

「……なにそれ」

　シルヴィアが責めるような目線を向けると、ペトラは机に手を付き、わずかに身を乗り出した。

「わかりませんか？　統合企業財体の幹部たる私が、聞いたことがないと言っているのですよ？」

「……っ」

「最近になって、極ごく稀まれにですが私たちの情報網にその名前が引っかかるようになりました。これはあなたの行動が深化した時期と重なります」

　シルヴィアが探る範囲を純星煌式武装オーガルクスにまで広げた頃だ。

「詳細は一切不明。直接的になにかがあったわけでもありません。ですが……おそらくこの組織は相当に危険です」

「つまりただの勘？」

「不服ですか？」

　ペトラは優秀だ。おそらく今回の判断も正しいのだろう。

　だが、だからといってそれを素直に受け入れられるほどシルヴィアは大人でない。

　そもそもにおいてシルヴィアとペトラの立場は対等であり、一方的にその命令に従わなければならない謂いわれはないのだ。シルヴィアはペトラを利用し、ペトラもシルヴィアを利用する。それはシルヴィアがペトラに見み出いだされ、歌姫となる契約を交かわしたその時から変わっていなかった。

「わかった。頻度は下げる。それと、今まで以上に慎重にやる」

　これが精一杯の妥協点だ。

「……いいでしょう」

　ペトラはしばらくの沈黙の後、短くそう言った。

　　　　　　　　＊

「──っ！」

　クローディアが自室に戻ると、薄明かりに照らされた部へ屋やには一切の綻ほころびがない完全な笑みを浮かべた女性がソファにくつろいでいた。

「久しぶりですね、クローディア」

「……これはこれはお母様。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　クローディアは一瞬面食らった後、すぐに母──イザベラ・エンフィールドと同じような完かん璧ぺきな笑え顔がおを返す。

　どうやってこの部へ屋やへ入ったのかなどという無意味な問いを口に出すことはない。

　相手がイザベラとあっては、この学園のどこであろうとフリーパスだ。なにしろこの星せい導どう館かん学園の母体である統合企業財体銀河の最高幹部なのだから。

　そもそも、彼女が──正確には彼女たちが本気でクローディアを始末しようと思えばすぐにでも捻ひねり潰つぶせるはずだ。

　退学させることも、投獄することも、命を奪うことさえ容易たやすいことだろう。そうしないのは、クローディアが仕掛けた他の統合企業財体からの干渉がある程度功を奏しているからであり、なによりもそれがあまりに容易いからだ。

　クローディアを始末する方法はいくらでもあるが、他の統合企業財体に付け入る隙すきを与えることは小さからぬ不利益に繋つながる。銀河としては、それは極力避けたい。結果としてできうる限りギリギリまで、その決断は先延ばしにされる。

　それこそが、クローディアの狙ねらいだった。

「それで、今日きようは一体どのようなご用件で？」

「母が娘に会いにくるのがそれほどおかしいですか」

「生憎あいにくと、あなたが母らしいことをしてくださった記憶はありませんね」

　クローディアは笑顔のまま淡々と吐き捨てた。

「ああ、誤解しないでください。それでも私はお母様のことをそれなりに愛していますよ。お父様と同じように」

「奇遇ですね。私もです」

　お互いの言葉に嘘うそはない。何重もの精神調整プログラムを受けている統合企業財体の最高幹部とはいえ、機械ではないのだ。

　むしろ機械であっては意味がないとさえ言える。

　だから実際にイザベラもクローディアのことを愛しているのだろう。ただ、彼女が銀河に捧ささげるそれとは比較にならないほど矮わい小しようというだけで。

「まさか今更私を説得しにきたわけでもないでしょう？」

「当然です。あなたと私はよく似ていますからね。それが無意味なことくらいは理解しているつもりですよ」

　クローディアはほんの少しだけ顔を顰しかめた。

　それは幼少の頃から嫌になるほど聞かされてきた言葉だが、クローディア自身は目の前の女性を絶対に相あい容いれない存在だと思っている。イザベラは統合企業財体に全すべてを捧げた人間であり、クローディアは自分のためだけに生きてきた人間だからだ。

「では、そろそろご用向きをお聞かせ願えますか？」

　再度クローディアがそう訊たずねると、イザベラはすっとその目を細めた。

「少し話を聞きたいと思いましてね」

「話？」

「ええ、あなたが今回のような愚行に走った動機、その目的……我々には情報が足りません。ならば直接聞くしかないでしょう」

「私が素直に話すとでも？」

　クローディアがそう牽けん制せいするも、イザベラは意にも介さぬ様子で続ける。

「話しますとも。あなたにとってもそうする必要があるでしょう？」

「……」

　今更ながら、厄介な相手だとクローディアは心の中でつぶやいた。

　イザベラは当たり前のように人の行動を見透かしてみせる。

「あなたの目的はわかりません。ですが、あなたが我々の行動を煽あおり、抑制し、思うように誘導しようとしていることはわかります。そのためには、我々に情報を与えなければならないのでしょう？　さあ、だったら早くなさい」

「……わかりました」

　予定よりは早いが、問題ない。

　最終幕の舞台を整えるためには、どちらにせよ状況にもう少し手を加える必要がある。いっそここで済ませてしまうのも悪くはない。

「動機も目的も教えるわけにはいきませんが、多少の手の内は晒さらしてあげましょう。そうですね、まずは……あなた方銀河が絶対に私の行動を阻止しなければならない理由、などというのはいかがです？」

「……それは興味深いですね」

　イザベラの眉まゆがぴくりと動く。

「私が面会を希望しているラディスラフ・バルトシーク教授は、現在あなた方がその身柄を拘束しています。なぜなら教授は《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》の精神的指導者であり、あの事件の首謀者たちを煽せん動どうした存在──そんな人間が星せい導どう館かんに在籍していたとなれば大スキャンダルです。星導館はもちろん、銀河のイメージも大きく損なわれるでしょう。だからこそ、あなた方銀河は他の統合企業財体に小さからぬ権益を譲ってまで、その裁判を凍結した……というのが、他の統合企業財体の認識でしょうね」

　クローディアはそこまでしゃべると、イザベラの前のソファに腰を下ろした。

「ですが、あなた方が本当に隠したかったのは教授ではありません。教授が半ば偶然に創り出してしまった純星煌式武装オーガルクス──明確な自我を持ち、《星脈世代ジエネステラ》さえも自在に操る能力を持つあの《ヴァルダ＝ヴァオス》こそ、どうしても闇やみに葬ほうむらねばならなかった存在だった──違いますか？」

「……なぜそれを？」

　イザベラの表情から動揺は窺うかがえない。

　が、その声がわずかに震えているのをクローディアは聞き逃さなかった。

　そう。イザベラとて人間なのだ。機械ではない。

「《翡ひ翠すいの黄昏たそがれ》は《ヴァルダ＝ヴァオス》の能力によって《星脈世代ジエネステラ》優生思想を植えつけられた学生たちが引き起こした事件でした。これは教授がどうこうなどよりも、遥はるかに重大な──それこそ、扱いを一歩間違えれば銀河にとっても致命的となる真実です。ええ、当然ですよね。なにしろ未いまだその所在が掴つかめない《ヴァルダ＝ヴァオス》は、人間を洗脳することによってテロリストを自在に量産できる──つまり今も世界中で起きているあんな事件やこんな事件も、ひょっとしたら全すべて《ヴァルダ＝ヴァオス》が関与しているのかもしれないのですから。しかも、それを創り出したのが銀河の人間だったとなれば、もはやどれだけの責任を追及されるか、わかったものではありません。少なくとも、他の統合企業財体はこんな美お味いしいネタを見逃さないでしょう」

「……」

　イザベラは無言のまま、クローディアを見つめている。

「そして先ほどの質問にお答えしましょう。なぜ私がそれを知っているのか？　銀河の最高幹部にしか知らされていない最上級の機密情報を、なぜ？　簡単です。あなたが教えてくれたからですよ」

「……私が？」

　ついにイザベラが目を見開く。

　それはクローディアが生まれて初めて見た表情だった。

　無意味で不必要な愉悦が心に浮かび、すぐに消える。

「正確に言えば、幼い私にあなたが与えてくれた、この子がです」

　クローディアはそう言って、腰のホルダーから《パン＝ドラ》の発動体を取り出してみせた。

「……！　いや、ですが、そんなまさか……」

　それだけでイザベラは察したらしい。

　さすがに優秀だ。

「ふふっ、《パン＝ドラ》の代償は夢の中であらゆる己の死の可能性を体験すること。目覚めると同時にその内容は溶けるように消え、残るのは断片的な記憶のみ──ですが断片であれ、それらは十分に有益な情報です。無論、あくまで不確定な未来の知識である以上、どう組み合わせたところで未来図を描くことはできません。ですが、そこからすでに確定している過去の情報を推測することは可能です」

「……なるほど」

　イザベラは深く長い息を吐くと、ソファから立ち上がった。

「わかりました。どうやらあなたは我々が想像していたよりもずっと危険な存在のようですね」

「ふふっ、ようやくお気付きですか？」

　刹せつ那な、イザベラとクローディアの視線が激しくぶつかり合い、すぐにお互いがそれを逸そらす。

「銀河が私にとって望ましい結論を導き出してくれることを期待しますよ」

　扉へ向かうイザベラにそう声を掛けると、彼女は振り向くこともなく応えた。

「それならば私はあなたたちが明日にでも敗退してくれることを願いましょう」

　そしてそのまま部へ屋やを出て行く。

　一人部屋に残されたクローディアは、湧わき上あがる哄こう笑しようを抑えながら、誰にでもなくつぶやいた。

「ふふっ、ふふふ……！　そうはいきませんよ、お母様。ようやくここまできたのです。ここまできて躓くわけにはいかないのです……！」

　　　　　　　　＊

　落星工学研究会の薄暗い作業場では、紗さ夜やが物理キーボードを叩たたく音と機械の稼動音だけが響いていた。

「……ねえ、紗夜。明日も試合だってわかってる？」

　少し離れた椅い子すに座った綾あや斗とが呆あきれながらそう言うと、空間ウィンドウと睨にらめっこをしている紗夜は振り向くことなく答える。

「だからこうして急いでる」

「いや、そうじゃなくてさ……」

　言っても無駄とはわかっているが、言わずにはいられない。

　すでに時刻は深夜。明日の五回戦は十四時からなので、さすがにそろそろ身体からだを休めないと試合に響きかねない時間だ。

　それでも紗夜には煌式武装ルークスのカスタマイズを中断しようとする素振りは一切ない。一応作業は最終調整段階に入っているようで、煌式武装は発動体のまま無数のコードが延びる箱型の台座に納められていた。

「……本戦にも間に合わなかったのは私の落ち度。これ以上、チームに迷惑をかけられない。次の試合にはなんとしてでも間に合わせる」

「もしこれで体調を崩したら、そっちのほうがみんな困ると思うんだけどなあ」

　チーム・ヘリオンの一件もあって大幅に時間を取られ、予定が狂ってしまったらしいが、それはそれで仕方がないことだ。クローディアたちがそれを責めるなんてことはありえない。

　──が、そういう問題ではないことも、綾あや斗とはよくわかっている。

「綾斗こそ、帰って休んだほうがいい」

「俺は仮眠を取ったから大丈夫。……まあ、気が散るっていうのなら退散するけどさ」

「……いや、そんなことない、けど」

　紗さ夜やはほんの少しの間手を止め、そう答えてから作業を再開した。

　再び無言の時間。

　紗夜がキーボードを叩たたく音と、機械の稼動音だけが響き続ける。

　綾斗は押し黙ったまま、ただ紗夜の背中を眺める。

「……綾斗」

　やがて、唐突に紗夜が口を開いた。やはりその手を動かしたまま。

「うん？」

「綾斗は、先のことを考えたことはある？」

「先のこと？」

　漠然としすぎていて質問の意図が掴つかみかねたので、鸚鵡返しに問う。

「《獅鷲星武祭グリプス》で優勝して、無事ハル姉を目覚めさせることができたとして──その先のこと」

「それは……考えたこともなかったなあ」

　本当にその通りだったので素直に答えると、紗夜はくすくすとその肩を震わせた。

「うん。そうじゃないかと思った」

「そういう紗夜はなにかやりたいことでもあるのかい？」

　紗夜がこの学園に来た理由の一つである『父親の煌式武装ルークスを世に知らしめる』ことに関しては、すでに達成している。

「……やりたいこと、というのは少し違うかも」

　紗夜は考え込むように口を噤み、しばらくしてから短く続けた。

「ただ、覚悟は決まった」

「覚悟？」

　それもまた漠然とした話だ。

「でも、とにかく明日やることをやってから──よし、できた」

　すると紗夜はそう言って立ち上がり、嬉うれしそうに声を弾ませた。どうやら作業が完了したらしい。

　そのまま台座から発動体を取り出し、なにやら細かな点検を済ませてから煌式武装を展開させる。

「っ！　これって……！」

「……ふっふっふ」

　目を丸くする綾あや斗とに、紗さ夜やは得意そうにその小さな胸を張ってみせた。


第八章　偶像決戦

『──第二十四回《獅鷲星武祭グリプス》もいよいよいよいよ五回戦、準々決勝！　その最初の試合は、ここまで対戦チームをことごとくその圧倒的な力で打ち砕いてきた星せい導どう館かん学園チーム・エンフィールドと──！』

　実況であるミーコの声に呼ばれて綾斗たちが入場ゲートを出ると、今回もまた勝ち進むごとに大きくなる歓声がシリウスドームを揺るがせた。

『四回戦では圧倒的に不利とされていた予想を覆くつがえし、前回の準優勝チームであるチーム・トリスタンを下してみせた前大会ベスト八！　世界的ガールズロックバンドであるチーム・ルサールカー！』

　反対側のゲートから現れたルサールカの面々が、笑え顔がおで歩みを進める。

　歓声に応えるメンバーはそれぞれ堂に入っており、やはり試合前とは思えないほど悠然としていた。

　両チームのメンバーを解説の静しず薙なが紹介していく中、お互いステージへと降り、所定の開始位置まで進み出る。

「──さーて、そちらさんには悪いけど、四回戦に引き続き今回もまた番狂わせをさせてもらおーじゃんか」

　リーダーのミルシェがギター型の純星煌式武装オーガルクス《ライアポロス＝カリオペア》を肩に背負い、にやりと挑発的に笑う。

「生憎あいにくと、前回の皆さんの闘いぶりが評価されたようで、事前のオッズでは五分の評価となっているようですよ」

　それを真っ向から受け止めたクローディアが、平然とそう返した。

「ふーん、そっか。まあ、いいや。どっちにしろ、勝つのはあたしたちだかんね！」

「……そうはいかない」

　と、クローディアと入れ代わるようにミルシェの前に立った紗さ夜やが、熱く鋭く視線を投げる。

　その胸で発光する校章を見たミルシェが驚いたように目を見開いた。

『──そして、今回チーム・エンフィールドは今までの全試合でリーダーを務めていたクローディア・エンフィールド選手から、沙さ々さ宮みや紗夜選手へと……』

「へぇ、今日きようはあんたがリーダーなんだ。面白いじゃん」

「……個人的に、おまえは嫌いじゃない」

　紗夜の視線は苛か烈れつな炎を宿していたが、その言葉はどこか穏やかだ。

「けど、勝つのは私たち。ここは譲れない」

「ふふん！　それはこっちもだ！」

　紗夜とミルシェは視線を火花が散るほどに戦わせてから、同じタイミングで踵きびすを返して定位置へと戻る。

　チーム・エンフィールドの陣形は最前列に綾あや斗と、綺き凛りん、クローディアの三人。その背後に遊撃であるユリス。そして最後列にリーダーである紗夜という形だ。

　対するチーム・ルサールカは最前列にギター型の純星煌式武装を構えたミルシェとトゥーリア。その後ろに浮遊ドラム型の純星煌式武装《ライアポロス＝エラード》を展開したパイヴィと、ベース型の純星煌式武装《ライアポロス＝メルポーネ》を地面に突つき立てたモニカが並び、最後列ではマフレナが空間投射キーボード型の純星煌式武装《ライアポロス＝タレイア》を準備している。

『──そろそろ開始時間が迫ってまいりました！　お互いに準備は万全といった佇たたずまい！　果たして準決勝への切符を勝ち取るのはどちらのチームになるのでしょうか！』

　興奮を隠し切れないミーコの声と被るように、機械音声の宣告が響いた。

「《獅鷲星武祭グリプス》五回戦第一試合、試合開始！」

　途端に、それら全すべての音を吹き飛ばし塗り潰つぶすような、凶悪な重低音がステージを駆け抜ける。

「──っ！」

　先制攻撃を仕掛けようとしていた綾あや斗とは、その重苦しい衝撃に思わず膝ひざをつきそうになった。

　まるでタールピットにでも嵌はまってしまったかのように身体からだが重い。空気が粘りつき、手足に鉛が埋め込まれたようだ。

（これはまた……想定してた以上に強烈だな……！）

　綾斗はこの重低音の源であるモニカを──その純星煌式武装オーガルクスを睨にらむ。斧おの型に光の刃を展開したベースは、見た目もどこか禍まが々まがしく感じられる。

　なによりこの重低音は集中力に強く影響を及ぼしていた。発動させていた〝識しき〟の境地が完全に打ち消されてしまっている。

　天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうにおけるこの知覚拡充技術は精神を極度に集中させる必要があり、本来星辰力プラーナの有無とは無関係だ。しかし第一段階の鍵を壊し不完全な形で姉の封印を破やぶっていた以前の綾斗は、漏れ出した星辰力がノイズとなって必要な段階まで意識を高めることができなかった。今はその時と同じ状況だ。

　同時にそれは〝識〟の境地が下敷きとなった天霧辰明流の奥伝が使えないことを意味する。

「っと、まずい！」

　直後、綾斗たち前衛をミルシェとトゥーリアの放つ破砕振動波が襲った。空気がビリビリと震え、綾斗たちはとっさに回避したものの、直前まで立っていた地面が大きくえぐられる。

　二人の純星煌式武装はどちらも同じギター型。能力も同じようだ。ただしミルシェのそれが剣型に刃を展開しているのに対し、トゥーリアのそれはトライデント型に刃を展開している。

「悪いが今回は初しよっ端ぱなから全力だ！」

「はっはー！　オレたちのサウンドに酔いしれな！」

　そう言うミルシェとトゥーリアの瞳には、純星煌式武装のウルム＝マナダイトが放つ青色の光が同じように灯ともっている。

　さらに最後列にいるマフレナの指が空間投射キーボードの上で踊ると、その周囲に無数の光弾が出現──綾斗たち目掛けて高速で放たれた。

「咲き誇れ──赤円の灼斬花リビングストンデイジー！」

　その光弾のいくつかを弾はじき返かえすように、ユリスの生み出した炎の戦輪が空を翔かける。

　ただ、その動きは精彩が欠け、炎もどこか弱々しい。

　実際にその戦輪たちも、パイヴィが浮遊ドラムを叩たたくと同時に雲うん散さん霧む消しようする。

　音圧防壁──パイヴィの純星煌式武装オーガルクスの能力だ。目を凝らすと直径一メートル程度の空間が波紋のように歪ゆがんでいるのがわかる。アルディの防御障壁に少し似ているが、こちらのほうが小型で大量に展開できるようだ。もっとも、その分堅さはそれほどでもないと思われる。

「くっ……！　すまないがやはり星辰力プラーナの集中が上う手まくいかん……！　援護のタイミングも普段通りというのは難しそうだ……！」

　ユリスが苦々しい顔で歯を食いしばりながらも、煌式遠隔誘導武装レストルクスで光弾を防ぎつつ言った。確かにこの状況下で一番苦しいのはユリスだろう。《魔女ストレガ》にとって星辰力の集中を阻害されるというのは致命的だ。

「了解、だったらまずは作戦通りに……！」

　綾あや斗とは空中で身体からだを捻ひねって光弾を回避し、視線をモニカへと向ける。

　が、綾斗の着地を狙ねらってトゥーリアの横よこ薙なぎの斬ざん撃げきが走った。

「そうはさせねーよ！」

「ぐぅ……！」

　とっさに《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》で受け止めるが、驚くほどに重い一撃だ。

　しかも五分割されているとはいえさすがは純星煌式武装というべきか、《黒炉の魔剣》で受けてもギターに生成された光の刃を焼き斬きることができない。

　トゥーリアは続けて上段からの斬きり落とし、踏み込んでの突つき、身体からだを回しての回転斬りと連続攻撃を仕掛けてくる。その太刀筋は鋭く流麗で、普段のトゥーリアの粗暴さからは考えられないほどスマートだった。かなりしっかりと基礎訓練を積んできただろうことが窺うかがえる。

　綾斗はその三連撃をからくも防ぎきるが、今のトゥーリアと綾斗の近接戦闘能力はほぼ互角といったところだ。

　ということは──

「きゃあっ……！」

　一瞬だけ視線を向けると、ミルシェの鋭い斬ざん撃げきを千せん羽ば切きりで防いだ綺き凛りんが身体ごと吹き飛ばされている。

　直後、《パン＝ドラ》の双刃がミルシェの身体を挟はさみ込こむが、ミルシェはその手の純星煌式武装を回転させて弾はじき、お返しとばかりにクローディアへ鋭い蹴けりを見舞う。

「あらあら、これは厳しいですね……！」

　クローディアは背後に跳んでなんとかそれを回避したものの、休む間もなくミルシェの追撃が襲う。

（綺凛ちゃんとクローディアを、たった一人で……！）

「おら！　よそ見してんじゃねーぞ！」

　その途端、綾あや斗との背筋をぞくりと冷たいものが走った。

　はっと注意をトゥーリアに戻した時には、すでにその指がギターの弦にかかっている。

（まずい……！　これは避よけきれない……！）

　トゥーリアの破砕振動波は範囲が広い。今の綾斗の瞬発力では、範囲外まで逃れるのは無理だろう。

　──が。

「……ずどーん」

　次の瞬間、ステージを六筋の光の帯が翔かけ抜けた。

「んなっ!?」

　その一つは綾斗の脇わきをすり抜けるようにしてトゥーリアの胸の校章を違たがわず正確に撃ち抜く──寸前で、惜しくもガードされてしまう。

「な、なんだ今の!?」

「……危なかったわね」

「いきなり校章狙ねらってくるなんてえ……！」

　ミルシェたちの口からも次々と焦ったような声が漏れる。

　今の奇襲で誰か一人でも倒せていたらかなり楽になったのだが、さすがにそう上う手まくはいかなかったようだ。もっとも綾斗や綺き凛りん、クローディアはその隙すきに体勢を立て直すことができたので十分助かった。

「ちょっと、なんだよあれは……？」

　ミルシェたちの驚きよう愕がくの視線は、綾斗たちの背後へ向けられている。

　そこに立つのは大型煌式武装ルークスをまとう紗さ夜やの姿。巨大なバックユニットを備えたその煌式武装は、かつて《鳳凰星武祭フエニクス》の準決勝でアルディたちを相手に紗夜がお披ひ露ろ目めした粒子砲だ。

　だが、その細部はあちこちが大きく変更されている。最も目立つのは、バックユニットから噴き出す反動制御用のバーニアだろう。

「……四十一式煌こう型がた誘導曲射粒子砲ホーミングブラスターヴァルデンホルト改」

　全身に六門の砲口を開いたその煌式武装を構え、紗夜は小さくそうつぶやいた。

　　　　　　　　＊

　──数時間前、シリウスドーム控え室。

「再度確認しますが、《ライア＝ポロス》の中で最も厄介な能力はモニカさんの『阻害弱体化』と、マフレナさんの『活性強化』です。最低でもこのどちらかを撃破しない限り、我々に勝機はないでしょう」

　試合前最後の作戦会議で、クローディアが言った。

　四回戦の映像から察する限り、モニカの《ライアポロス＝メルポーネ》は敵対集団を弱体化し、マフレナの《ライアポロス＝タレイア》は味方全員を強化する能力があるようだ。後者には光弾を撃ち出す能力もあるようだが、強化能力に比べればさほど脅威でもないだろう。

「そのため最優先ターゲットはこのお二方となります。モニカさんは個別の戦闘力で見るとマフレナさんよりも上ですが、ポジション的には前衛。比較的狙ねらい易やすいのはこちらかと思います。同時にマフレナさんの戦闘力は他のメンバーよりも劣りますが、援護に徹しているため常に最後列。パイヴィさんの防御能力を考えると遠距離攻撃が届くかは微妙なところですし、辿たどり着つくのも一苦労でしょう。ただし、与し易いのはこちらかと」

　一同は真剣な顔でクローディアの言葉に耳を傾けている。

「……それを踏まえた上で、私が提案する作戦は二段階構成になります」

　クローディアは指を二本立ててみせた。

「どちらも鍵となるのは──沙さ々さ宮みやさん、あなたです。リーダーをお任せするのもその一環だと思ってください」

「……」

　クローディアの視線を受け、紗さ夜やが無言でうなずく。

「おそらくモニカさんの能力の影響下にある限り、《魔女ストレガ》としてのユリスの援護はスムーズに行われないと考えておくべきでしょう。そのため、ユリスには作戦から外れてもらい、完全に自由な遊撃として動いてもらいます。もちろん可能な限り援護は行ってもらいますが、前衛各位はそれを想定しないで動いてください」

「……悔しいが、それが無難だろうな」

　そう言いつつも、あからさまに不満そうな顔でユリスが爪つめを噛かんだ。

「私も今回は《パン＝ドラ》の未来予知能力を使用するつもりです。これから先のことを考えるとあまり多用はできませんが、谷や津つ崎ざき先生がおっしゃっていたように出し惜しみをして負けてしまったら意味がありません。できれば六十秒程度で済ませたいところなのですが……」

　そう言いながらクローディアはホルダーの《パン＝ドラ》に手を伸ばす。

　今現在、クローディアが予知できるストックはおよそ三百六十秒。クローディア曰いわく、チーム・ランスロットに勝つには二百秒程度は残しておきたいそうなので、準決勝のことも考えると確かにそれ以上は減らしたくないだろう。

「さて、それでは作戦の詳細をお伝えします」

　クローディアは一同の顔をゆっくり見回すと、声を潜めて語り始めた。

　　　　　　　　＊

「ホ、ホーミングレーザー!?」

　紗さ夜やの大型煌式武装ルークスを前に、ミルシェが警戒するように後ずさる。

　モニカの『阻害弱体化』も煌式武装そのものには影響を及ぼさない。それ故に、紗夜はこの試合におけるチーム・エンフィールドの要かなめだった。

「だいじょーぶだいじょーぶ！　今のモニカたちなら十分対処できてるもん」

「……そうね。確かに狙ねらいは正確だけど、威力はそこまででもないわ。私の防壁で防げる範囲よ」

「それにさ、相手のリーダーだってあんなデカブツ背負ってたら動きも制限されちゃうって。むしろチャンスだって思わないと」

「ふむむ……それもそっか」

　そんなミルシェを押おし留とどめたのはモニカとパイヴィだ。

　なるほど、こうして見るとチームの役割分担もよくできている。

　クローディアは《パン＝ドラ》を下段に構えながら、チーム・ルサールカの動きを素早く見て取った。

　戦闘においてもミルシェやトゥーリアといった勢いに乗ることで力を発揮するタイプを、モニカやパイヴィのような比較的どっしりと構えたタイプが崩れないように支えているようだ。

　そして──

「あ、あの、トゥーリアさんは前に出すぎです……！　パイヴィさんもその位置だと左側に防壁展開範囲の死角ができてしまうので戻ってください！」

　なにより厄介なのが最後列のマフレナだ。

　チームをコントロールするタイプではないが、致命的な穴に至りそうな綻ほころびを見つけ、それを修正するのがとにかく早い。

「そうはさせん！」

　陣形の乱れの隙すきをついて、ユリスの声が響いた。

「しまった……！」

　六本の煌式遠隔誘導武装レクトルクスがパイヴィの音圧防壁をすり抜け、上空からモニカを襲う。

「ふっふーん！　なによお、こんなの……って、あれえ？」

　モニカが斧おの型に展開した光刃を振るってそれを払いのけるが、無論ユリスの狙いはそこではない。

　打ち払われた煌式遠隔誘導武装はモニカを囲むようにして等間隔に突つき刺さる。

「──綻べ、栄裂の炎爪華グロリオーサ！」

　ユリスがそう叫ぶと同時にモニカの足元に魔法陣が展開し、巨大な炎の柱が五本、まるで悪魔の爪つめのように立ち上った。

「なにゃっ!?」

　巨大な炎の掌てのひらに囚とらわれ、立ち尽くすモニカ。

　煌式遠隔誘導武装レクトルクスを使った設置型能力の短縮発動は予選でも見せていないため、さすがに反応できなかったのだろう。炎の爪が握り潰つぶすように閉じられる。

　──が、パイヴィの防壁がそれを押おし留とどめるように展開し、ギリギリのところで防がれてしまった。

「あ、あっぶないわね、もお！」

　その隙すきに囲みから抜け出そうとするモニカだったが、それを見逃すほどこちらも甘くはない。ここでモニカを仕留められればかなり楽になる。

「モニカっ！」

「させません！」

　救援に向かおうとするミルシェを綺き凛りんの剣撃が阻はばむ。

　同じようにモニカの下へ向かおうとしたトゥーリアも、対応している綾あや斗とが上う手まく抑えてくれているようだ。

　となれば、ここは勝負の仕掛けどころだろう。そう判断したクローディアは《パン＝ドラ》を構えて疾走し、モニカとの距離を詰める。

「……行かせないわ」

　その前に立ち塞ふさがるのは、巨大な浮遊ドラム型純星煌式武装オーガルクスを盾のように展開させたパイヴィだ。

「いいえ、残念ながら──」

　クローディアは微笑ほほえみながら、そう言って《パン＝ドラ》に意識を集中させた。

　その途端、世界が色を失い静止する。

　──まずはパイヴィを右にかわす。直後、パイヴィの身体からだを陰に死角に回っていたマフレナから光弾が十二発放たれ、このままモニカの下へ直進した場合はその内六発が直撃。半秒戻る。転がるようにしてこれを回避。それでも二発が直撃。半秒戻る。ジャンプして回避。一発が足に命中。星辰力プラーナを集中させて耐える。が、バランスを崩したところへパイヴィの音圧防壁がクローディアを跳はね除のけるように展開。一秒戻る。六発の光弾を《パン＝ドラ》を振るって切り払う。全力疾走では不可能。二発被弾。半秒戻る。速度を緩ゆるめ、光弾を全すべて切り払う。直後、正面に展開した音圧防壁をサイドステップで回避……し切れない。一秒戻る──

　最終的にクローディアが未来予知のストックを十六秒費やしたところで、再び世界は動き出した。

「──あなた方では、私を止めることはできません」

　クローディアは左にステップを踏んでフェイントを仕掛けると、パイヴィを右にかわしたところで踊るように身体からだを回転させる。二つの弧を描いた《パン＝ドラ》の剣けん閃せんはマフレナが放った光弾を角度を付けて弾はじき返かえし、パイヴィを牽けん制せい──それにより一瞬遅れて展開した音圧防壁をクローディアは身を屈かがめて潜くぐり抜ぬけ、炎の檻おりから抜け出したばかりのモニカの下へと間合いを詰めていた。

「馬鹿なっ!?」

「これが《パン＝ドラ》の未来予知……！」

　パイヴィが驚きよう愕がくに目を見開き、マフレナが唖あ然ぜんとした顔でつぶやく。

（さて、ここまでは良し。問題はこの先……）

　下段に垂らした《パン＝ドラ》を斬きり上げ、モニカの校章を狙ねらう。

「わわわわっ！」

　幸いモニカはまだ体勢を立て直していない。

「あっまーい！」

　が、その剣撃は割って入ったミルシェに受け止められていた。

　その両目に煌きらめく紺こん碧ぺきの灯ともし火びが、不気味で美しい軌跡を描く。

「あらあら、お早いご到着で……！」

　わかっていたことだが、今のミルシェを今の綺き凛りんが一人で足止めするのは実質的に不可能だ。

　それは同時に、今のクローディアが一人でこのミルシェを出し抜いてモニカを仕留めることが不可能だということも意味している。

　余程の無む茶ちやをしない限りは。

（……まあ、仕方ありませんね）

　クローディアは再度《パン＝ドラ》へ意識を集中させる。

　せっかく敵チームのリーダーが目の前にいるのだから、いっそその校章を叩たたき割わってやりたいのは山々だ。しかしモニカの純星煌式武装オーガルクスによって身体能力が低下している今のクローディアでは、どれだけストックを費やそうとも難しいだろう。ならば打つ手は一つしかない。

　──三十秒。──四十秒。──五十秒。

　まだ足りない。

　──六十秒。──七十秒。──八十秒。

　まだだ。

　──九十秒。──百秒。

（……このあたりが限界ですか）

　クローディアが苦笑を浮かべるのと同時に、世界が色彩を取り戻す。

「はぁっ！」

　クローディアは右手の刃をミルシェに向けて振り下ろすが、それはあっさりと受け止められてしまった。時間差で左手の刃をミルシェの脇わきを掠かすめるようにして突つき、背後にいるモニカの校章を狙ねらうものの、ミルシェは右みぎ肘ひじで刃の腹を叩たたいて軌道を逸そらす。さらにその攻撃によって開いたクローディアの胸の校章目掛け、光の刃を振り下ろす。クローディアは身体からだを捻ひねってそれをかわすと、そのまま痛烈な回転斬ぎりをミルシェへ叩き込んだ。ミルシェはとっさにギターでガードしたが、渾こん身しんの力を込めたその剣撃にさしものミルシェも一瞬動きが止まる。

　クローディアはバランスを崩しながらも強引に足を踏み込み、モニカへと斬ざん撃げきを見舞うが──

「あんまりモニカを舐なめないでほしいなあ！」

　無理に無理を重ねた一撃は、すでに体勢を立て直していたモニカの光刃によって受け流されてしまった。

　すぐに身体を戻そうとするが、それよりも早くミルシェが鋭い蹴けりをわき腹にえぐりこんでくる。

「ぐぅ……！」

　回避しきれず星辰力プラーナを集中させてダメージを軽減させたものの、吹き飛ばされて地面に膝ひざをつく。

「きゃははっ！　チャンスとーらい、いっただきぃ！」

「っ！」

　そこへ追撃をかけてきたモニカが斧おの型に展開した光刃を振り抜き、クローディアの校章を真っ二つに叩き割る。

「やったぁ！　大金星！」

「──ずどーん」

　と、ほぼ同時に、クローディアの背後からうねるように迸ほとばしった光の奔流が、モニカの校章を打ち砕いていた。

「……え？」

　紗さ夜やのホーミングブラスターだ。

「クローディア・エンフィールド、校章破損バツジブロークン」

「モニカ、校章破損」

　重なるようにして機械音声がクローディアとモニカ、二人の敗北を告げる。

　つまりは相打ちだ。

　二百回近い未来予知という名の試行錯誤の末、クローディアが見み出いだした最善の結果がこれだった。敵が最も油断するのは獲物を打ち取った瞬間──そこを狙ねらったのだ。

　チーム戦において敗北した選手は、当然ながらその後敵味方双方に対していかなる干渉もできない。

　クローディアたちを苦しめていた『阻害弱体化』の効果もここまでだ。

「そ、そんなあ」

　半泣きの表情でへたり込むモニカを横目に、クローディアは安あん堵どの息を吐いた。

　とにもかくにも作戦の第一段階はクリアだ。

（後は頼みましたよ、皆さん……）

　クローディアは内心でそうつぶやくと、ステージの端に下がりつつ仲間たちに目を向けた。

　　　　　　　　＊

「皆さん、一度陣形を組み直します。戻ってください……！」

「そうは言ったってよお……！」

　綾あや斗との突つきをかろうじて防いだトゥーリアが、背後に下がりながら顔を歪ゆがめる。

　モニカが退場したことで、圧倒的に押されていた戦況は大きくその流れを変えていた。全体で見ればまだまだ互角といったところだが、少なくとも綾斗とトゥーリアの局地戦においては完全に綾斗が優位に立っている。

　それでも勝負を決めきれないのは、パイヴィの音圧防壁が的確なタイミングでサポートに入ってくるからだ。

「咲き誇れ──呑竜の咬焔花アンテリナム・マジエス！」

　もっともこちらも《魔女ストレガ》としてのユリスの援護が復活している。綾斗はステージを舞う焔の竜の熱気を感じながら、《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》を握り直した。

　これからパイヴィは専らその対処に力を割かねばならないはずだ。そうなれば遠からずトゥーリアを押し切ることができるだろう。

　見れば綺き凛りんもすっかり技のキレを取り戻し、ミルシェを〝連れん鶴づる〟で押し込んでいる。

「……舐なめるなよ、《叢むら雲くも》！」

「──！」

　しかしトゥーリアからふいに鋭い踏み込みの一撃を受け、綾斗はその気迫に舌を巻いた。どうやら、そう上う手まくはいかないようだ。

「確かにオレは素の戦闘力じゃおまえには及ばねえ。こうして打ち合えてるのも、マフレナの──純星煌式武装オーガルクスの力があってこそだ。けどよ、そんでもオレにだって意地があるんだぜ！」

　さすが気の強さは相当なものらしい。

　そう易やす々やすとやらせてはくれないか。

「えーい、しゃーない！　こうなったら出し惜しみなしだ！　みんな、『共鳴レゾナンス』解除！」

　と、ミルシェがふいにそう叫んだ。

（『共鳴』……？）

《ライア＝ポロス》はまだ謎なぞの多い純星煌式武装だ。なにかしら奥の手を隠していても不思議ではない。

　綾あや斗とが警戒のため一度距離を取ろうとしたその瞬間、トゥーリアが激しくその弦を爪つま弾はじく。

　──直後、ステージ諸もろ共ともに押し潰つぶすかのような重低音が響き渡ったかと思うと、綾斗はとてつもない衝撃を受けて大きく背後に吹き飛ばされていた。

「くぅぅ……っ!?」

　空中で身体からだを捻ひねりつつ、なんとか片かた膝ひざをついて着地する。

「……綾斗、大丈夫？」

　近くにいた紗さ夜やが駆け寄ってくるが、綾斗は片手を上げてそれを制した。

「ああ、なんとかね。でも、今のは……」

　破砕振動波ではない。綾斗はとっさにではあるがその範囲からは逃れていたはずだ。

（そう。むしろ今のは、パイヴィの……）

　そう考えつつ、目を凝らした綾斗は愕がく然ぜんとした。

　その眼前──何十メートルにも渡って空間が歪ゆがむように波打っている。

「これは……まさか音圧防壁なのでしょうか？」

　今の攻撃で同じように吹き飛ばされたであろう綺き凛りんが、片手で頭を押さえながらそう訊たずねてきた。

「だとしたら、とんでもないな。今までの何十倍の規模だ？」

　険しい顔のユリスも合流し、そうつぶやく。

　やがて音圧防壁が消えると、その向こうではこちらと同じくルサールカの四人が集結していた。

「ふふん！　どうだ、驚いたか！」

　ミルシェが不敵な笑みを浮かべつつ、手にしたギターを綾斗たちに突つきつける。

「あたしたち一人一人の純星煌式武装を共鳴させることで、この《ライア＝ポロス》本来の力を限定的に引き出す必殺技！　もはや万に一つもあんたたちに勝ち目はない！」

「……その割には、そっちも随分と苦しそう」

「うぐっ……!?」

　紗さ夜やの指摘に、露骨に顔色を変えるミルシェ。

　実際、ルサールカのメンバーは全員が苦しそうに汗を浮かべている。

　おそらく『共鳴レゾナンス』とやらは彼女たちにとっても負担が大きいのだろう。

「ふ、ふん！　まあいいさ。どっちにしろ、これで終わりなのは変わりないんだ！」

　ミルシェはそう言ってギターを構え直す。

　その刹せつ那な、ぞわりとした悪お寒かんが背筋を駆け抜けた。

「まさか……っ！」

　他の皆もそれに気が付いたらしい。

　普段は直径一メートル程度の音圧防壁が今の規模になるのだとしたら──

「こいつからは逃げられねーぞ！」

　トゥーリアが高らかに叫び、腕を振り上げた。

「皆、私の後ろに下がれ！」

　ユリスが前に飛び出し、その周囲の万応素マナが急速に渦を巻く。なんらかの防御能力を発動するつもりなのだろう。

　しかし、このままではまず間に合わない。

　だがそこへもう一人、綺き凛りんが駆け出していた。

「やぁー！」

　まるで槍やり投げのような構えから大きく踏み込み、千せん羽ば切きりが放たれる。

　綾あや斗とは以前、綺凛から聞いたことがあった。抜刀術と同じく刀とう藤どう流の分家が編み出した異端の投とう擲てき術で、名は『嘴はし食ばみ』。

「うわっ!?」

　風を切り裂き一直線に翔かける銀色の刃は、狙ねらい違たがわずミルシェのギターに刃の半ばまで突つき刺さった。

「咲き誇れ──大紅の心焔盾アンスリウム・多輪咲マルチフロース！」

　綺凛が稼いだわずかな時間に、ユリスが炎の盾を無数に展開する。

　瞬刻、ミルシェとトゥーリアが掻かき鳴ならすギターの絶叫にも似たサウンドが轟とどろき、猛烈な破砕振動波が吹き荒れた。

「ぐうぅぅ……！」

　服が破やぶれ肌は裂け、骨が軋きしむ。星辰力プラーナを防御に回し、両腕を組み合わせて顔と校章を守る。

　その暴威は留とどまるところを知らず、ステージの半面をえぐるように消し飛ばしていた。

　それでもなんとか耐え切って顔を上げると、無感情な機械音声が告げる。

「ユリス＝アレクシア・フォン・リースフェルト、校章破損バツジブロークン」

「刀とう藤どう綺き凛りん、校章破損」

　そこには倒れこむように膝ひざをつく二人の姿。

「──っ！　ユリス！　綺凛ちゃん！」

　慌てて駆け寄るが、ユリスは苦しそうに喘ぎながらもそれを押しとどめた。

「……すまない、凌しのぎ切れなかった。が、おまえたち二人が無事なら勝機はあろう。任せたぞ」

「綾あや斗と先輩、紗さ夜やさん……お願いします」

　綺凛も傷だらけの顔でそう微笑ほほえむ。

　綾斗と紗夜が無事なのは、二人が盾になってくれたおかげだ。

「ああ、任された」

「……」

　紗夜も無言で小さくうなずく。

「くそっ……！　しぶとい……！」

「かまわねーさ！　何度だってやってやるぜ！」

　肩で息をするミルシェたちが、再びギターを構えた。

　綾斗からミルシェたちまでは距離がありすぎる。いくらなんでも斬きりかかっていては間に合わない。となれば、方法は一つしかない。

「くっだけちれええええええええええ！」

　ミルシェとトゥーリアが再度絶叫を奏かなでると同時に、綾斗は《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》に星辰力プラーナを注ぎ込んでいた。

　──流星闘技メテオアーツだ。

「はああああああああああああああああああ！」

　爆発的に巨大化した《黒炉の魔剣》を振り上げ、裂れつ帛ぱくの怒号と共に斬り下ろす。

　ウルム＝マナダイトが深しん紅くの輝きを放ち、まさに襲い掛かろうとしていた破砕振動波をモーゼの伝説のごとく両断する。

「紗夜っ！」

「……《フルバースト》」

　背後では紗夜がまさに発射準備を整えたところだった。

「……ずどーん！」

　綾斗が切り開いた道に向け、六門全すべてから光が放たれ、ミルシェただ一人に──その校章へと襲い掛かる。

　──が。

「させるかってんだよ！」

「ぐあああああ！」

　そのミルシェを庇かばうようにトゥーリアとパイヴィが割って入っていた。文字通り身体からだを張って、リーダーを守ったのだ。

「マフレナ！」

「はい！」

　そしてミルシェの叫びに応えるかのように、マフレナのキーボードが力強くも美しい音色を大音量で奏かなでる。

　その瞬間、ミルシェの瞳に紺こん碧ぺきの炎が燃え上がった。

「まさか、『活性強化』の『共鳴レゾナンス』……!?」

　綾あや斗とは即座に迎え撃とうと駆け出すが、ミルシェは一瞬で綾斗との距離を詰め──《黒炉の魔剣セル＝ベレスタ》の剣けん閃せんを潜くぐり抜ぬけるようにその横を駆け抜ける。

（疾はやすぎる……!?　狙ねらいは紗さ夜やか……！）

　その速度は尋常ではない。おそらくあの趙虎峰ジヤオフーフオンと同じか、あるいはそれ以上かもしれなかった。綾斗はとっさにブレーキをかけて戻ろうとするものの、とてもではないが間に合わない。

「これで終わりだあああああああああああ！」

　ミルシェが勝利を確信したかのように、ギターを振り上げた。

　　　　　　　　＊

　それはまさに瞬まばたきの間の出来事だった。

　紺碧の軌跡が閃ひらめいたかと思うと、ギターを振り上げるミルシェの姿が紗夜の眼前にあった。完全に虚を突つかれたタイミングだ。

　ただ、紗夜はあくまで冷静だった。クローディアの作戦、その第二段階は『紗夜による近接戦闘』だったからだ。

　ヴァルデンホルト改をパージし、ギリギリのところでミルシェの一撃をかわす。光の刃がヴァルデンホルト改の巨大なバックユニットに叩たたき込こまれる。その瞬間を狙って、紗夜はギターに突き刺さったままの千羽切を引き抜く。

　ミルシェの目が驚きよう愕がくに染まった。

　呼吸を整え、おもむろにそれを振るう。

　それはかつて綾斗の訓練に付き合うため、ほんの少しだけ教えてもらった天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆうの技だ。

　遥はるかたちの稽けい古こ風景を見よう見まねで覚えた動作と技術。

「天あま霧ぎり辰しん明めい流りゆう剣術初伝──〝貳ふたつ蛟龍みずち〟」

　自分でも驚くほどに滑らかに、十字の剣けん閃せんが走り──

「ミルシェ、校章破損バツジブロークン」

「試合終了！　勝者、チーム・エンフィールド！」

　次の瞬間には四つに割れたミルシェの校章が地面に落ち、乾いた音を立てていた。


エピローグ

「あーあ、負けた負けたー」

　控え室へ戻る途中、先頭を行くミルシェが両手を頭の後ろに回してあっけらかんと言った。

「……無念だわ」

「惜しかったんだけどなー。いや、ホント紙一重って言うかさー」

「もー、負けた上に髪は焦げるし散々だよお」

　それに続く他のメンバーも口振りこそ未練がましいが、どこかすっきりした顔をしている。無駄に引ひき摺ずらないのがこの人たちの良い所だ。

　そういうマフレナも、あまりに潔く負けを認められた自分自身に少し驚いていた。今の自分たちの全力を出して負けたのだから仕方がない。素直にそう思える。

「──お疲れ様、みんな」

　と、そんなルサールカを待っていたのか、控え室の前にシルヴィアの姿があった。

「シルヴィア、さん……どうしてここに？」

　ミルシェが面食らったように目をパチクリとさせるが、シルヴィアは当然とばかりに笑え顔がおで腰に手をあてる。

「そんなの決まってるでしょ。あんな試合みせられたらさ、どうしても一言伝えておきたくなっちゃったんだ」

「え……？」

「──良い試合だったよ、本当に」

「……っ」

　マフレナも含め、全員がその言葉に息を飲んで立ち尽くす。

　シルヴィアはそんなルサールカたちを見て苦笑し、一度小さな溜ため息いきを吐くと、さらに続けた。

「まあ、ぶっちゃけこの《星武祭フエスタ》っていうのは馬鹿馬鹿しい見世物だし、それを許容してるシステムもくだらないって思うけど……じゃあ、だからってそこでのことが全部同じように愚かなのかって言ったら違うと思う。ううん、愚かなのかもしれないけど、少なくとも絶対に無価値じゃない。意味がある」

　ルサールカの面々をぐるりと見回し、シルヴィアが優しい目で言う。

「どんな場所であれ、強い意志を持って、全力でなにかを目指すことは立派だし、私は尊敬に値すると思うんだ」

　そこまでしゃべると、シルヴィアは珍しく饒舌な自分を自覚したのか、照れたように頬ほおを掻かいた。

「えっと、だからなにが言いたいかっていうと──格好良かったよ。やるじゃない、ルサールカ」

　そしてミルシェの胸を軽く拳こぶしで叩たたくと、「じゃあね」と短く言って去って行ってしまった。

　残されたルサールカたちは、それからまだもうしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて。

「えへ、うぇへへへ……！」

　誰ともなく、そんな不気味な笑い声が漏れ出した。

「いやあ、ついにあいつもあたしたちのことを認めたってことかな、これは！」

　そう言うミルシェの顔は、だらしないことこの上ないほど緩ゆるみきっている。

「あのシルヴィアが、オレたちのことを立派だってよ……！　尊敬するってよ……！　格好良かったってよ……！」

「うんうん。これはもうモニカたちの大勝利と言ってもいいと思う！」

「……同意するわ」

　相変わらずこの人たちは実に現金だ。

　と思いつつ、マフレナも頬が緩むのを止められない。

　それはそうだろう。あのシルヴィア・リューネハイムから、健闘を讃たたえられたのだ。クインヴェールの学生で、これを名誉に思わない者がいるはずもない。

　するとそこでマフレナの携帯端末に着信が入った。

『ご苦労様でした、皆さん』

　ブラックアウト状態の空間ウィンドウから、ペトラの落ち着いた声が響く。

「うわ、り、理事長！」

　一瞬でメンバー全員が姿勢を正し、直立不動の姿勢になった。

　思わず忘れそうになっていたが、ルサールカは《獅鷲星武祭グリプス》で敗退したのだ。チームとしてはやり切ったものの、クインヴェールの代表としては結果のほうが求められるのは言うまでもない。

『試合は残念でしたね。まあ、相手が相手ですし、仕方がないでしょう』

「あ、あれ……？」

　ところが、ペトラはルサールカを叱責するでもなく、淡々とそう言った。

「お、怒らないんですか……？」

　恐る恐る訊たずねるミルシェに、ペトラの声が諭すように続ける。

『あなたたちの力量に見合った結果を残してもらえれば、私がそれ以上を求めることはありません。今回の結果は十分です』

「ぐ……っ」

　一同の顔が悔しそうに歪ゆがむ。

　それはつまり、自分たちはここまでしか勝ち進めないと思われていたということだ。事実その通りではあったものの、やはり屈辱には変わりない。

『──もっとも、次の《獅鷲星武祭》はその限りではありませんが』

「え……？」

『三年後までには、もう一段階《ライア＝ポロス》の性能を引き出せるようになっていただきます。無論、それぞれのメンバーの戦闘能力の向上も必須ですし、これからはさらに忙しくなると思ってください』

「は、はい！」

　思いもよらぬその言葉に、一同の顔が引き締まる。

　そうだ。今回は破やぶれはしたものの、まだ次の《獅鷲星武祭》がある。その時こそ、誰にも文句を言わせないような結果を残せばいい。

『……ということで、今はまずあなたたちの力量に見合った仕事を一つ一つこなしてもらいます。今夜生放送される《星武祭フエスタ》関連の番組とニュースから、五本ほど出演オファーがきていますので、すぐに向かってください』

「へ……？　い、今からですか？」

　先ほど激闘を終えたばかりの身体からだは、今すぐにでもシャワーを浴びてふかふかのベッドに倒れこみたいと叫んでいる。

　──が。

『なにか問題でも？』

「うぅ……あ、ありません……」

　もちろんそんなことを言えるわけもなく。

『ああ、その内二つでは歌のオファーもありましたから、そちらの準備も忘れないようお願いします』

　最後の最後まで過酷な要求を突つきつけて、空間ウィンドウが閉じる。

「……えっと、その、がんばりましょう、ね？」

　重苦しい静寂が支配する通路には、マフレナのむなしい励ましだけが響き渡った。

　　　　　　　　＊

「ふぅ……」

　五回戦を終えて自室に戻った綾あや斗とは、部へ屋やに着くなりベッドに倒れ込んだ。

「お疲れさん。さすがに男女比率九対一はしんどかったようだな」

　机に向かってなにやら作業をしていた英えい士し郎ろうが、からかうように笑う。

「相手がクインヴェールのチームなんだから仕方ないじゃないか。ていうか、しんどかったのはそこじゃないよ」

「わかってるわかってる、冗談だって。でもまあ、これで次は準決勝か。《鳳凰星武祭フエニクス》と比べれば順調じゃねーの」

「まあ、あれはいろいろありすぎたからね」

　優勝できるかどうかはわからないが、今回は何事もなく大会に専念させてもらいたいところだ。

　苦笑しながら身体からだを起こし、着替えようとしたところで携帯端末が着信を知らせた。

「あれ？　誰だろう……って、紗さ夜やか」

　今さっき別れたばかりなのになんの用だろうと思いつつ、空間ウィンドウを開く。

『……綾斗、ちょっと出てきてもらってもいい？』

「今から？　さすがに今日きようは疲れたし、紗夜も身体を休めたほうがいいんじゃ……」

　明日は調整日で試合もない。紗夜も煌式武装ルークスのカスタマイズを終えて時間もあるだろう。

　そう提案したのだが、空間ウィンドウの中の紗夜は首を横に振った。

「ってことは、なにか急ぎの用件？」

『少し話したいことがあるだけ。それと──『願い事チケット』を使いたい』

「えっ？　それは……まあ、仕方ないか」

　それを出されては断るわけにもいかない。

　綾あや斗とはぽりぽりと頭を掻かくと、ベッドから降りて苦笑した。

「でも、当分使う気はないとか言ってなかったっけ？」

『……気が変わった』

「なるほど。それで一体どんなお願いなんだい？」

　あまり無む茶ちやなものでないようにと願いながら、そう訊たずねる。

『うん。私のお願いは──』

　　　　　　　　＊

「本当にこんなのでいいの？」

「……うん、ありがとう」

　紗さ夜やはそう言って、綾斗が差し出した棒ぼうアイスを受け取った。

　夕日の射さす遊歩道は並び立つ木々が影を伸ばし、赤く染まる世界と相まってどこか幻想的な光景を作り出している。その中を並んで歩きながら、綾斗は横目で紗夜の横顔を覗のぞき見みた。

『──棒アイスを買ってきてほしい』

　紗夜が最後の『願い事チケット』を使ってまで綾斗に頼んだお願いは、そんな些さ細さいで単純なものだった。どんな考えでそのお願いにしたのか、綾斗には紗夜の真意がさっぱり読み取れない。

「……ルサールカは、意外と面白いやつらだった」

　すると、唐突に紗夜が言った。

「どうしたのさ、突然」

「ああいうやつらは意外と嫌いじゃない」

「はは、そういえば試合前にもそんなこと言ってたね」

　紗夜にしてはかなり珍しいことだ。

「一緒に地下へ閉じ込められた時、ミルシェが言ってた。やりたいことをやれなかったら、自分の気持ちを我慢してたら、いつか後悔するって」

「うん」

「それを聞いて、昔ハル姉からも似たようなことを言われたのを思い出した」

「姉さんから？」

　思いがけず姉の名前が出てきたことに驚きつつ、先を促す。

「綾斗みたいな人には、自分の気持ちを素直に伝えたほうがいいって」

　紗夜はそう言うと、踊るような足取りで綾斗の前に出る。

「だから、私もそうしようと思う」

　そしてくるりと振り向くと、柔らかな笑みを浮かべて言った。

「──綾あや斗と、私は綾斗のことが好き」

「え……？」

　それは今までとは違う、真しん摯しで、真正直で、なによりも懸命な言葉だった。逡巡と憂ゆう懼くの川を、決意と共に踏み越えて届けられた言の葉だ。

　いくら綾斗でも、それくらいはわかる。

「できれば、私はずっとずっと綾斗の一番そばに居たいと思ってる」

　真っ赤な西日がその背中を照らす。

　赤と黒が彩る世界で、紗さ夜やの笑顔だけがくっきりと輝いてみえた。

「大丈夫。返事はいつでもいい。ただ……私が伝えたかっただけだから」

　紗夜はそう言うと、早足で西日の中へ去って行く。

　綾斗はとっさに言葉を見つけることができず、その背中をただ見送ることしかできなかった。
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あとがき

　こんにちは、三み屋や咲ざきゆうです。

　まずはこの第八巻の発売が当初の予定よりも遅れてしまったことをお詫びいたします。

　編集部はもちろん、関係各位、なによりも楽しみに待っていてくださった読者の皆様にはなんとお詫びしたらいいのかわかりません。誠に申し訳ありませんでした。

　ただ、その分本編の内容は当初想定していたよりもずっと充実させることができたと思います。

《獅鷲星武祭グリプス》という物語の主軸だけでなく、綾あや斗とを中心とした人間関係なども動き出しましたので、そのあたりもお楽しみ頂ければ幸いです。

　さて。

　お読みいただいた読者の方々はおわかりの通り、この第八巻では前巻から登場したガールズロックバンド・ルサールカの面々が活躍し……活躍？　まあ、とにかく大おお暴あばれしています。彼女たちは元々最初期に《獅鷲星武祭》編の敵チームとして作り上げたキャラクターなのですが、いざ動かしてみると他のキャラクターたちとは違う妙なコミカルさが前面に出てきて、書いているほうとしても大変楽しかったです。本当はロックバンドとしての活躍を見せるため、ちゃんとしたライブシーンも入れたかったのですが、どうにも捻出できませんでした。ごめん。

　それでもなにか別の形で用意できたらいいなとは今も思っています。

　もう一人、この八巻でメインを張ったのが紗さ夜やです。

　今まで本編では所々で美お味いしいシーンはあったものの、ようやくちゃんとしたメイン回をもってくることができました。彼女は綾斗の幼おさな馴な染じみとして他のヒロインたちとは微妙に違う立ち位置にいたキャラクターなのですが、今巻ではそこから一歩踏み出す形となっております。

　そして次巻はいよいよ満を持してクローディアのお話です。

　彼女も紗夜と同じく……というより紗夜以上に今までメインを張るシーンがなかったキャラクターなので、その分しっかりと描いてあげたいなと。実のところクローディアに関してはいろいろと秘密を明かしてしまうのに不安があったりもするのですが、私もokiuraさんもかなり愛着がある子なので、上う手まく着地させてあげることができればと思っています。

　さてさて！

　すでにご存ぞん知じの方もいらっしゃるかと思いますが、なんとこの『学戦都市アスタリスク』がテレビアニメ化していただけることになりました！　総監督は小野学さん、監督はセトウケンジさん、キャラクターデザイン・総作画監督は川上哲也さん、音楽はラスマス・フェイバーさんで、制作はA-1 Picturesさんという豪華布陣です。豪華すぎて罰があたりそうですね。いや、本当に。

　放送は今こ年とし２０１５年の秋からで、私も脚本会議などに出席し、微力ながら制作に関かかわらせていただいております。随時情報が開示されていくと思いますので、公式サイトなどをチェックしつつお待ちくださいませ。

　そしてそして！

　今回もokiuraさんからスタイリッシュな表紙をいただきました！　前回はユリスとシルヴィアの二人でしたが、今回は紗さ夜やとミルシェです。お察しの通り、この《獅鷲星武祭グリプス》編から表紙のスタイルが変更されていたりします。次の九巻がどんな表紙になるのか、今から楽しみですね！

　そしてそしてそして！

　コミックアライブで連載されているにんげんさんの漫画版『学戦都市アスタリスク』も原作一巻分を終了し、いよいよ原作二巻に突入しようかというところ！　にんげんさんの描く綺き凛りんがどのようになるか、これも楽しみです！

　また、別冊少年マガジンで茜あかね錆しようさんが連載中の『学戦都市アスタリスク外伝　クインヴェールの翼』はコミックス一巻が絶賛発売中！　今巻でも外伝用のキャラが先出しのような形で登場していますので、本編と合わせて外伝をお読みいただければより楽しめるかと思います。ぜひぜひよろしくお願いします！

　最後になりましたが今回も多くの方に助けていただきました。

　今回担当編集Ｉ氏には本当に本当に本当にご迷惑をおかけしました。もはや感謝しかありません。同じく編集のＯ氏、編集部の方々、アニメ関係の方々、そしていつも応援してくださる読者の皆様に最大のお礼を申し上げたいと思います。

　それではまた次巻でお会いできることを願って。

二〇一五年四月　三み屋や咲ざきゆう
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